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　12月定例会の会期日程（予定）をお知らせします。なお、一般質
問などの内容は新聞折込および下呂市メールでお知らせします。

12月定例会会期日程（予定）

※日程は変更になる
　場合もあります。

月　　日

１１月２８日

１２月１１日

１２日

１５日

１６日

１７日

１９日

金

木

金

月

火

水

金

午前9時30分～

本会議（初日）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

常任委員会

常任委員会

予算決算常任委員会（予算関係）

本会議（最終日）

会　議　内　容 時　　間曜日

場所 ： 本会議（下呂庁舎３階議場）
　　　委員会（下呂庁舎３ー１会議室）

　下呂市議会では、市民の皆さんの声を聴き、議
会の情報をよりわかりやすく届けるため、新しい取
組みを２つ進めています。１つ目は、各委員長によ
る活動方針の発信（チャンネル下呂・YouTube）。
２つ目は、市民の皆さんと議員が直接語り合う「議
会カフェ」を10月27日（月）から11月1日（土）にか
けて、市内各地で開催。議会をより身近に感じてい
ただき、まちや暮らしのこと、日々感じていること
を、ぜひお気軽に議会へお寄せください。私たち
も、皆さんとともに考え、より良い下呂の未来を目
指して、議員活動に取り組んでいきます。

編 集 後 記

「げろ議会だより」をお読みいただき、ありがとう
ございます。「読みたくなる議会だより」とするため、
皆さんの声をお聞かせください。
右の二次元コードを読み取り、アン
ケートに回答をお願いします。 https://www.youtube.com/channel/

UCALIKRpFipq7Mtpr--rJGKQ/featured
ライブ配信動画は、次回定例会までYouTubeから視聴できます。
過去の配信動画は、下呂市ホームページにて視聴できます。

インターネットライブ配信
本会議および常任委員会（付託案件審査）は、動画共有
サービス（YouTube）にてライブ配信を行っています。

「げろ議会だより」アンケート

　令和７年10月1日、「金山ふれあいパーク」が、市内で初めてとなるミスト付き遊具と休憩所を備え、リニューアルオープン
しました。記念すべきこの日には、オープンセレモニーが開催され、多くの関係者や園児が新しい公園の誕生を祝いました。
　セレモニーには、かなやまこども園の年長園児20名をはじめ、金山地域の子育て世代代表、公園緑地整備検討協議会
の金山地域委員、そして今回の整備に際し寄附をされた方々も招かれ、関係者34名が出席し、感謝状贈呈やテープカット
が行われました。多くの子どもたちの笑顔あふれる憩いの場となることが期待されます。

【金山ふれあいパークがリニューアルオープン！】
表
紙
の
写
真

TOPICS
●令和６年度決算審査（予算決算常任委員会）
●議会の主な動き（常任委員会視察報告）
●９月定例会報告（審議結果）・常任委員会報告（審査結果）
●一般質問（これって、どうなってるの？）
●一般質問の方法が変わります、12月定例会日程

※写真提供「かなやまこども園」

市議会による出前ヒアリング（座談会）
～ 下呂市の未来のためにあなたの声を聴かせてください ～

下呂市議会では、市民の皆さまの声を市政に反映させるため、地域の課題や悩みをお聴きする
『市議会による出前ヒアリング（座談会）』を開催します。

市民グループ・団体や自治会・町内会などの小さな集会にこちらから出向く形式で行います。
皆さまからの申し込みをお待ちしています。

●開催主体 
 ・市民グループ ・団体や自治会 ・町内会など （お友達同
士やサークル活動のメンバーでの少人数でも可）からの
申込みを受け開催します。
 ・市民グループ等単独での開催が困難な場合は、複数の
市民グループ等での合同開催でも受け付けます。

●開催日時および会場 
 ・開催日時は、申込団体と協議、調整のうえ決定します。
 ・曜日、時間帯に制限はありません。開催時間はおおむ
ね60分～90分程度とします。
 ・開催場所は、申込団体での確保をお願いいたします。

●座談会のテーマ
 ・申込団体において、地域の特定課題等を踏まえて、少子高齢化や子
育て、介護、農林業、地域づくり、防災などの具体的なテーマを設
定していただきます。
 ・単なる要望や苦情ではなく、建設的な会となりますようご協力をお願
いします。

●申込方法 
 ・開催希望日の１カ月前までに申込書を提出、もしくは専用の申込フォ
ーム入力により申し込みをしてください。
 ・申込書受理後、開催決定通知書をお送りします。
 ・申し込みフォームは、右の二次元コードを読み取ってく
ださい。申込書での提出については、市ホームページ
からダウンロードしてください。



３　　下呂市議会だより 2025.11 No.86

G E R O  C I T Y  C O U N C I L

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
決
算
審
査
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
決
算
審
査
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
決
算
審
査
）

　
９
月
24
日
か
ら
26
日
ま
で
の
３
日
間
、

委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
令
和
６

年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
、
７
つ
の
特
別

会
計
、
お
よ
び
４
つ
の
公
営
企
業
会
計
の

決
算
に
つ
い
て
審
査
し
、
全
て
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
市
税
の
徴
収
状
況
》

　
　
令
和
６
年
度
の
収
納
率
は
、
現
年
度

課
税
分
と
滞
納
繰
越
分
を
合
わ
せ
て
96
・

65
％
と
な
り
、
現
年
度
課
税
分
で
は
、
合

併
以
後
、
過
去
最
高
率
と
な
っ
た
と
の
こ

と
だ
が
、
収
納
率
向
上
に
功
を
奏
し
た
取

り
組
み
は
。

　
　
市
税
の
確
実
な
徴
収
に
向
け
、
滞
納

の
累
積
防
止
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
み
、
新
た
な
滞
納
者
や
滞
納
額
を
増
や

さ
な
い
よ
う
、
早
期
の
催
告
業
務
に
注
力

し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
時
間
を

要
し
て
い
た
財
産
調
査
に
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
即
座
に
回
答
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
早
期
の

滞
納
処
分
が
可
能
と
な
り
、
こ
れ
が
収
納

率
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
も
の

と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
徴
収
に
関
す
る
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
税
務
課
職
員
を
定

期
的
に
県
税
事
務
所
へ
派
遣
し
て
お
り
、

こ
れ
も
収
納
率
向
上
に
寄
与
す
る
有
効
な

取
り
組
み
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

《
災
害
対
策
事
業
》

　
　
指
定
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
学
校
の

体
育
館
に
は
エ
ア
コ
ン
が
な
い
の
で
、
エ

ア
コ
ン
が
完
備
さ
れ
た
校
舎
教
室
を
避
難

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
す
る
方
針
を
確
認

し
て
い
る
が
、
学
校
で
の
避
難
所
開
設
に

は
、
教
職
員
の
関
わ
り
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
が
、
そ
の
体
制
整
備
の
考
え
は
。

　
　
現
在
、
一
部
の
学
校
で
市
と
学
校
と

自
治
会
の
合
同
に
よ
る
避
難
所
開
設
訓
練

を
進
め
て
い
ま
す
。
教
職
員
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
校
舎
内
の
利
用
可

能
な
範
囲
の
確

認
や
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
の

役
割
な
ど
を
認

識
で
き
る
機
会

に
も
な
っ
て
お

り
、
こ
の
訓
練

を
全
市
的
に
広

げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

《
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
事
業
》

　
　
金
山 

・
小
坂 

・
馬
瀬 

・
下
呂
地
域

に
お
い
て
デ
マ
ン
ド
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て

お
り
、
令
和
６
年
10
月
か
ら
金
山
と
小
坂

で
の
運
行
が
拡
充
さ
れ
た
。そ
う
し
た
中
、

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
バ
ス
停

か
ら
離
れ
た
交
通
空
白
地
に
お
け
る
移
動

困
難
者
へ
の
交
通
手
段
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
方
策
は
。

　
　
現
在
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
エ
リ
ア

で
あ
る
小
坂 

・
馬
瀬 

・
金
山 

・
上
原 

・
中

原
で
は
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
予
約
さ
れ
れ

ば
、
自
宅
ま
で
迎
え
に
行
く
ド
ア
・
ト
ゥ
・

ド
ア
で
の
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
交
通
空

白
地
と
い
う
の
は
解
消
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

　
一
方
、
萩
原 

・
下
呂
の
中
心
市
街
地
周

辺
部
に
も
バ
ス
停
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
は

存
在
す
る
の
で
、
今
後
は
そ
う
し
た
と
こ

ろ
に
、
公
共
交
通
も
し
く
は
公
共
交
通
を

カ
バ
ー
す
る
よ
う
な
仕
組
み
で
、
移
動
を

支
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

《
ご
み
減
量
化
促
進
対
策
事
業
》

　
　
ご
み
を
減
ら
し
、
資
源
化
を
促
進
す

る
た
め
、Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
各
種
団
体
が
行
う

資
源
回
収
に
対
す
る
奨
励
金
の
交
付
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
普
及
の
た
め
の
講

座
開
催
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
金
の

交
付
、
資
源
ご
み
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
等
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
さ
ら

な
る
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
を
目
指
し

た
新
た
な
取
り
組
み
の
考
え
は
。

　
　
雑
紙
と
衣
類
は
、
ご
み
の
減
量
化
と

資
源
化
を
進
め
る
上
で
重
要
な
品
目
で
す

が
、
十
分
に
回

収
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で

す
。
ま
ず
は
、

市
民
の
皆
さ
ん

が
分
別
さ
れ

て
、
そ
れ
を
出

せ
る
場
所
を
設

け
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
そ

の
回
収
方
法
の
あ
り
方
や
、
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
等
の
再
資
源
化
に
係
る
研
究
を
行

い
、
家
庭
ご
み
の
減
量
化 

・
資
源
化
に
向

け
て
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

《
空
き
家
対
策
事
業
》

　
　
管
理
不
全
な
空
き
家
等
の
所
有
者
に

対
す
る
助
言 

・
指
導
を
行
う
と
共
に
、
空

き
家
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

す
る
た
め
の
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。

　
そ
う
し
た
中
、
令
和
４
年
度
に
、
老
朽

化
が
進
み
、
倒
壊
や
衛
生
面
な
ど
で
周
辺

環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る

空
き
家
の
解
体 

・
撤
去
に
係
る
費
用
を
、

市
が
補
助
す
る
制
度
を
創
設
さ
れ
た
が
、

令
和
５
年
度
は
１
件
の
実
績
、
令
和
６
年

度
は
実
績
な
し
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
制

度
の
あ
り
方
等
に
問
題
は
な
い
の
か
。

　
　
現
行
制
度
は
国
の
補
助
金
を
活
用
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
補
助
金
交
付
の
要
件

が
大
変
厳
し
く
、
空
き
家
の
状
態
に
よ
っ

て
は
対
象
と
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

補
助
金
が
活
用
さ
れ
な
い
大
き
な
要
因
と

言
え
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
現
行
の
制
度
は
継
続
し
つ

つ
、
補
助
金
交
付
要
件
を
緩
和
し
た
新
た

な
補
助
金
制
度
の
創
設
を
検
討
し
て
い
る

段
階
で
す
。

問答

問問 答

問答

問答

答

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

自治会・学校との連携による避難所開設訓練

地域ごとに設置された「資源ごみ回収ステーション」
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　今回の決算審査においては、今後のより良い政策立案に向けて、決算を見極めて
いくといった意識を持ちながら、未来につながる審査となるよう努めました。

～ 決算審査を振り返って ～ 予算決算常任委員長　田口琢弥

　「決算」は、地方自治法に基づき、監査委員の審査を経て、市長が議会に提案し、議会が認定することになります。
市長から提案された「決算」（年間予算に基づいて執行された各種事業の結果・実績）を受けて、議会では事業の目的
や成果を明らかにするとともに、予算の使い方が適正であったかどうかなどをチェック（審査）します。

　議会では、「決算」の内容について調査をし、執行部に対する質疑を経て、 最終的に決算を認定するかどうか判
断することになります。

　民生教育まちづくり常任委員会 ・ 総務産業建設常任委員会ごとに、「決算審査準備会」（議員間で協議する場）を立ち上げ、決算審査に
とって重要だと思われる事業、質疑によって明らかにすべき事業を選定し、その事業に係る論点 （議論の中心となる問題点等）を整理しました。

　令和６年度決算は、一般会計、特別会計、公営企業会計を合わせた総額で、前年度対比５,００２万円減の４０５億３,４６３万円
であり、そのうち一般会計の決算額は、合併後４番目の規模となりました。

高いほど（1に近いほど）財政に余裕がある
とされる。過去3年間の平均値で示す。

財政構造の弾力性（ゆとり）を判断する指
標。80％以上は弾力性を失いつつあるとい
われる。

公債費による財政負担の程度を示す比率。
比率が高いと多くが借金返済に充てられ、
他の行政サービスに予算を充てられない。

★この作業を経て、委員会ごとで整理された論点に基づき、「予算決算常任委員会」において、委員のチーム
プレイによる踏み込んだ質疑を展開しました。

令和６年度の決算を審査しました

下呂市の財政状況を知るための 3つの主要指標

254.4億円
13.3億円

一 般 会 計

決算審査
とは？

決算審査
の流れ

本　会　議
（提案説明）

決算内容に係る
事前調査

予算決算常任委員会
審査（質疑）

本　会　議
（ 採　決 ）

審査を充実させるため、決算審査準備会を行いました

過去10年間の一般会計の歳入歳出決算状況
30,000

25,000

20,000

15,000

■歳入
■歳出

26,780
25,440

20,965
20,148

22,063
21,412

24,942
24,200

25,273
23,907

24,048
23,315

28,839
27,042

29,300
27,507

27,769
25,864

26,416
R6H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

25,191

0.340 92.0% 10.7%

改 善 傾 向 硬直化の懸念 時間は要するが改善傾向

①財政力指数 ②経常収支比率 ③実質公債費比率

歳出
267.8億円

88万円
93万円歳入

歳入歳出
差引額

福祉や教育、まちづくりなど
幅広い市民サービス

市民1人当たり
（R7.3末28,605人）

決算詳細は
広報げろでも

76 0

8

16
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90

96

H16H16
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予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
決
算
審
査
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
決
算
審
査
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
決
算
審
査
）

　
９
月
24
日
か
ら
26
日
ま
で
の
３
日
間
、

委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
令
和
６

年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
、
７
つ
の
特
別

会
計
、
お
よ
び
４
つ
の
公
営
企
業
会
計
の

決
算
に
つ
い
て
審
査
し
、
全
て
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
市
税
の
徴
収
状
況
》

　
　
令
和
６
年
度
の
収
納
率
は
、
現
年
度

課
税
分
と
滞
納
繰
越
分
を
合
わ
せ
て
96
・

65
％
と
な
り
、
現
年
度
課
税
分
で
は
、
合

併
以
後
、
過
去
最
高
率
と
な
っ
た
と
の
こ

と
だ
が
、
収
納
率
向
上
に
功
を
奏
し
た
取

り
組
み
は
。

　
　
市
税
の
確
実
な
徴
収
に
向
け
、
滞
納

の
累
積
防
止
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
み
、
新
た
な
滞
納
者
や
滞
納
額
を
増
や

さ
な
い
よ
う
、
早
期
の
催
告
業
務
に
注
力

し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
時
間
を

要
し
て
い
た
財
産
調
査
に
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
即
座
に
回
答
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
早
期
の

滞
納
処
分
が
可
能
と
な
り
、
こ
れ
が
収
納

率
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
も
の

と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
徴
収
に
関
す
る
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
税
務
課
職
員
を
定

期
的
に
県
税
事
務
所
へ
派
遣
し
て
お
り
、

こ
れ
も
収
納
率
向
上
に
寄
与
す
る
有
効
な

取
り
組
み
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

《
災
害
対
策
事
業
》

　
　
指
定
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
学
校
の

体
育
館
に
は
エ
ア
コ
ン
が
な
い
の
で
、
エ

ア
コ
ン
が
完
備
さ
れ
た
校
舎
教
室
を
避
難

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
す
る
方
針
を
確
認

し
て
い
る
が
、
学
校
で
の
避
難
所
開
設
に

は
、
教
職
員
の
関
わ
り
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
が
、
そ
の
体
制
整
備
の
考
え
は
。

　
　
現
在
、
一
部
の
学
校
で
市
と
学
校
と

自
治
会
の
合
同
に
よ
る
避
難
所
開
設
訓
練

を
進
め
て
い
ま
す
。
教
職
員
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
校
舎
内
の
利
用
可

能
な
範
囲
の
確

認
や
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
の

役
割
な
ど
を
認

識
で
き
る
機
会

に
も
な
っ
て
お

り
、
こ
の
訓
練

を
全
市
的
に
広

げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

《
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
事
業
》

　
　
金
山 

・
小
坂 

・
馬
瀬 

・
下
呂
地
域

に
お
い
て
デ
マ
ン
ド
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て

お
り
、
令
和
６
年
10
月
か
ら
金
山
と
小
坂

で
の
運
行
が
拡
充
さ
れ
た
。そ
う
し
た
中
、

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
バ
ス
停

か
ら
離
れ
た
交
通
空
白
地
に
お
け
る
移
動

困
難
者
へ
の
交
通
手
段
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
方
策
は
。

　
　
現
在
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
エ
リ
ア

で
あ
る
小
坂 

・
馬
瀬 

・
金
山 

・
上
原 

・
中

原
で
は
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
予
約
さ
れ
れ

ば
、
自
宅
ま
で
迎
え
に
行
く
ド
ア
・
ト
ゥ
・

ド
ア
で
の
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
交
通
空

白
地
と
い
う
の
は
解
消
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

　
一
方
、
萩
原 

・
下
呂
の
中
心
市
街
地
周

辺
部
に
も
バ
ス
停
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
は

存
在
す
る
の
で
、
今
後
は
そ
う
し
た
と
こ

ろ
に
、
公
共
交
通
も
し
く
は
公
共
交
通
を

カ
バ
ー
す
る
よ
う
な
仕
組
み
で
、
移
動
を

支
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

《
ご
み
減
量
化
促
進
対
策
事
業
》

　
　
ご
み
を
減
ら
し
、
資
源
化
を
促
進
す

る
た
め
、Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
各
種
団
体
が
行
う

資
源
回
収
に
対
す
る
奨
励
金
の
交
付
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
普
及
の
た
め
の
講

座
開
催
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
金
の

交
付
、
資
源
ご
み
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
等
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
さ
ら

な
る
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
を
目
指
し

た
新
た
な
取
り
組
み
の
考
え
は
。

　
　
雑
紙
と
衣
類
は
、
ご
み
の
減
量
化
と

資
源
化
を
進
め
る
上
で
重
要
な
品
目
で
す

が
、
十
分
に
回

収
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で

す
。
ま
ず
は
、

市
民
の
皆
さ
ん

が
分
別
さ
れ

て
、
そ
れ
を
出

せ
る
場
所
を
設

け
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
そ

の
回
収
方
法
の
あ
り
方
や
、
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
等
の
再
資
源
化
に
係
る
研
究
を
行

い
、
家
庭
ご
み
の
減
量
化 

・
資
源
化
に
向

け
て
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

《
空
き
家
対
策
事
業
》

　
　
管
理
不
全
な
空
き
家
等
の
所
有
者
に

対
す
る
助
言 

・
指
導
を
行
う
と
共
に
、
空

き
家
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

す
る
た
め
の
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。

　
そ
う
し
た
中
、
令
和
４
年
度
に
、
老
朽

化
が
進
み
、
倒
壊
や
衛
生
面
な
ど
で
周
辺

環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る

空
き
家
の
解
体 

・
撤
去
に
係
る
費
用
を
、

市
が
補
助
す
る
制
度
を
創
設
さ
れ
た
が
、

令
和
５
年
度
は
１
件
の
実
績
、
令
和
６
年

度
は
実
績
な
し
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
制

度
の
あ
り
方
等
に
問
題
は
な
い
の
か
。

　
　
現
行
制
度
は
国
の
補
助
金
を
活
用
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
補
助
金
交
付
の
要
件

が
大
変
厳
し
く
、
空
き
家
の
状
態
に
よ
っ

て
は
対
象
と
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

補
助
金
が
活
用
さ
れ
な
い
大
き
な
要
因
と

言
え
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
現
行
の
制
度
は
継
続
し
つ

つ
、
補
助
金
交
付
要
件
を
緩
和
し
た
新
た

な
補
助
金
制
度
の
創
設
を
検
討
し
て
い
る

段
階
で
す
。

問答

問問 答

問答

問答

答

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

自治会・学校との連携による避難所開設訓練

地域ごとに設置された「資源ごみ回収ステーション」

下呂市議会だより 2025.11 No.86　　２

G E R O  C I T Y  C O U N C I L

　今回の決算審査においては、今後のより良い政策立案に向けて、決算を見極めて
いくといった意識を持ちながら、未来につながる審査となるよう努めました。

～ 決算審査を振り返って ～ 予算決算常任委員長　田口琢弥

　「決算」は、地方自治法に基づき、監査委員の審査を経て、市長が議会に提案し、議会が認定することになります。
市長から提案された「決算」（年間予算に基づいて執行された各種事業の結果・実績）を受けて、議会では事業の目的
や成果を明らかにするとともに、予算の使い方が適正であったかどうかなどをチェック（審査）します。

　議会では、「決算」の内容について調査をし、執行部に対する質疑を経て、 最終的に決算を認定するかどうか判
断することになります。

　民生教育まちづくり常任委員会 ・ 総務産業建設常任委員会ごとに、「決算審査準備会」（議員間で協議する場）を立ち上げ、決算審査に
とって重要だと思われる事業、質疑によって明らかにすべき事業を選定し、その事業に係る論点 （議論の中心となる問題点等）を整理しました。

　令和６年度決算は、一般会計、特別会計、公営企業会計を合わせた総額で、前年度対比５,００２万円減の４０５億３,４６３万円
であり、そのうち一般会計の決算額は、合併後４番目の規模となりました。

高いほど（1に近いほど）財政に余裕がある
とされる。過去3年間の平均値で示す。

財政構造の弾力性（ゆとり）を判断する指
標。80％以上は弾力性を失いつつあるとい
われる。

公債費による財政負担の程度を示す比率。
比率が高いと多くが借金返済に充てられ、
他の行政サービスに予算を充てられない。

★この作業を経て、委員会ごとで整理された論点に基づき、「予算決算常任委員会」において、委員のチーム
プレイによる踏み込んだ質疑を展開しました。

令和６年度の決算を審査しました

下呂市の財政状況を知るための 3つの主要指標

254.4億円
13.3億円

一 般 会 計

決算審査
とは？

決算審査
の流れ

本　会　議
（提案説明）

決算内容に係る
事前調査

予算決算常任委員会
審査（質疑）

本　会　議
（ 採　決 ）

審査を充実させるため、決算審査準備会を行いました

過去10年間の一般会計の歳入歳出決算状況
30,000
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15,000

■歳入
■歳出
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25,191

0.340 92.0% 10.7%

改 善 傾 向 硬直化の懸念 時間は要するが改善傾向

①財政力指数 ②経常収支比率 ③実質公債費比率

歳出
267.8億円

88万円
93万円歳入

歳入歳出
差引額

福祉や教育、まちづくりなど
幅広い市民サービス

市民1人当たり
（R7.3末28,605人）

決算詳細は
広報げろでも
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９
月
24
日
か
ら
26
日
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で
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３
日
間
、
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を
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催
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れ
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令
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６
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会
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７
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つ
の
公
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業
会
計
の

決
算
に
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て
審
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し
、
全
て
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
市
税
の
徴
収
状
況
》

　
　
令
和
６
年
度
の
収
納
率
は
、
現
年
度

課
税
分
と
滞
納
繰
越
分
を
合
わ
せ
て
96
・

65
％
と
な
り
、
現
年
度
課
税
分
で
は
、
合

併
以
後
、
過
去
最
高
率
と
な
っ
た
と
の
こ

と
だ
が
、
収
納
率
向
上
に
功
を
奏
し
た
取

り
組
み
は
。

　
　
市
税
の
確
実
な
徴
収
に
向
け
、
滞
納

の
累
積
防
止
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
み
、
新
た
な
滞
納
者
や
滞
納
額
を
増
や

さ
な
い
よ
う
、
早
期
の
催
告
業
務
に
注
力

し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
時
間
を

要
し
て
い
た
財
産
調
査
に
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
即
座
に
回
答
を
得
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れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
早
期
の

滞
納
処
分
が
可
能
と
な
り
、
こ
れ
が
収
納

率
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
も
の

と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
徴
収
に
関
す
る
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
税
務
課
職
員
を
定

期
的
に
県
税
事
務
所
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し
て
お
り
、

こ
れ
も
収
納
率
向
上
に
寄
与
す
る
有
効
な

取
り
組
み
に
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っ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

《
災
害
対
策
事
業
》

　
　
指
定
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
学
校
の

体
育
館
に
は
エ
ア
コ
ン
が
な
い
の
で
、
エ

ア
コ
ン
が
完
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さ
れ
た
校
舎
教
室
を
避
難

ス
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ー
ス
と
し
て
開
放
す
る
方
針
を
確
認

し
て
い
る
が
、
学
校
で
の
避
難
所
開
設
に

は
、
教
職
員
の
関
わ
り
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
が
、
そ
の
体
制
整
備
の
考
え
は
。

　
　
現
在
、
一
部
の
学
校
で
市
と
学
校
と

自
治
会
の
合
同
に
よ
る
避
難
所
開
設
訓
練

を
進
め
て
い
ま
す
。
教
職
員
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
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舎
内
の
利
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可
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範
囲
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確
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や
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の
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、
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和
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と
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る
が
、
そ
の
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を
解
決
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る

た
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の
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は
。

　
　
現
在
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運
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リ
ア

で
あ
る
小
坂 

・
馬
瀬 

・
金
山 

・
上
原 

・
中

原
で
は
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
予
約
さ
れ
れ

ば
、
自
宅
ま
で
迎
え
に
行
く
ド
ア
・
ト
ゥ
・

ド
ア
で
の
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
交
通
空

白
地
と
い
う
の
は
解
消
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

　
一
方
、
萩
原 

・
下
呂
の
中
心
市
街
地
周

辺
部
に
も
バ
ス
停
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
は

存
在
す
る
の
で
、
今
後
は
そ
う
し
た
と
こ

ろ
に
、
公
共
交
通
も
し
く
は
公
共
交
通
を

カ
バ
ー
す
る
よ
う
な
仕
組
み
で
、
移
動
を

支
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

《
ご
み
減
量
化
促
進
対
策
事
業
》

　
　
ご
み
を
減
ら
し
、
資
源
化
を
促
進
す

る
た
め
、Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
各
種
団
体
が
行
う

資
源
回
収
に
対
す
る
奨
励
金
の
交
付
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
普
及
の
た
め
の
講

座
開
催
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
金
の

交
付
、
資
源
ご
み
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
等
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
さ
ら

な
る
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
を
目
指
し

た
新
た
な
取
り
組
み
の
考
え
は
。

　
　
雑
紙
と
衣
類
は
、
ご
み
の
減
量
化
と

資
源
化
を
進
め
る
上
で
重
要
な
品
目
で
す

が
、
十
分
に
回

収
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で

す
。
ま
ず
は
、

市
民
の
皆
さ
ん

が
分
別
さ
れ

て
、
そ
れ
を
出

せ
る
場
所
を
設

け
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
そ

の
回
収
方
法
の
あ
り
方
や
、
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
等
の
再
資
源
化
に
係
る
研
究
を
行

い
、
家
庭
ご
み
の
減
量
化 

・
資
源
化
に
向

け
て
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

《
空
き
家
対
策
事
業
》

　
　
管
理
不
全
な
空
き
家
等
の
所
有
者
に

対
す
る
助
言 

・
指
導
を
行
う
と
共
に
、
空

き
家
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

す
る
た
め
の
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。

　
そ
う
し
た
中
、
令
和
４
年
度
に
、
老
朽

化
が
進
み
、
倒
壊
や
衛
生
面
な
ど
で
周
辺

環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る

空
き
家
の
解
体 

・
撤
去
に
係
る
費
用
を
、

市
が
補
助
す
る
制
度
を
創
設
さ
れ
た
が
、

令
和
５
年
度
は
１
件
の
実
績
、
令
和
６
年

度
は
実
績
な
し
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
制

度
の
あ
り
方
等
に
問
題
は
な
い
の
か
。

　
　
現
行
制
度
は
国
の
補
助
金
を
活
用
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
補
助
金
交
付
の
要
件

が
大
変
厳
し
く
、
空
き
家
の
状
態
に
よ
っ

て
は
対
象
と
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

補
助
金
が
活
用
さ
れ
な
い
大
き
な
要
因
と

言
え
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
現
行
の
制
度
は
継
続
し
つ

つ
、
補
助
金
交
付
要
件
を
緩
和
し
た
新
た

な
補
助
金
制
度
の
創
設
を
検
討
し
て
い
る

段
階
で
す
。

問答

問問 答

問答

問答

答

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

自治会・学校との連携による避難所開設訓練

地域ごとに設置された「資源ごみ回収ステーション」
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　今回の決算審査においては、今後のより良い政策立案に向けて、決算を見極めて
いくといった意識を持ちながら、未来につながる審査となるよう努めました。

～ 決算審査を振り返って ～ 予算決算常任委員長　田口琢弥

　「決算」は、地方自治法に基づき、監査委員の審査を経て、市長が議会に提案し、議会が認定することになります。
市長から提案された「決算」（年間予算に基づいて執行された各種事業の結果・実績）を受けて、議会では事業の目的
や成果を明らかにするとともに、予算の使い方が適正であったかどうかなどをチェック（審査）します。

　議会では、「決算」の内容について調査をし、執行部に対する質疑を経て、 最終的に決算を認定するかどうか判
断することになります。

　民生教育まちづくり常任委員会 ・ 総務産業建設常任委員会ごとに、「決算審査準備会」（議員間で協議する場）を立ち上げ、決算審査に
とって重要だと思われる事業、質疑によって明らかにすべき事業を選定し、その事業に係る論点 （議論の中心となる問題点等）を整理しました。

　令和６年度決算は、一般会計、特別会計、公営企業会計を合わせた総額で、前年度対比５,００２万円減の４０５億３,４６３万円
であり、そのうち一般会計の決算額は、合併後４番目の規模となりました。

高いほど（1に近いほど）財政に余裕がある
とされる。過去3年間の平均値で示す。

財政構造の弾力性（ゆとり）を判断する指
標。80％以上は弾力性を失いつつあるとい
われる。

公債費による財政負担の程度を示す比率。
比率が高いと多くが借金返済に充てられ、
他の行政サービスに予算を充てられない。

★この作業を経て、委員会ごとで整理された論点に基づき、「予算決算常任委員会」において、委員のチーム
プレイによる踏み込んだ質疑を展開しました。

令和６年度の決算を審査しました

下呂市の財政状況を知るための 3つの主要指標

254.4億円
13.3億円

一 般 会 計

決算審査
とは？

決算審査
の流れ

本　会　議
（提案説明）

決算内容に係る
事前調査

予算決算常任委員会
審査（質疑）

本　会　議
（ 採　決 ）

審査を充実させるため、決算審査準備会を行いました

過去10年間の一般会計の歳入歳出決算状況
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歳出
267.8億円

88万円
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歳入歳出
差引額

福祉や教育、まちづくりなど
幅広い市民サービス

市民1人当たり
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予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
決
算
審
査
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
決
算
審
査
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
決
算
審
査
）

　
９
月
24
日
か
ら
26
日
ま
で
の
３
日
間
、

委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
令
和
６

年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
、
７
つ
の
特
別

会
計
、
お
よ
び
４
つ
の
公
営
企
業
会
計
の

決
算
に
つ
い
て
審
査
し
、
全
て
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
市
税
の
徴
収
状
況
》

　
　
令
和
６
年
度
の
収
納
率
は
、
現
年
度

課
税
分
と
滞
納
繰
越
分
を
合
わ
せ
て
96
・

65
％
と
な
り
、
現
年
度
課
税
分
で
は
、
合

併
以
後
、
過
去
最
高
率
と
な
っ
た
と
の
こ

と
だ
が
、
収
納
率
向
上
に
功
を
奏
し
た
取

り
組
み
は
。

　
　
市
税
の
確
実
な
徴
収
に
向
け
、
滞
納

の
累
積
防
止
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
み
、
新
た
な
滞
納
者
や
滞
納
額
を
増
や

さ
な
い
よ
う
、
早
期
の
催
告
業
務
に
注
力

し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
時
間
を

要
し
て
い
た
財
産
調
査
に
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
即
座
に
回
答
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
早
期
の

滞
納
処
分
が
可
能
と
な
り
、
こ
れ
が
収
納

率
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
も
の

と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
徴
収
に
関
す
る
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
税
務
課
職
員
を
定

期
的
に
県
税
事
務
所
へ
派
遣
し
て
お
り
、

こ
れ
も
収
納
率
向
上
に
寄
与
す
る
有
効
な

取
り
組
み
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

《
災
害
対
策
事
業
》

　
　
指
定
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
学
校
の

体
育
館
に
は
エ
ア
コ
ン
が
な
い
の
で
、
エ

ア
コ
ン
が
完
備
さ
れ
た
校
舎
教
室
を
避
難

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
す
る
方
針
を
確
認

し
て
い
る
が
、
学
校
で
の
避
難
所
開
設
に

は
、
教
職
員
の
関
わ
り
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
が
、
そ
の
体
制
整
備
の
考
え
は
。

　
　
現
在
、
一
部
の
学
校
で
市
と
学
校
と

自
治
会
の
合
同
に
よ
る
避
難
所
開
設
訓
練

を
進
め
て
い
ま
す
。
教
職
員
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
校
舎
内
の
利
用
可

能
な
範
囲
の
確

認
や
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
の

役
割
な
ど
を
認

識
で
き
る
機
会

に
も
な
っ
て
お

り
、
こ
の
訓
練

を
全
市
的
に
広

げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

《
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
事
業
》

　
　
金
山 

・
小
坂 

・
馬
瀬 

・
下
呂
地
域

に
お
い
て
デ
マ
ン
ド
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て

お
り
、
令
和
６
年
10
月
か
ら
金
山
と
小
坂

で
の
運
行
が
拡
充
さ
れ
た
。そ
う
し
た
中
、

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
バ
ス
停

か
ら
離
れ
た
交
通
空
白
地
に
お
け
る
移
動

困
難
者
へ
の
交
通
手
段
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
方
策
は
。

　
　
現
在
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
エ
リ
ア

で
あ
る
小
坂 

・
馬
瀬 

・
金
山 

・
上
原 

・
中

原
で
は
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
予
約
さ
れ
れ

ば
、
自
宅
ま
で
迎
え
に
行
く
ド
ア
・
ト
ゥ
・

ド
ア
で
の
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
交
通
空

白
地
と
い
う
の
は
解
消
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

　
一
方
、
萩
原 

・
下
呂
の
中
心
市
街
地
周

辺
部
に
も
バ
ス
停
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
は

存
在
す
る
の
で
、
今
後
は
そ
う
し
た
と
こ

ろ
に
、
公
共
交
通
も
し
く
は
公
共
交
通
を

カ
バ
ー
す
る
よ
う
な
仕
組
み
で
、
移
動
を

支
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

《
ご
み
減
量
化
促
進
対
策
事
業
》

　
　
ご
み
を
減
ら
し
、
資
源
化
を
促
進
す

る
た
め
、Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
各
種
団
体
が
行
う

資
源
回
収
に
対
す
る
奨
励
金
の
交
付
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
普
及
の
た
め
の
講

座
開
催
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
金
の

交
付
、
資
源
ご
み
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
等
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
さ
ら

な
る
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
を
目
指
し

た
新
た
な
取
り
組
み
の
考
え
は
。

　
　
雑
紙
と
衣
類
は
、
ご
み
の
減
量
化
と

資
源
化
を
進
め
る
上
で
重
要
な
品
目
で
す

が
、
十
分
に
回

収
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で

す
。
ま
ず
は
、

市
民
の
皆
さ
ん

が
分
別
さ
れ

て
、
そ
れ
を
出

せ
る
場
所
を
設

け
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
そ

の
回
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方
法
の
あ
り
方
や
、
廃
プ
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等
の
再
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に
係
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研
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を
行
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、
家
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・
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化
に
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て
で
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こ
と
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ら
取
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組
ん
で
い
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た
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と
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え
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す
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不
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な
空
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等
の
所
有
者
に
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つ
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に
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会
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さ
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て
い

る
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和
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年
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、
老
朽

化
が
進
み
、
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や
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生
面
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ど
で
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悪
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及
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に
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を
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市
が
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す
る
制
度
を
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が
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は
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の
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を
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る
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、
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交
付
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が
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変
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く
、
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に
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は
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と
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あ
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、

補
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が
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用
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な
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き
な
要
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と
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え
ま
す
。

　
こ
の
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、
現
行
の
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度
は
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し
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、
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交
付
要
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を
緩
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し
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新
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な
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を
検
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いくといった意識を持ちながら、未来につながる審査となるよう努めました。

～ 決算審査を振り返って ～ 予算決算常任委員長　田口琢弥

　「決算」は、地方自治法に基づき、監査委員の審査を経て、市長が議会に提案し、議会が認定することになります。
市長から提案された「決算」（年間予算に基づいて執行された各種事業の結果・実績）を受けて、議会では事業の目的
や成果を明らかにするとともに、予算の使い方が適正であったかどうかなどをチェック（審査）します。

　議会では、「決算」の内容について調査をし、執行部に対する質疑を経て、 最終的に決算を認定するかどうか判
断することになります。

　民生教育まちづくり常任委員会 ・ 総務産業建設常任委員会ごとに、「決算審査準備会」（議員間で協議する場）を立ち上げ、決算審査に
とって重要だと思われる事業、質疑によって明らかにすべき事業を選定し、その事業に係る論点 （議論の中心となる問題点等）を整理しました。

　令和６年度決算は、一般会計、特別会計、公営企業会計を合わせた総額で、前年度対比５,００２万円減の４０５億３,４６３万円
であり、そのうち一般会計の決算額は、合併後４番目の規模となりました。

高いほど（1に近いほど）財政に余裕がある
とされる。過去3年間の平均値で示す。

財政構造の弾力性（ゆとり）を判断する指
標。80％以上は弾力性を失いつつあるとい
われる。

公債費による財政負担の程度を示す比率。
比率が高いと多くが借金返済に充てられ、
他の行政サービスに予算を充てられない。

★この作業を経て、委員会ごとで整理された論点に基づき、「予算決算常任委員会」において、委員のチーム
プレイによる踏み込んだ質疑を展開しました。

令和６年度の決算を審査しました

下呂市の財政状況を知るための 3つの主要指標

254.4億円
13.3億円

一 般 会 計

決算審査
とは？

決算審査
の流れ

本　会　議
（提案説明）

決算内容に係る
事前調査

予算決算常任委員会
審査（質疑）

本　会　議
（ 採　決 ）

審査を充実させるため、決算審査準備会を行いました

過去10年間の一般会計の歳入歳出決算状況
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歳出
267.8億円

88万円
93万円歳入

歳入歳出
差引額

福祉や教育、まちづくりなど
幅広い市民サービス

市民1人当たり
（R7.3末28,605人）

決算詳細は
広報げろでも
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《
石
川
県
輪
島
市（
現
地
視
察
）》

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
令
和
６
年
１
月
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
被
災
状
況
、

復
興
状
況
に
つ
い
て
、
被
災
当
時
輪
島
市

内
で
旅
館
業
を
営
み
、
現
在
は
旅
行
会
社

で
震
災
関
連
の
ツ
ア
ー
業
務
に
携
わ
っ
て

み
え
る
ガ
イ
ド
の
方
よ
り
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
七
尾
市
か
ら 

「
の
と
里
山
海
道
」
に
て

輪
島
市
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
地
震
に
よ

る
地
盤
の
隆
起 

・
陥
没
に
よ
り
、
道
路
は

全
体
的
に
平
坦
性

が
悪
く
、
崩
落
し

た
ま
ま
の
箇
所
が

多
く
み
ら
れ
、
片

側
交
互
通
行
が
連

続
し
て
い
ま
し
た
。

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
が

宙
吊
り
に
な
り
、

崖
崩
れ
で
地
肌
が
剥
き
出
し
の
ま
ま
の
山

あ
い
を
走
行
す
る
バ
ス
の
車
内
で
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
最
初
は
声
を
上
げ
て
反
応
し
て
い
た
委

員
も
そ
の
う
ち
唸
る
だ
け
に
な
り
、
最
後

は
ま
さ
に
息
を
吞
む
状
況
で
、
あ
ま
り
の

被
災
状
況
に
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
輪
島
市
内
の
状
況
も
被
災
当
時
の
ま
ま

の
と
こ
ろ
が
数
多
く
み
ら
れ
、
思
う
よ
う

に
復
旧
が
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。

　
今
回
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
は

旅
館
の
経
営
者
と
い
う
立
場
で
あ
り
、
一

般
の
方
と
は
ま
た
違
っ
た
視
点
で
今
回
の

地
震
発
生
か
ら
現
在
ま
で
の
経
過
を
見
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
観
光
立
市

で
あ
る
当
市
に
お
い
て
も
参
考
に
な
る
お

話
が
聞
け
た
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
圧
倒
的
な
マ
ン
パ

ワ
ー
不
足
と
い
っ
た
経
営
者
な
ら
で
は
の

行
政
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
も
伺
う
こ
と

が
で
き
、
観
光
客
の
安
全
確
保
な
ど
も
含

め
、
次
回
の
災
害
防
除
に
関
す
る
提
言
に

具
体
的
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

《
富
山
県
氷
見
市
》

　
荒
廃
農
地
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
市
内
で
展
開
さ
れ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
つ
い
て
担
当
課
よ
り
説

明
を
受
け
、
そ
の
中
の
一
つ
の
事
業
所
を

実
際
に
訪
問
し
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
地
元
建
設
企
業
が
参
入
し
、
遊
休
農
地

を
活
用
し
た
羊
の
放
牧
や
牧
草
栽
培
な
ど

の
粗
放
的
管
理
が
地
域
づ
く
り
協
議
会
と

連
携
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民

の
意
向
が
し
っ
か
り
と
反
映
さ
れ
た
取
り

組
み
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ

の
他
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
中
心
と
な

っ
て
遊
休
農
地
で
み
か
ん
栽
培
を
行
っ
て

い
る
事
業
な
ど
、
面
積
は
そ
れ
ほ
ど
広
く

な
く
て
も
市
内
の
使
わ
れ
て
い
な
い
農
地

が
有
効
利
用
さ
れ
て
い
る
事
例
が
多
く
紹

介
さ
れ
、
当
市
に
お
い
て
も
荒
廃
農
地
を

増
や
さ
な
い
よ
う
手
を
打
っ
て
い
く
上
で

参
考
に
で
き
る
部
分
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
は
実

に
多
種
多
様
な
方
々
が
携
わ
り
、
市
が
そ

の
仲
介
役
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
伺
い
、

改
め
て
行
政
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
再
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

《
富
山
県
黒
部
市
》

　
耕
作
放
棄
地
対
策
の
一
環
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る 
「
カ
ウ
ベ
ル
ト
事
業
」
に
つ

い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　
熊
や
猿
な
ど
の
野
生
動
物
は
、
自
分
よ

り
体
の
大
き
い
動
物
に
近
づ
か
な
い
習
性

が
あ
る
た
め
、
中
山
間
地
の
耕
作
放
棄
地

に
牛 

（
カ
ウ
）
を
放
牧
す
る
地
帯 
（
ベ
ル

ト
）
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
人
里
に
近
づ

か
な
い
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
牛
が
雑
草

を
食
べ
る
こ
と
で
景
観
も
保
全
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
　　

牛
の
放
牧

エ
リ
ア
を
囲

む
電
気
牧
柵

の
維
持
管
理

や
牛
の
健
康

管
理
を
事
業

主
体
で
あ
る

森
づ
く
り
ク

ラ
ブ
が
担
当
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
年
で

19
年
目
と
な
り
、
熊
の
出
没
回
数
の
減
少

な
ど
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
地
理
的
条
件
が

ほ
ぼ
同
じ
で
、
熊

の
目
撃
情
報
や
農

作
物
の
獣
害
が
頻

発
し
て
い
る
当
市

に
お
い
て
も
、
十

分
制
度
化
す
る
価

値
の
あ
る
事
業
で

あ
り
、
委
員
会
で
審
議
し
政
策
提
言
に
盛

り
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

《
岡
山
県
久
米
郡
美
咲
町
》

　
美
咲
町
長
か
ら 

「
人
口
減
少
を
受
け
止

め
つ
つ
、
住
ん
で
い
る
人
々
が
喜
び
幸
せ

に
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

こ
ど
も
の
幸
せ
最
優
先
、
地
域
住
民
が
主

役
と
い
う
観
点
か
ら 

『
賢
く
収
縮
す
る
ま

ち
づ
く
り
』
を
進
め
て
い
る
」
と
の
話
を

伺
い
、
美
咲
町
長
と
の
意
見
交
換
も
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
工
事
費

を
抑
え
な
が
ら
も

職
員
の
働
き
や
す

い
環
境
を
考
え
て

設
計
さ
れ
た
完
成

し
た
ば
か
り
の
庁

舎
を
見
学
し
ま
し

た
。

　
具
体
的
に
は
、「
賢
く
収
縮
す
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
施
策
で
は
、
公
共
施
設
の
集

約
化
と
コ
ス
ト
削
減
、
そ
し
て
地
域
主
導

の 

「
小
規
模
多
機
能
自
治
」
を
推
進
し
、

高
齢
者
向
け
の
柔
軟
な
移
動
支
援
策
と
し

て 

「
黄
福
タ
ク
シ
ー
」
制
度
を
導
入
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
子
育
て

支
援
策
と
し
て
、
水
道
基
本
料
金
を
第
３

子
以
降
の
末
っ
子
が
中
学
校
を
卒
業
す
る

ま
で
助
成
す
る
と
い
う
事
業
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
特
に
関
心
を
持
っ
た
取
り
組
み
と
し

て
、
美
咲
町
で
は
、
解
体
工
事
の
発
注
方

法
を
仕
様
書
発
注
方
法
に
し
て
お
り
、
解

体
費
用
が
３
割
〜
４
割
削
減
で
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
今
後
、
下
呂
市
に

お
い
て
も
公
共

施
設
の
解
体
費

用
は
財
政
に
大

き
な
負
担
と
な

っ
て
き
ま
す
の

で
、
参
考
に
し

て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

《
岡
山
県
真
庭
市
》

　「
使
い
捨
て
か
ら
循
環
へ
」
を
合
言
葉

に
、
生
ご
み 

・
し
尿 
・
汚
泥
を
再
資
源

化
す
る
施
設 

「
く
ら
し
の
循
環
セ
ン
タ
ー

ま
に
く
る
ー
ん
」
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
施
設
を
含
む
廃
棄
物
処
理
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
施
設
管
理
し
て
い
る
方
か

ら
説
明
を
受
け
、
施
設
の
見
学
も
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
施
設
で

は
、
年
間
ご
み
の

約
４
割
を
占
め
る

生
ご
み
を
液
肥
化

し
、
バ
イ
オ
ガ
ス

発
電
も
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
各

家
庭
の
生
ご
み
の
収
集
を
１
集
落
や
１
地

区
単
位
で
実
証
実
験
か
ら
着
手
し
、
民
間

主
導
に
よ
る
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
の
実

施
、
回
収
容
器
の
改
良
な
ど
、
10
年
の
期

間
を
経
て
、
令
和
７
年
１
月
か
ら
市
内
全

域
で
本
格
的
に
稼
働
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
ま
た
、生
ご
み
か
ら
作
ら
れ
た
液
肥
は
、

地
元
の
農
地
で
活
用
さ
れ
、
ド
ロ
ー
ン
を

使
っ
た
液
肥
の
散
布
は
新
し
い
農
業
支
援

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
下
呂
市
で
は
、
約
14
年
後
の
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
建
設

を
見
据
え
て
、
生

ご
み
の
分
別
に
よ

る
焼
却
量
の
削

減
、
資
源
化
や
発

電
等
の
活
用
ま
で

を
含
め
た
調
査
研

究
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

《
岡
山
県
高
梁
市
》

　
高
梁
市
の
市
民
生
活
部
協
働
定
住
課
の

方
か
ら
、
移
住
定
住
施
策
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　
高
梁
市
は
、
政
策
課
題
の
ほ
と
ん
ど
は

人
口
減
少
に
起
因
し
て
い
る
と
し
て
、
総

合
計
画
に
お
い
て「
健
幸
都
市
た
か
は
し
」

を
目
指
す
都
市
像
に
掲
げ
、
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
し
た
。

　
移
住
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
４
つ
の

施
策
①
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
と
し
て
、「
わ
た
し
あ
う
ま
ち 

高
梁
市
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
設
定
②

関
係
人
口
の
拡
大
と
し
て
、
大
人
の
里
山

留
学
③
都
市
部
か
ら
の
人
の
流
れ
の
拡
大

と
し
て
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度 

・
移

住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
配
置 

・
移
住
サ
ポ

ー
ト
団
体 

・
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活

用
④
若
い
世
代
の
定

住
促
進
の
強
化
と
し

て
、
住
宅
取
得
の
支

援 

・
結
婚
推
進 

・
子

育
て
支
援
な
ど
に
、

そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
中
で
も
、
大
人
の
里
山
留
学
は
、
総
務

省
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
制

度
を
活
用
し
、
１
〜
３
か
月
間
の
移
住
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
移
住
サ
ポ
ー
ト
団
体
の
活
用
は
、

平
成
24
年
か
ら
の
取
り
組
み
で
、
現
在
６

団
体
あ
り
、
移
住
希
望
者
は「
こ
の
人
た

ち
が
い
る
か
ら
、
こ
こ
に
住
み
た
い
」
と

感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
重
要
な
存
在
と
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
他
に
も
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
毎
日
更
新
し
た
り
、
移
住
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
の
報
酬
を
交
付
税
措
置
の
対
象

と
す
る
な
ど
、
下
呂
市
が
参
考
に
で
き
る

取
り
組
み
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
の

中
で
協
議

し
、
提
言
へ

と
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

くらしの循環センターまにくるーん

美咲町庁舎

高梁市のスタッフシャツ

総務産業建設常任委員会
委員会管外視察

石川県輪島市、
富山県氷見市、
黒部市

危機管理分野、農林業分野
に関して、能登半島地震の
被災地の現状および各市の先進的な取り組み

日　時：
7月17日～18日
視察先：
石川県輪島市、
富山県氷見市、
黒部市
調査研究テーマ：
危機管理分野、農林業分野
に関して、能登半島地震の
被災地の現状および各市の先進的な取り組み

民生教育まちづくり常任委員会
委員会管外視察

岡山県久米郡
美咲町、真庭市、
高梁市

廃棄物処理、移住定住

日　時：
7月8日～9日
視察先：
岡山県久米郡
美咲町、真庭市、
高梁市
調査研究テーマ：
廃棄物処理、移住定住

氷見市

輪島市

黒部市

美咲町

真庭市

高梁市

隆起・陥没した道路の様子

地すべりした山の様子

氷見市役所

隆起・陥没した海岸線の様子

放牧された牛の様子
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《
石
川
県
輪
島
市（
現
地
視
察
）》

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
令
和
６
年
１
月
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
被
災
状
況
、

復
興
状
況
に
つ
い
て
、
被
災
当
時
輪
島
市

内
で
旅
館
業
を
営
み
、
現
在
は
旅
行
会
社

で
震
災
関
連
の
ツ
ア
ー
業
務
に
携
わ
っ
て

み
え
る
ガ
イ
ド
の
方
よ
り
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
七
尾
市
か
ら 

「
の
と
里
山
海
道
」
に
て

輪
島
市
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
地
震
に
よ

る
地
盤
の
隆
起 

・
陥
没
に
よ
り
、
道
路
は

全
体
的
に
平
坦
性

が
悪
く
、
崩
落
し

た
ま
ま
の
箇
所
が

多
く
み
ら
れ
、
片

側
交
互
通
行
が
連

続
し
て
い
ま
し
た
。

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
が

宙
吊
り
に
な
り
、

崖
崩
れ
で
地
肌
が
剥
き
出
し
の
ま
ま
の
山

あ
い
を
走
行
す
る
バ
ス
の
車
内
で
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
最
初
は
声
を
上
げ
て
反
応
し
て
い
た
委

員
も
そ
の
う
ち
唸
る
だ
け
に
な
り
、
最
後

は
ま
さ
に
息
を
吞
む
状
況
で
、
あ
ま
り
の

被
災
状
況
に
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
輪
島
市
内
の
状
況
も
被
災
当
時
の
ま
ま

の
と
こ
ろ
が
数
多
く
み
ら
れ
、
思
う
よ
う

に
復
旧
が
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。

　
今
回
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
は

旅
館
の
経
営
者
と
い
う
立
場
で
あ
り
、
一

般
の
方
と
は
ま
た
違
っ
た
視
点
で
今
回
の

地
震
発
生
か
ら
現
在
ま
で
の
経
過
を
見
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
観
光
立
市

で
あ
る
当
市
に
お
い
て
も
参
考
に
な
る
お

話
が
聞
け
た
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
圧
倒
的
な
マ
ン
パ

ワ
ー
不
足
と
い
っ
た
経
営
者
な
ら
で
は
の

行
政
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
も
伺
う
こ
と

が
で
き
、
観
光
客
の
安
全
確
保
な
ど
も
含

め
、
次
回
の
災
害
防
除
に
関
す
る
提
言
に

具
体
的
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

《
富
山
県
氷
見
市
》

　
荒
廃
農
地
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
市
内
で
展
開
さ
れ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
つ
い
て
担
当
課
よ
り
説

明
を
受
け
、
そ
の
中
の
一
つ
の
事
業
所
を

実
際
に
訪
問
し
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
地
元
建
設
企
業
が
参
入
し
、
遊
休
農
地

を
活
用
し
た
羊
の
放
牧
や
牧
草
栽
培
な
ど

の
粗
放
的
管
理
が
地
域
づ
く
り
協
議
会
と

連
携
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民

の
意
向
が
し
っ
か
り
と
反
映
さ
れ
た
取
り

組
み
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ

の
他
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
中
心
と
な

っ
て
遊
休
農
地
で
み
か
ん
栽
培
を
行
っ
て

い
る
事
業
な
ど
、
面
積
は
そ
れ
ほ
ど
広
く

な
く
て
も
市
内
の
使
わ
れ
て
い
な
い
農
地

が
有
効
利
用
さ
れ
て
い
る
事
例
が
多
く
紹

介
さ
れ
、
当
市
に
お
い
て
も
荒
廃
農
地
を

増
や
さ
な
い
よ
う
手
を
打
っ
て
い
く
上
で

参
考
に
で
き
る
部
分
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
は
実

に
多
種
多
様
な
方
々
が
携
わ
り
、
市
が
そ

の
仲
介
役
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
伺
い
、

改
め
て
行
政
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
再
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

《
富
山
県
黒
部
市
》

　
耕
作
放
棄
地
対
策
の
一
環
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る 

「
カ
ウ
ベ
ル
ト
事
業
」
に
つ

い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　
熊
や
猿
な
ど
の
野
生
動
物
は
、
自
分
よ

り
体
の
大
き
い
動
物
に
近
づ
か
な
い
習
性

が
あ
る
た
め
、
中
山
間
地
の
耕
作
放
棄
地

に
牛 

（
カ
ウ
）
を
放
牧
す
る
地
帯 

（
ベ
ル

ト
）
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
人
里
に
近
づ

か
な
い
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
牛
が
雑
草

を
食
べ
る
こ
と
で
景
観
も
保
全
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
　　

牛
の
放
牧

エ
リ
ア
を
囲

む
電
気
牧
柵

の
維
持
管
理

や
牛
の
健
康

管
理
を
事
業

主
体
で
あ
る

森
づ
く
り
ク

ラ
ブ
が
担
当
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
年
で

19
年
目
と
な
り
、
熊
の
出
没
回
数
の
減
少

な
ど
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
地
理
的
条
件
が

ほ
ぼ
同
じ
で
、
熊

の
目
撃
情
報
や
農

作
物
の
獣
害
が
頻

発
し
て
い
る
当
市

に
お
い
て
も
、
十

分
制
度
化
す
る
価

値
の
あ
る
事
業
で

あ
り
、
委
員
会
で
審
議
し
政
策
提
言
に
盛

り
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

《
岡
山
県
久
米
郡
美
咲
町
》

　
美
咲
町
長
か
ら 

「
人
口
減
少
を
受
け
止

め
つ
つ
、
住
ん
で
い
る
人
々
が
喜
び
幸
せ

に
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

こ
ど
も
の
幸
せ
最
優
先
、
地
域
住
民
が
主

役
と
い
う
観
点
か
ら 

『
賢
く
収
縮
す
る
ま

ち
づ
く
り
』
を
進
め
て
い
る
」
と
の
話
を

伺
い
、
美
咲
町
長
と
の
意
見
交
換
も
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
工
事
費

を
抑
え
な
が
ら
も

職
員
の
働
き
や
す

い
環
境
を
考
え
て

設
計
さ
れ
た
完
成

し
た
ば
か
り
の
庁

舎
を
見
学
し
ま
し

た
。

　
具
体
的
に
は
、「
賢
く
収
縮
す
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
施
策
で
は
、
公
共
施
設
の
集

約
化
と
コ
ス
ト
削
減
、
そ
し
て
地
域
主
導

の 

「
小
規
模
多
機
能
自
治
」
を
推
進
し
、

高
齢
者
向
け
の
柔
軟
な
移
動
支
援
策
と
し

て 

「
黄
福
タ
ク
シ
ー
」
制
度
を
導
入
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
子
育
て

支
援
策
と
し
て
、
水
道
基
本
料
金
を
第
３

子
以
降
の
末
っ
子
が
中
学
校
を
卒
業
す
る

ま
で
助
成
す
る
と
い
う
事
業
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
特
に
関
心
を
持
っ
た
取
り
組
み
と
し

て
、
美
咲
町
で
は
、
解
体
工
事
の
発
注
方

法
を
仕
様
書
発
注
方
法
に
し
て
お
り
、
解

体
費
用
が
３
割
〜
４
割
削
減
で
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
今
後
、
下
呂
市
に

お
い
て
も
公
共

施
設
の
解
体
費

用
は
財
政
に
大

き
な
負
担
と
な

っ
て
き
ま
す
の

で
、
参
考
に
し

て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

《
岡
山
県
真
庭
市
》

　「
使
い
捨
て
か
ら
循
環
へ
」
を
合
言
葉

に
、
生
ご
み 

・
し
尿 

・
汚
泥
を
再
資
源

化
す
る
施
設 

「
く
ら
し
の
循
環
セ
ン
タ
ー

ま
に
く
る
ー
ん
」
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
施
設
を
含
む
廃
棄
物
処
理
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
施
設
管
理
し
て
い
る
方
か

ら
説
明
を
受
け
、
施
設
の
見
学
も
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
施
設
で

は
、
年
間
ご
み
の

約
４
割
を
占
め
る

生
ご
み
を
液
肥
化

し
、
バ
イ
オ
ガ
ス

発
電
も
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
各

家
庭
の
生
ご
み
の
収
集
を
１
集
落
や
１
地

区
単
位
で
実
証
実
験
か
ら
着
手
し
、
民
間

主
導
に
よ
る
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
の
実

施
、
回
収
容
器
の
改
良
な
ど
、
10
年
の
期

間
を
経
て
、
令
和
７
年
１
月
か
ら
市
内
全

域
で
本
格
的
に
稼
働
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
ま
た
、生
ご
み
か
ら
作
ら
れ
た
液
肥
は
、

地
元
の
農
地
で
活
用
さ
れ
、
ド
ロ
ー
ン
を

使
っ
た
液
肥
の
散
布
は
新
し
い
農
業
支
援

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
下
呂
市
で
は
、
約
14
年
後
の
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
建
設

を
見
据
え
て
、
生

ご
み
の
分
別
に
よ

る
焼
却
量
の
削

減
、
資
源
化
や
発

電
等
の
活
用
ま
で

を
含
め
た
調
査
研

究
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

《
岡
山
県
高
梁
市
》

　
高
梁
市
の
市
民
生
活
部
協
働
定
住
課
の

方
か
ら
、
移
住
定
住
施
策
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　
高
梁
市
は
、
政
策
課
題
の
ほ
と
ん
ど
は

人
口
減
少
に
起
因
し
て
い
る
と
し
て
、
総

合
計
画
に
お
い
て「
健
幸
都
市
た
か
は
し
」

を
目
指
す
都
市
像
に
掲
げ
、
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
し
た
。

　
移
住
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
４
つ
の

施
策
①
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
と
し
て
、「
わ
た
し
あ
う
ま
ち 

高
梁
市
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
設
定
②

関
係
人
口
の
拡
大
と
し
て
、
大
人
の
里
山

留
学
③
都
市
部
か
ら
の
人
の
流
れ
の
拡
大

と
し
て
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度 

・
移

住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
配
置 

・
移
住
サ
ポ

ー
ト
団
体 

・
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活

用
④
若
い
世
代
の
定

住
促
進
の
強
化
と
し

て
、
住
宅
取
得
の
支

援 

・
結
婚
推
進 

・
子

育
て
支
援
な
ど
に
、

そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
中
で
も
、
大
人
の
里
山
留
学
は
、
総
務

省
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
制

度
を
活
用
し
、
１
〜
３
か
月
間
の
移
住
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
移
住
サ
ポ
ー
ト
団
体
の
活
用
は
、

平
成
24
年
か
ら
の
取
り
組
み
で
、
現
在
６

団
体
あ
り
、
移
住
希
望
者
は「
こ
の
人
た

ち
が
い
る
か
ら
、
こ
こ
に
住
み
た
い
」
と

感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
重
要
な
存
在
と
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
他
に
も
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
毎
日
更
新
し
た
り
、
移
住
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
の
報
酬
を
交
付
税
措
置
の
対
象

と
す
る
な
ど
、
下
呂
市
が
参
考
に
で
き
る

取
り
組
み
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
の

中
で
協
議

し
、
提
言
へ

と
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

くらしの循環センターまにくるーん

美咲町庁舎

高梁市のスタッフシャツ

総務産業建設常任委員会
委員会管外視察

石川県輪島市、
富山県氷見市、
黒部市

危機管理分野、農林業分野
に関して、能登半島地震の
被災地の現状および各市の先進的な取り組み

日　時：
7月17日～18日
視察先：
石川県輪島市、
富山県氷見市、
黒部市
調査研究テーマ：
危機管理分野、農林業分野
に関して、能登半島地震の
被災地の現状および各市の先進的な取り組み

民生教育まちづくり常任委員会
委員会管外視察

岡山県久米郡
美咲町、真庭市、
高梁市

廃棄物処理、移住定住

日　時：
7月8日～9日
視察先：
岡山県久米郡
美咲町、真庭市、
高梁市
調査研究テーマ：
廃棄物処理、移住定住

氷見市

輪島市

黒部市

美咲町

真庭市

高梁市

隆起・陥没した道路の様子

地すべりした山の様子

氷見市役所

隆起・陥没した海岸線の様子

放牧された牛の様子
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《
石
川
県
輪
島
市（
現
地
視
察
）》

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
令
和
６
年
１
月
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
被
災
状
況
、

復
興
状
況
に
つ
い
て
、
被
災
当
時
輪
島
市

内
で
旅
館
業
を
営
み
、
現
在
は
旅
行
会
社

で
震
災
関
連
の
ツ
ア
ー
業
務
に
携
わ
っ
て

み
え
る
ガ
イ
ド
の
方
よ
り
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
七
尾
市
か
ら 

「
の
と
里
山
海
道
」
に
て

輪
島
市
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
地
震
に
よ

る
地
盤
の
隆
起 
・
陥
没
に
よ
り
、
道
路
は

全
体
的
に
平
坦
性

が
悪
く
、
崩
落
し

た
ま
ま
の
箇
所
が

多
く
み
ら
れ
、
片

側
交
互
通
行
が
連

続
し
て
い
ま
し
た
。

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
が

宙
吊
り
に
な
り
、

崖
崩
れ
で
地
肌
が
剥
き
出
し
の
ま
ま
の
山

あ
い
を
走
行
す
る
バ
ス
の
車
内
で
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
最
初
は
声
を
上
げ
て
反
応
し
て
い
た
委

員
も
そ
の
う
ち
唸
る
だ
け
に
な
り
、
最
後

は
ま
さ
に
息
を
吞
む
状
況
で
、
あ
ま
り
の

被
災
状
況
に
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
輪
島
市
内
の
状
況
も
被
災
当
時
の
ま
ま

の
と
こ
ろ
が
数
多
く
み
ら
れ
、
思
う
よ
う

に
復
旧
が
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。

　
今
回
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
は

旅
館
の
経
営
者
と
い
う
立
場
で
あ
り
、
一

般
の
方
と
は
ま
た
違
っ
た
視
点
で
今
回
の

地
震
発
生
か
ら
現
在
ま
で
の
経
過
を
見
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
観
光
立
市

で
あ
る
当
市
に
お
い
て
も
参
考
に
な
る
お

話
が
聞
け
た
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
圧
倒
的
な
マ
ン
パ

ワ
ー
不
足
と
い
っ
た
経
営
者
な
ら
で
は
の

行
政
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
も
伺
う
こ
と

が
で
き
、
観
光
客
の
安
全
確
保
な
ど
も
含

め
、
次
回
の
災
害
防
除
に
関
す
る
提
言
に

具
体
的
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

《
富
山
県
氷
見
市
》

　
荒
廃
農
地
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
市
内
で
展
開
さ
れ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
つ
い
て
担
当
課
よ
り
説

明
を
受
け
、
そ
の
中
の
一
つ
の
事
業
所
を

実
際
に
訪
問
し
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
地
元
建
設
企
業
が
参
入
し
、
遊
休
農
地

を
活
用
し
た
羊
の
放
牧
や
牧
草
栽
培
な
ど

の
粗
放
的
管
理
が
地
域
づ
く
り
協
議
会
と

連
携
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民

の
意
向
が
し
っ
か
り
と
反
映
さ
れ
た
取
り

組
み
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ

の
他
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
中
心
と
な

っ
て
遊
休
農
地
で
み
か
ん
栽
培
を
行
っ
て

い
る
事
業
な
ど
、
面
積
は
そ
れ
ほ
ど
広
く

な
く
て
も
市
内
の
使
わ
れ
て
い
な
い
農
地

が
有
効
利
用
さ
れ
て
い
る
事
例
が
多
く
紹

介
さ
れ
、
当
市
に
お
い
て
も
荒
廃
農
地
を

増
や
さ
な
い
よ
う
手
を
打
っ
て
い
く
上
で

参
考
に
で
き
る
部
分
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
は
実

に
多
種
多
様
な
方
々
が
携
わ
り
、
市
が
そ

の
仲
介
役
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
伺
い
、

改
め
て
行
政
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
再
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

《
富
山
県
黒
部
市
》

　
耕
作
放
棄
地
対
策
の
一
環
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る 

「
カ
ウ
ベ
ル
ト
事
業
」
に
つ

い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　
熊
や
猿
な
ど
の
野
生
動
物
は
、
自
分
よ

り
体
の
大
き
い
動
物
に
近
づ
か
な
い
習
性

が
あ
る
た
め
、
中
山
間
地
の
耕
作
放
棄
地

に
牛 

（
カ
ウ
）
を
放
牧
す
る
地
帯 

（
ベ
ル

ト
）
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
人
里
に
近
づ

か
な
い
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
牛
が
雑
草

を
食
べ
る
こ
と
で
景
観
も
保
全
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
　　

牛
の
放
牧

エ
リ
ア
を
囲

む
電
気
牧
柵

の
維
持
管
理

や
牛
の
健
康

管
理
を
事
業

主
体
で
あ
る

森
づ
く
り
ク

ラ
ブ
が
担
当
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
年
で

19
年
目
と
な
り
、
熊
の
出
没
回
数
の
減
少

な
ど
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
地
理
的
条
件
が

ほ
ぼ
同
じ
で
、
熊

の
目
撃
情
報
や
農

作
物
の
獣
害
が
頻

発
し
て
い
る
当
市

に
お
い
て
も
、
十

分
制
度
化
す
る
価

値
の
あ
る
事
業
で

あ
り
、
委
員
会
で
審
議
し
政
策
提
言
に
盛

り
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

《
岡
山
県
久
米
郡
美
咲
町
》

　
美
咲
町
長
か
ら 

「
人
口
減
少
を
受
け
止

め
つ
つ
、
住
ん
で
い
る
人
々
が
喜
び
幸
せ

に
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

こ
ど
も
の
幸
せ
最
優
先
、
地
域
住
民
が
主

役
と
い
う
観
点
か
ら 

『
賢
く
収
縮
す
る
ま

ち
づ
く
り
』
を
進
め
て
い
る
」
と
の
話
を

伺
い
、
美
咲
町
長
と
の
意
見
交
換
も
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
工
事
費

を
抑
え
な
が
ら
も

職
員
の
働
き
や
す

い
環
境
を
考
え
て

設
計
さ
れ
た
完
成

し
た
ば
か
り
の
庁

舎
を
見
学
し
ま
し

た
。

　
具
体
的
に
は
、「
賢
く
収
縮
す
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
施
策
で
は
、
公
共
施
設
の
集

約
化
と
コ
ス
ト
削
減
、
そ
し
て
地
域
主
導

の 

「
小
規
模
多
機
能
自
治
」
を
推
進
し
、

高
齢
者
向
け
の
柔
軟
な
移
動
支
援
策
と
し

て 

「
黄
福
タ
ク
シ
ー
」
制
度
を
導
入
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
子
育
て

支
援
策
と
し
て
、
水
道
基
本
料
金
を
第
３

子
以
降
の
末
っ
子
が
中
学
校
を
卒
業
す
る

ま
で
助
成
す
る
と
い
う
事
業
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
特
に
関
心
を
持
っ
た
取
り
組
み
と
し

て
、
美
咲
町
で
は
、
解
体
工
事
の
発
注
方

法
を
仕
様
書
発
注
方
法
に
し
て
お
り
、
解

体
費
用
が
３
割
〜
４
割
削
減
で
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
今
後
、
下
呂
市
に

お
い
て
も
公
共

施
設
の
解
体
費

用
は
財
政
に
大

き
な
負
担
と
な

っ
て
き
ま
す
の

で
、
参
考
に
し

て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

《
岡
山
県
真
庭
市
》

　「
使
い
捨
て
か
ら
循
環
へ
」
を
合
言
葉

に
、
生
ご
み 

・
し
尿 

・
汚
泥
を
再
資
源

化
す
る
施
設 

「
く
ら
し
の
循
環
セ
ン
タ
ー

ま
に
く
る
ー
ん
」
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
施
設
を
含
む
廃
棄
物
処
理
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
施
設
管
理
し
て
い
る
方
か

ら
説
明
を
受
け
、
施
設
の
見
学
も
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
施
設
で

は
、
年
間
ご
み
の

約
４
割
を
占
め
る

生
ご
み
を
液
肥
化

し
、
バ
イ
オ
ガ
ス

発
電
も
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
各

家
庭
の
生
ご
み
の
収
集
を
１
集
落
や
１
地

区
単
位
で
実
証
実
験
か
ら
着
手
し
、
民
間

主
導
に
よ
る
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
の
実

施
、
回
収
容
器
の
改
良
な
ど
、
10
年
の
期

間
を
経
て
、
令
和
７
年
１
月
か
ら
市
内
全

域
で
本
格
的
に
稼
働
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
ま
た
、生
ご
み
か
ら
作
ら
れ
た
液
肥
は
、

地
元
の
農
地
で
活
用
さ
れ
、
ド
ロ
ー
ン
を

使
っ
た
液
肥
の
散
布
は
新
し
い
農
業
支
援

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
下
呂
市
で
は
、
約
14
年
後
の
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
建
設

を
見
据
え
て
、
生

ご
み
の
分
別
に
よ

る
焼
却
量
の
削

減
、
資
源
化
や
発

電
等
の
活
用
ま
で

を
含
め
た
調
査
研

究
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

《
岡
山
県
高
梁
市
》

　
高
梁
市
の
市
民
生
活
部
協
働
定
住
課
の

方
か
ら
、
移
住
定
住
施
策
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　
高
梁
市
は
、
政
策
課
題
の
ほ
と
ん
ど
は

人
口
減
少
に
起
因
し
て
い
る
と
し
て
、
総

合
計
画
に
お
い
て「
健
幸
都
市
た
か
は
し
」

を
目
指
す
都
市
像
に
掲
げ
、
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
し
た
。

　
移
住
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
４
つ
の

施
策
①
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
と
し
て
、「
わ
た
し
あ
う
ま
ち 

高
梁
市
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
設
定
②

関
係
人
口
の
拡
大
と
し
て
、
大
人
の
里
山

留
学
③
都
市
部
か
ら
の
人
の
流
れ
の
拡
大

と
し
て
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度 

・
移

住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
配
置 

・
移
住
サ
ポ

ー
ト
団
体 

・
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活

用
④
若
い
世
代
の
定

住
促
進
の
強
化
と
し

て
、
住
宅
取
得
の
支

援 

・
結
婚
推
進 

・
子

育
て
支
援
な
ど
に
、

そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
中
で
も
、
大
人
の
里
山
留
学
は
、
総
務

省
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
制

度
を
活
用
し
、
１
〜
３
か
月
間
の
移
住
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
移
住
サ
ポ
ー
ト
団
体
の
活
用
は
、

平
成
24
年
か
ら
の
取
り
組
み
で
、
現
在
６

団
体
あ
り
、
移
住
希
望
者
は「
こ
の
人
た

ち
が
い
る
か
ら
、
こ
こ
に
住
み
た
い
」
と

感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
重
要
な
存
在
と
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
他
に
も
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
毎
日
更
新
し
た
り
、
移
住
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
の
報
酬
を
交
付
税
措
置
の
対
象

と
す
る
な
ど
、
下
呂
市
が
参
考
に
で
き
る

取
り
組
み
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
の

中
で
協
議

し
、
提
言
へ

と
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

くらしの循環センターまにくるーん

美咲町庁舎

高梁市のスタッフシャツ

総務産業建設常任委員会
委員会管外視察

石川県輪島市、
富山県氷見市、
黒部市

危機管理分野、農林業分野
に関して、能登半島地震の
被災地の現状および各市の先進的な取り組み

日　時：
7月17日～18日
視察先：
石川県輪島市、
富山県氷見市、
黒部市
調査研究テーマ：
危機管理分野、農林業分野
に関して、能登半島地震の
被災地の現状および各市の先進的な取り組み

民生教育まちづくり常任委員会
委員会管外視察

岡山県久米郡
美咲町、真庭市、
高梁市

廃棄物処理、移住定住

日　時：
7月8日～9日
視察先：
岡山県久米郡
美咲町、真庭市、
高梁市
調査研究テーマ：
廃棄物処理、移住定住

氷見市

輪島市

黒部市

美咲町

真庭市

高梁市

隆起・陥没した道路の様子

地すべりした山の様子

氷見市役所

隆起・陥没した海岸線の様子

放牧された牛の様子
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《
石
川
県
輪
島
市（
現
地
視
察
）》

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
令
和
６
年
１
月
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
被
災
状
況
、

復
興
状
況
に
つ
い
て
、
被
災
当
時
輪
島
市

内
で
旅
館
業
を
営
み
、
現
在
は
旅
行
会
社

で
震
災
関
連
の
ツ
ア
ー
業
務
に
携
わ
っ
て

み
え
る
ガ
イ
ド
の
方
よ
り
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
七
尾
市
か
ら 

「
の
と
里
山
海
道
」
に
て

輪
島
市
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
地
震
に
よ

る
地
盤
の
隆
起 

・
陥
没
に
よ
り
、
道
路
は

全
体
的
に
平
坦
性

が
悪
く
、
崩
落
し

た
ま
ま
の
箇
所
が

多
く
み
ら
れ
、
片

側
交
互
通
行
が
連

続
し
て
い
ま
し
た
。

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
が

宙
吊
り
に
な
り
、

崖
崩
れ
で
地
肌
が
剥
き
出
し
の
ま
ま
の
山

あ
い
を
走
行
す
る
バ
ス
の
車
内
で
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
最
初
は
声
を
上
げ
て
反
応
し
て
い
た
委

員
も
そ
の
う
ち
唸
る
だ
け
に
な
り
、
最
後

は
ま
さ
に
息
を
吞
む
状
況
で
、
あ
ま
り
の

被
災
状
況
に
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
輪
島
市
内
の
状
況
も
被
災
当
時
の
ま
ま

の
と
こ
ろ
が
数
多
く
み
ら
れ
、
思
う
よ
う

に
復
旧
が
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。

　
今
回
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
は

旅
館
の
経
営
者
と
い
う
立
場
で
あ
り
、
一

般
の
方
と
は
ま
た
違
っ
た
視
点
で
今
回
の

地
震
発
生
か
ら
現
在
ま
で
の
経
過
を
見
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
観
光
立
市

で
あ
る
当
市
に
お
い
て
も
参
考
に
な
る
お

話
が
聞
け
た
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
圧
倒
的
な
マ
ン
パ

ワ
ー
不
足
と
い
っ
た
経
営
者
な
ら
で
は
の

行
政
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
も
伺
う
こ
と

が
で
き
、
観
光
客
の
安
全
確
保
な
ど
も
含

め
、
次
回
の
災
害
防
除
に
関
す
る
提
言
に

具
体
的
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

《
富
山
県
氷
見
市
》

　
荒
廃
農
地
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
市
内
で
展
開
さ
れ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
つ
い
て
担
当
課
よ
り
説

明
を
受
け
、
そ
の
中
の
一
つ
の
事
業
所
を

実
際
に
訪
問
し
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
地
元
建
設
企
業
が
参
入
し
、
遊
休
農
地

を
活
用
し
た
羊
の
放
牧
や
牧
草
栽
培
な
ど

の
粗
放
的
管
理
が
地
域
づ
く
り
協
議
会
と

連
携
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民

の
意
向
が
し
っ
か
り
と
反
映
さ
れ
た
取
り

組
み
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ

の
他
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
中
心
と
な

っ
て
遊
休
農
地
で
み
か
ん
栽
培
を
行
っ
て

い
る
事
業
な
ど
、
面
積
は
そ
れ
ほ
ど
広
く

な
く
て
も
市
内
の
使
わ
れ
て
い
な
い
農
地

が
有
効
利
用
さ
れ
て
い
る
事
例
が
多
く
紹

介
さ
れ
、
当
市
に
お
い
て
も
荒
廃
農
地
を

増
や
さ
な
い
よ
う
手
を
打
っ
て
い
く
上
で

参
考
に
で
き
る
部
分
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
は
実

に
多
種
多
様
な
方
々
が
携
わ
り
、
市
が
そ

の
仲
介
役
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
伺
い
、

改
め
て
行
政
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
再
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

《
富
山
県
黒
部
市
》

　
耕
作
放
棄
地
対
策
の
一
環
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る 

「
カ
ウ
ベ
ル
ト
事
業
」
に
つ

い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　
熊
や
猿
な
ど
の
野
生
動
物
は
、
自
分
よ

り
体
の
大
き
い
動
物
に
近
づ
か
な
い
習
性

が
あ
る
た
め
、
中
山
間
地
の
耕
作
放
棄
地

に
牛 

（
カ
ウ
）
を
放
牧
す
る
地
帯 

（
ベ
ル

ト
）
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
人
里
に
近
づ

か
な
い
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
牛
が
雑
草

を
食
べ
る
こ
と
で
景
観
も
保
全
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
　　

牛
の
放
牧

エ
リ
ア
を
囲

む
電
気
牧
柵

の
維
持
管
理

や
牛
の
健
康

管
理
を
事
業

主
体
で
あ
る

森
づ
く
り
ク

ラ
ブ
が
担
当
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
年
で

19
年
目
と
な
り
、
熊
の
出
没
回
数
の
減
少

な
ど
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
地
理
的
条
件
が

ほ
ぼ
同
じ
で
、
熊

の
目
撃
情
報
や
農

作
物
の
獣
害
が
頻

発
し
て
い
る
当
市

に
お
い
て
も
、
十

分
制
度
化
す
る
価

値
の
あ
る
事
業
で

あ
り
、
委
員
会
で
審
議
し
政
策
提
言
に
盛

り
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

《
岡
山
県
久
米
郡
美
咲
町
》

　
美
咲
町
長
か
ら 

「
人
口
減
少
を
受
け
止

め
つ
つ
、
住
ん
で
い
る
人
々
が
喜
び
幸
せ

に
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

こ
ど
も
の
幸
せ
最
優
先
、
地
域
住
民
が
主

役
と
い
う
観
点
か
ら 

『
賢
く
収
縮
す
る
ま

ち
づ
く
り
』
を
進
め
て
い
る
」
と
の
話
を

伺
い
、
美
咲
町
長
と
の
意
見
交
換
も
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
工
事
費

を
抑
え
な
が
ら
も

職
員
の
働
き
や
す

い
環
境
を
考
え
て

設
計
さ
れ
た
完
成

し
た
ば
か
り
の
庁

舎
を
見
学
し
ま
し

た
。

　
具
体
的
に
は
、「
賢
く
収
縮
す
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
施
策
で
は
、
公
共
施
設
の
集

約
化
と
コ
ス
ト
削
減
、
そ
し
て
地
域
主
導

の 

「
小
規
模
多
機
能
自
治
」
を
推
進
し
、

高
齢
者
向
け
の
柔
軟
な
移
動
支
援
策
と
し

て 

「
黄
福
タ
ク
シ
ー
」
制
度
を
導
入
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
子
育
て

支
援
策
と
し
て
、
水
道
基
本
料
金
を
第
３

子
以
降
の
末
っ
子
が
中
学
校
を
卒
業
す
る

ま
で
助
成
す
る
と
い
う
事
業
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
特
に
関
心
を
持
っ
た
取
り
組
み
と
し

て
、
美
咲
町
で
は
、
解
体
工
事
の
発
注
方

法
を
仕
様
書
発
注
方
法
に
し
て
お
り
、
解

体
費
用
が
３
割
〜
４
割
削
減
で
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
今
後
、
下
呂
市
に

お
い
て
も
公
共

施
設
の
解
体
費

用
は
財
政
に
大

き
な
負
担
と
な

っ
て
き
ま
す
の

で
、
参
考
に
し

て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

《
岡
山
県
真
庭
市
》

　「
使
い
捨
て
か
ら
循
環
へ
」
を
合
言
葉

に
、
生
ご
み 

・
し
尿 

・
汚
泥
を
再
資
源

化
す
る
施
設 

「
く
ら
し
の
循
環
セ
ン
タ
ー

ま
に
く
る
ー
ん
」
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
施
設
を
含
む
廃
棄
物
処
理
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
施
設
管
理
し
て
い
る
方
か

ら
説
明
を
受
け
、
施
設
の
見
学
も
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
施
設
で

は
、
年
間
ご
み
の

約
４
割
を
占
め
る

生
ご
み
を
液
肥
化

し
、
バ
イ
オ
ガ
ス

発
電
も
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
各

家
庭
の
生
ご
み
の
収
集
を
１
集
落
や
１
地

区
単
位
で
実
証
実
験
か
ら
着
手
し
、
民
間

主
導
に
よ
る
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
の
実

施
、
回
収
容
器
の
改
良
な
ど
、
10
年
の
期

間
を
経
て
、
令
和
７
年
１
月
か
ら
市
内
全

域
で
本
格
的
に
稼
働
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
ま
た
、生
ご
み
か
ら
作
ら
れ
た
液
肥
は
、

地
元
の
農
地
で
活
用
さ
れ
、
ド
ロ
ー
ン
を

使
っ
た
液
肥
の
散
布
は
新
し
い
農
業
支
援

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
下
呂
市
で
は
、
約
14
年
後
の
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
建
設

を
見
据
え
て
、
生

ご
み
の
分
別
に
よ

る
焼
却
量
の
削

減
、
資
源
化
や
発

電
等
の
活
用
ま
で

を
含
め
た
調
査
研

究
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

《
岡
山
県
高
梁
市
》

　
高
梁
市
の
市
民
生
活
部
協
働
定
住
課
の

方
か
ら
、
移
住
定
住
施
策
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　
高
梁
市
は
、
政
策
課
題
の
ほ
と
ん
ど
は

人
口
減
少
に
起
因
し
て
い
る
と
し
て
、
総

合
計
画
に
お
い
て「
健
幸
都
市
た
か
は
し
」

を
目
指
す
都
市
像
に
掲
げ
、
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
し
た
。

　
移
住
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
４
つ
の

施
策
①
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
と
し
て
、「
わ
た
し
あ
う
ま
ち 

高
梁
市
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
設
定
②

関
係
人
口
の
拡
大
と
し
て
、
大
人
の
里
山

留
学
③
都
市
部
か
ら
の
人
の
流
れ
の
拡
大

と
し
て
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度 

・
移

住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
配
置 

・
移
住
サ
ポ

ー
ト
団
体 

・
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活

用
④
若
い
世
代
の
定

住
促
進
の
強
化
と
し

て
、
住
宅
取
得
の
支

援 

・
結
婚
推
進 

・
子

育
て
支
援
な
ど
に
、

そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
中
で
も
、
大
人
の
里
山
留
学
は
、
総
務

省
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
制

度
を
活
用
し
、
１
〜
３
か
月
間
の
移
住
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
移
住
サ
ポ
ー
ト
団
体
の
活
用
は
、

平
成
24
年
か
ら
の
取
り
組
み
で
、
現
在
６

団
体
あ
り
、
移
住
希
望
者
は「
こ
の
人
た

ち
が
い
る
か
ら
、
こ
こ
に
住
み
た
い
」
と

感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
重
要
な
存
在
と
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
他
に
も
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
毎
日
更
新
し
た
り
、
移
住
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
の
報
酬
を
交
付
税
措
置
の
対
象

と
す
る
な
ど
、
下
呂
市
が
参
考
に
で
き
る

取
り
組
み
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
の

中
で
協
議

し
、
提
言
へ

と
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

くらしの循環センターまにくるーん

美咲町庁舎

高梁市のスタッフシャツ

総務産業建設常任委員会
委員会管外視察

石川県輪島市、
富山県氷見市、
黒部市

危機管理分野、農林業分野
に関して、能登半島地震の
被災地の現状および各市の先進的な取り組み

日　時：
7月17日～18日
視察先：
石川県輪島市、
富山県氷見市、
黒部市
調査研究テーマ：
危機管理分野、農林業分野
に関して、能登半島地震の
被災地の現状および各市の先進的な取り組み

民生教育まちづくり常任委員会
委員会管外視察

岡山県久米郡
美咲町、真庭市、
高梁市

廃棄物処理、移住定住

日　時：
7月8日～9日
視察先：
岡山県久米郡
美咲町、真庭市、
高梁市
調査研究テーマ：
廃棄物処理、移住定住

氷見市

輪島市

黒部市

美咲町

真庭市

高梁市

隆起・陥没した道路の様子

地すべりした山の様子

氷見市役所

隆起・陥没した海岸線の様子

放牧された牛の様子
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G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

　
９
月
19
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
５
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
お
よ
び
下
呂
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
》

（
人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
育

児
時
間
の
多
様
化
へ
の
対
応
お
よ
び
育
児

に
係
る
両
立
支
援
制
度
を
利
用
し
や
す
い

勤
務
環
境
と
す
る
整
備
を
行
う
た
め
改
正

す
る
も
の
）

　
　
１
日
２
時
間
以
内
で
取
得
で
き
る
第

１
号
部
分
休
業
と
、
新
た
に
年
間
10
日
以

内
の
範
囲
で
、
時
間
単
位
で
も
１
日
単
位

で
も
取
得
可
能
な
第
２
号
部
分
休
業
が
規

定
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
、
そ
の
限
ら
れ
た

日
数
内
で
出
産
後
の
育
児
が
十
分
で
き
る

の
か
。

　
　
部
分
休
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
15

名
の
利
用
が
あ
り
、
遅
く
出
勤
し
早
く
帰

る
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
そ
の
時
間
を
こ

ど
も
園
の
送
迎
等
の
時
間
に
充
て
る
と
い

っ
た
使
い
方
が
多
く
、
十
分
現
状
で
も
活

用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
特
に
問
題
は

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
第
１
号
部

分
休
業
を
選
択
す
れ
ば
今
ま
で
通
り
１
日

２
時
間
を
上
限
と
す
る
と
い
う
時
間
単
位

で
も
取
得
が
可
能
で
あ
り
、
第
２
号
部
分

休
業
を
選
択
す
れ
ば
、
年
間
10
日
以
内
と

い
う
範
囲
で
時
間
単
位
で
も
１
日
単
位
で

も
取
得
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

職
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
形
で
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
下
呂
市
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
》

（
芸
術
文
化
の
振
興
お
よ
び
持
続
的
な
観

光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
に
基
金
を

設
置 

・
廃
止
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
）

　
　
新
設
さ
れ
る
下
呂
市
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
基
金
に
つ
い
て
、
目
標
と
す
る
金

額
と
今
後
の
計
画
は
。

　
　
来
年
度
開
催
予
定
の
第
１
回
下
呂
市

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
今

定
例
会
に
提
出
し
た
補
正
予
算
で
基
金
積

立
金
１
億
１
千
万
円
を
計
上
し
、今
後
は
、

３
年
ご
と
に
開
催
す
る
も
の
と
し
て
、
第

２
回
目
の
開
催
ま
で
積
み
立
て
る
予
定
で

あ
り
、
次
回
の
開
催
規
模
、
第
１
回
目
の

実
績
等
を
考
慮
し
た
上
で
積
立
額
を
決
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
下
呂
市
宿
泊
税
活
用
事
業
基
金
と
、

下
呂
市
入
湯
税
活
用
事
業
基
金
の
積
立
額

と
目
標
金
額
は
。

　
　
宿
泊
税
活
用
事
業
基
金
は
、
年
度
末

で
約
４
３
０
０
万
円
、
入
湯
税
活
用
事
業

基
金
は
、
年
度
末
で
約
１
億
２
０
０
万
円

ほ
ど
の
規
模
で
創
設
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
積
立
額
に
つ
い
て
は
、
１
千
万
円
か

ら
当
該
年
度
の
税
収
の
１
割
程
度
に
あ
た

る
約
２
千
万
円
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

問

問問

答

答答

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

9月定例会の報告
　９月２日から９月30日までの29日間において、令和７年第５回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、国民健康保険税条例の一部改正および６月の豪雨で被災した公共土木施設の復旧のための測量設計費に係る補正予算の専決処分の承
認、農業委員会委員の任命、医療対策事業に係る補正予算などについて同意 ・可決しました。
　また、最終日には、条例改正、一般会計 ・特別会計 ・企業会計に係る補正予算、令和６年度の各会計決算などについて可決 ・認定しました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。

　（右の二次元コードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

○報告案件

可　決
（全会一致）

専決処分の承認について（下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例)
専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第５号））
人権擁護委員候補者の推薦について【推薦者１名】
下呂市農業委員会委員の任命について【任命者１４名】
損害賠償の額を定めることについて
財産の取得について
坂本線２災害復旧工事請負契約の変更契約の締結について
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第６号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第２号）
下呂市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び
特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市職員の育児休業等に関する条例及び下呂市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市基金条例の一部を改正する条例について
下呂市火入れに関する条例の一部を改正する条例について
下呂市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第７号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）
令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第１号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第１号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第３号）
令和７年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第１号）
令和７年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第１号）
令和７年度下呂市水道事業会計補正予算（第１号）
令和７年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第１号）
令和６年度下呂市一般会計決算の認定について
令和６年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）決算の認定について
令和６年度下呂市後期高齢者医療特別会計決算の認定について
令和６年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）決算の認定について
令和６年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）決算の認定について
令和６年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）決算の認定について
令和６年度下呂市下呂財産区特別会計決算の認定について
令和６年度下呂市学校給食費特別会計決算の認定について
令和６年度下呂市水道事業会計決算の認定について
令和６年度下呂市下水道事業会計決算の認定について
令和６年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計決算の認定について
令和６年度下呂市立金山病院事業会計決算の認定について

―

―

総務産業
建設常任
委員会　

予算決算　
常任委員会

予算決算　
常任委員会

―
―

承認（全会一致）

適任（全会一致）
同意（全会一致）

可決（全会一致）

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（追加提出）】

放棄した債権の報告について
健全化判断比率の報告について
資金不足比率の報告について
一般財団法人下呂ふるさと文化財団の経営状況の報告について

議　　　案　　　名

訴えの提起について
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第８号）

―
予算決算常任委員会

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
補
正
予
算
審
査
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
補
正
予
算
審
査
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
補
正
予
算
審
査
）

　
９
月
22
日
、
定
例
会
初
日
に
審
査
を
付

託
さ
れ
た
10
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
、
９
月
30
日
に
は
、
定
例
会

最
終
日
に
追
加
提
出
さ
れ
審
査
を
付
託
さ

れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
を
本
会
議
休
憩

中
に
審
査
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
》

（
来
年
度
秋
開
催
予
定
の
芸
術
祭
に
向
け

必
要
な
作
品
製
作
や
広
報
宣
伝
等
に
係
る

費
用
を
実
行
委
員
会
へ
負
担
金
と
し
て
支

出
す
る
た
め
補
正
を
行
う
も
の
）

　
　
最
終
的
な
事
業
規
模
と
そ
の
財
源
と

な
る
国
県
補
助
金
の
見
込
み
は
。

　
　
全
体
的
な
予
算
額
は
精
査
中
で
す

が
、
１
億
６
千
万
円
に
入
場
料
収
入
を
加

え
、
さ
ら
に
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
充
当
も

検
討
し
な
が
ら
定
め
る
予
定
で
す
。
補
助

金
で
決
定
し
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
文
化
庁
や
観
光
庁
、
総
務
省
等
の
補

助
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
情
報
収
集
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

《
雇
用
促
進
奨
励
事
業
》

（
新
規
学
卒
者
や
市
外
人
材
の
市
内
就
職

を
促
進
す
る
た
め
、
市
内
事
業
所
に
正
規

雇
用
さ
れ
た
方
へ
交
付
す
る
就
職
奨
励
金

の
申
請
数
見
込
増
加
に
伴
い
補
正
を
行
う

も
の
）

　
　
申
請
数
が
増
加
と
な
っ
た
要
因
は
。

　
　
本
奨
励
金
は
、
就
職
し
て
10
カ
月
後

で
の
申
請
と
な
る
た
め
、
昨
年
度
就
職
者

が
今
年
度
に
入
り
申
請
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
そ
れ
が
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
地
元
高
校
と
特
別
支
援
学
校

か
ら
、
今
年
度
の
新
卒
者
21
名
が
市
内
事

業
所
に
就
職
さ
れ
た
と
の
情
報
を
得
て
お

り
、
市
内
就
職
の
増
加
傾
向
も
伺
え
ま
す
。

《
消
防
本
部
諸
経
費
》

（
消
防
車
両
が
侵
入
困
難
な
場
所
で
効
果

的
な
消
火
活
動
を
行
え
る
よ
う
小
型
軽
量

可
搬
ポ
ン
プ
と
背
負
式
消
化
器
具
を
、
さ

ら
に
急
流
河
川
で
も
迅
速
か
つ
安
全
な
救

助
活
動
が
行
え
る
よ
う
ラ
フ
ト
ボ
ー
ト
を

購
入
す
る
た
め
、
補
正
を
行
う
も
の
）

　
　
ラ
フ
ト
ボ
ー
ト
の
機
能
と
使
用
上
の

優
位
性
は
。

　
　
現
状
、
救
助
活
動
に
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を

使
用
し
て
い
ま
す
が
、
ラ
フ
ト
ボ
ー
ト
は

塩
化
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

製
で
衝
撃
に
も
強
く
、

ボ
ー
ト
内
の
水
も
自

動
的
に
排
水
す
る
機

能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
急
流
に
対
し

細
か
い
操
作
が
可
能

な
た
め
、
今
後
の
活

動
の
安
全
性
を
高
め

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

問問 答答

問答

▲購入予定のラフトボードのイメージ
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G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

　
９
月
19
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
５
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
お
よ
び
下
呂
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
》

（
人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
育

児
時
間
の
多
様
化
へ
の
対
応
お
よ
び
育
児

に
係
る
両
立
支
援
制
度
を
利
用
し
や
す
い

勤
務
環
境
と
す
る
整
備
を
行
う
た
め
改
正

す
る
も
の
）

　
　
１
日
２
時
間
以
内
で
取
得
で
き
る
第

１
号
部
分
休
業
と
、
新
た
に
年
間
10
日
以

内
の
範
囲
で
、
時
間
単
位
で
も
１
日
単
位

で
も
取
得
可
能
な
第
２
号
部
分
休
業
が
規

定
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
、
そ
の
限
ら
れ
た

日
数
内
で
出
産
後
の
育
児
が
十
分
で
き
る

の
か
。

　
　
部
分
休
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
15

名
の
利
用
が
あ
り
、
遅
く
出
勤
し
早
く
帰

る
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
そ
の
時
間
を
こ

ど
も
園
の
送
迎
等
の
時
間
に
充
て
る
と
い

っ
た
使
い
方
が
多
く
、
十
分
現
状
で
も
活

用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
特
に
問
題
は

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
第
１
号
部

分
休
業
を
選
択
す
れ
ば
今
ま
で
通
り
１
日

２
時
間
を
上
限
と
す
る
と
い
う
時
間
単
位

で
も
取
得
が
可
能
で
あ
り
、
第
２
号
部
分

休
業
を
選
択
す
れ
ば
、
年
間
10
日
以
内
と

い
う
範
囲
で
時
間
単
位
で
も
１
日
単
位
で

も
取
得
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

職
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
形
で
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
下
呂
市
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
》

（
芸
術
文
化
の
振
興
お
よ
び
持
続
的
な
観

光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
に
基
金
を

設
置 

・
廃
止
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
）

　
　
新
設
さ
れ
る
下
呂
市
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
基
金
に
つ
い
て
、
目
標
と
す
る
金

額
と
今
後
の
計
画
は
。

　
　
来
年
度
開
催
予
定
の
第
１
回
下
呂
市

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
今

定
例
会
に
提
出
し
た
補
正
予
算
で
基
金
積

立
金
１
億
１
千
万
円
を
計
上
し
、今
後
は
、

３
年
ご
と
に
開
催
す
る
も
の
と
し
て
、
第

２
回
目
の
開
催
ま
で
積
み
立
て
る
予
定
で

あ
り
、
次
回
の
開
催
規
模
、
第
１
回
目
の

実
績
等
を
考
慮
し
た
上
で
積
立
額
を
決
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
下
呂
市
宿
泊
税
活
用
事
業
基
金
と
、

下
呂
市
入
湯
税
活
用
事
業
基
金
の
積
立
額

と
目
標
金
額
は
。

　
　
宿
泊
税
活
用
事
業
基
金
は
、
年
度
末

で
約
４
３
０
０
万
円
、
入
湯
税
活
用
事
業

基
金
は
、
年
度
末
で
約
１
億
２
０
０
万
円

ほ
ど
の
規
模
で
創
設
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
積
立
額
に
つ
い
て
は
、
１
千
万
円
か

ら
当
該
年
度
の
税
収
の
１
割
程
度
に
あ
た

る
約
２
千
万
円
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

問

問問

答

答答

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

9月定例会の報告
　９月２日から９月30日までの29日間において、令和７年第５回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、国民健康保険税条例の一部改正および６月の豪雨で被災した公共土木施設の復旧のための測量設計費に係る補正予算の専決処分の承
認、農業委員会委員の任命、医療対策事業に係る補正予算などについて同意 ・可決しました。
　また、最終日には、条例改正、一般会計 ・特別会計 ・企業会計に係る補正予算、令和６年度の各会計決算などについて可決 ・認定しました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。

　（右の二次元コードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

○報告案件

可　決
（全会一致）

専決処分の承認について（下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例)
専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第５号））
人権擁護委員候補者の推薦について【推薦者１名】
下呂市農業委員会委員の任命について【任命者１４名】
損害賠償の額を定めることについて
財産の取得について
坂本線２災害復旧工事請負契約の変更契約の締結について
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第６号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第２号）
下呂市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び
特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市職員の育児休業等に関する条例及び下呂市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市基金条例の一部を改正する条例について
下呂市火入れに関する条例の一部を改正する条例について
下呂市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第７号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）
令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第１号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第１号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第３号）
令和７年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第１号）
令和７年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第１号）
令和７年度下呂市水道事業会計補正予算（第１号）
令和７年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第１号）
令和６年度下呂市一般会計決算の認定について
令和６年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）決算の認定について
令和６年度下呂市後期高齢者医療特別会計決算の認定について
令和６年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）決算の認定について
令和６年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）決算の認定について
令和６年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）決算の認定について
令和６年度下呂市下呂財産区特別会計決算の認定について
令和６年度下呂市学校給食費特別会計決算の認定について
令和６年度下呂市水道事業会計決算の認定について
令和６年度下呂市下水道事業会計決算の認定について
令和６年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計決算の認定について
令和６年度下呂市立金山病院事業会計決算の認定について

―

―

総務産業
建設常任
委員会　

予算決算　
常任委員会

予算決算　
常任委員会

―
―

承認（全会一致）

適任（全会一致）
同意（全会一致）

可決（全会一致）

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（追加提出）】

放棄した債権の報告について
健全化判断比率の報告について
資金不足比率の報告について
一般財団法人下呂ふるさと文化財団の経営状況の報告について

議　　　案　　　名

訴えの提起について
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第８号）

―
予算決算常任委員会

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
補
正
予
算
審
査
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
補
正
予
算
審
査
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
補
正
予
算
審
査
）

　
９
月
22
日
、
定
例
会
初
日
に
審
査
を
付

託
さ
れ
た
10
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
、
９
月
30
日
に
は
、
定
例
会

最
終
日
に
追
加
提
出
さ
れ
審
査
を
付
託
さ

れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
を
本
会
議
休
憩

中
に
審
査
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
》

（
来
年
度
秋
開
催
予
定
の
芸
術
祭
に
向
け

必
要
な
作
品
製
作
や
広
報
宣
伝
等
に
係
る

費
用
を
実
行
委
員
会
へ
負
担
金
と
し
て
支

出
す
る
た
め
補
正
を
行
う
も
の
）

　
　
最
終
的
な
事
業
規
模
と
そ
の
財
源
と

な
る
国
県
補
助
金
の
見
込
み
は
。

　
　
全
体
的
な
予
算
額
は
精
査
中
で
す

が
、
１
億
６
千
万
円
に
入
場
料
収
入
を
加

え
、
さ
ら
に
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
充
当
も

検
討
し
な
が
ら
定
め
る
予
定
で
す
。
補
助

金
で
決
定
し
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
文
化
庁
や
観
光
庁
、
総
務
省
等
の
補

助
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
情
報
収
集
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

《
雇
用
促
進
奨
励
事
業
》

（
新
規
学
卒
者
や
市
外
人
材
の
市
内
就
職

を
促
進
す
る
た
め
、
市
内
事
業
所
に
正
規

雇
用
さ
れ
た
方
へ
交
付
す
る
就
職
奨
励
金

の
申
請
数
見
込
増
加
に
伴
い
補
正
を
行
う

も
の
）

　
　
申
請
数
が
増
加
と
な
っ
た
要
因
は
。

　
　
本
奨
励
金
は
、
就
職
し
て
10
カ
月
後

で
の
申
請
と
な
る
た
め
、
昨
年
度
就
職
者

が
今
年
度
に
入
り
申
請
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
そ
れ
が
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
地
元
高
校
と
特
別
支
援
学
校

か
ら
、
今
年
度
の
新
卒
者
21
名
が
市
内
事

業
所
に
就
職
さ
れ
た
と
の
情
報
を
得
て
お

り
、
市
内
就
職
の
増
加
傾
向
も
伺
え
ま
す
。

《
消
防
本
部
諸
経
費
》

（
消
防
車
両
が
侵
入
困
難
な
場
所
で
効
果

的
な
消
火
活
動
を
行
え
る
よ
う
小
型
軽
量

可
搬
ポ
ン
プ
と
背
負
式
消
化
器
具
を
、
さ

ら
に
急
流
河
川
で
も
迅
速
か
つ
安
全
な
救

助
活
動
が
行
え
る
よ
う
ラ
フ
ト
ボ
ー
ト
を

購
入
す
る
た
め
、
補
正
を
行
う
も
の
）

　
　
ラ
フ
ト
ボ
ー
ト
の
機
能
と
使
用
上
の

優
位
性
は
。

　
　
現
状
、
救
助
活
動
に
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を

使
用
し
て
い
ま
す
が
、
ラ
フ
ト
ボ
ー
ト
は

塩
化
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

製
で
衝
撃
に
も
強
く
、

ボ
ー
ト
内
の
水
も
自

動
的
に
排
水
す
る
機

能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
急
流
に
対
し

細
か
い
操
作
が
可
能

な
た
め
、
今
後
の
活

動
の
安
全
性
を
高
め

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

問問 答答

問答

▲購入予定のラフトボードのイメージ
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G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

　
９
月
19
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
５
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
お
よ
び
下
呂
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
》

（
人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
育

児
時
間
の
多
様
化
へ
の
対
応
お
よ
び
育
児

に
係
る
両
立
支
援
制
度
を
利
用
し
や
す
い

勤
務
環
境
と
す
る
整
備
を
行
う
た
め
改
正

す
る
も
の
）

　
　
１
日
２
時
間
以
内
で
取
得
で
き
る
第

１
号
部
分
休
業
と
、
新
た
に
年
間
10
日
以

内
の
範
囲
で
、
時
間
単
位
で
も
１
日
単
位

で
も
取
得
可
能
な
第
２
号
部
分
休
業
が
規

定
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
、
そ
の
限
ら
れ
た

日
数
内
で
出
産
後
の
育
児
が
十
分
で
き
る

の
か
。

　
　
部
分
休
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
15

名
の
利
用
が
あ
り
、
遅
く
出
勤
し
早
く
帰

る
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
そ
の
時
間
を
こ

ど
も
園
の
送
迎
等
の
時
間
に
充
て
る
と
い

っ
た
使
い
方
が
多
く
、
十
分
現
状
で
も
活

用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
特
に
問
題
は

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
第
１
号
部

分
休
業
を
選
択
す
れ
ば
今
ま
で
通
り
１
日

２
時
間
を
上
限
と
す
る
と
い
う
時
間
単
位

で
も
取
得
が
可
能
で
あ
り
、
第
２
号
部
分

休
業
を
選
択
す
れ
ば
、
年
間
10
日
以
内
と

い
う
範
囲
で
時
間
単
位
で
も
１
日
単
位
で

も
取
得
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

職
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
形
で
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
下
呂
市
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
》

（
芸
術
文
化
の
振
興
お
よ
び
持
続
的
な
観

光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
に
基
金
を

設
置 

・
廃
止
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
）

　
　
新
設
さ
れ
る
下
呂
市
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
基
金
に
つ
い
て
、
目
標
と
す
る
金

額
と
今
後
の
計
画
は
。

　
　
来
年
度
開
催
予
定
の
第
１
回
下
呂
市

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
今

定
例
会
に
提
出
し
た
補
正
予
算
で
基
金
積

立
金
１
億
１
千
万
円
を
計
上
し
、今
後
は
、

３
年
ご
と
に
開
催
す
る
も
の
と
し
て
、
第

２
回
目
の
開
催
ま
で
積
み
立
て
る
予
定
で

あ
り
、
次
回
の
開
催
規
模
、
第
１
回
目
の

実
績
等
を
考
慮
し
た
上
で
積
立
額
を
決
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
下
呂
市
宿
泊
税
活
用
事
業
基
金
と
、

下
呂
市
入
湯
税
活
用
事
業
基
金
の
積
立
額

と
目
標
金
額
は
。

　
　
宿
泊
税
活
用
事
業
基
金
は
、
年
度
末

で
約
４
３
０
０
万
円
、
入
湯
税
活
用
事
業

基
金
は
、
年
度
末
で
約
１
億
２
０
０
万
円

ほ
ど
の
規
模
で
創
設
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
積
立
額
に
つ
い
て
は
、
１
千
万
円
か

ら
当
該
年
度
の
税
収
の
１
割
程
度
に
あ
た

る
約
２
千
万
円
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

問

問問

答

答答

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

9月定例会の報告
　９月２日から９月30日までの29日間において、令和７年第５回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、国民健康保険税条例の一部改正および６月の豪雨で被災した公共土木施設の復旧のための測量設計費に係る補正予算の専決処分の承
認、農業委員会委員の任命、医療対策事業に係る補正予算などについて同意 ・可決しました。
　また、最終日には、条例改正、一般会計 ・特別会計 ・企業会計に係る補正予算、令和６年度の各会計決算などについて可決 ・認定しました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。

　（右の二次元コードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

○報告案件

可　決
（全会一致）

専決処分の承認について（下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例)
専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第５号））
人権擁護委員候補者の推薦について【推薦者１名】
下呂市農業委員会委員の任命について【任命者１４名】
損害賠償の額を定めることについて
財産の取得について
坂本線２災害復旧工事請負契約の変更契約の締結について
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第６号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第２号）
下呂市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び
特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市職員の育児休業等に関する条例及び下呂市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市基金条例の一部を改正する条例について
下呂市火入れに関する条例の一部を改正する条例について
下呂市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第７号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）
令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第１号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第１号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第３号）
令和７年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第１号）
令和７年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第１号）
令和７年度下呂市水道事業会計補正予算（第１号）
令和７年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第１号）
令和６年度下呂市一般会計決算の認定について
令和６年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）決算の認定について
令和６年度下呂市後期高齢者医療特別会計決算の認定について
令和６年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）決算の認定について
令和６年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）決算の認定について
令和６年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）決算の認定について
令和６年度下呂市下呂財産区特別会計決算の認定について
令和６年度下呂市学校給食費特別会計決算の認定について
令和６年度下呂市水道事業会計決算の認定について
令和６年度下呂市下水道事業会計決算の認定について
令和６年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計決算の認定について
令和６年度下呂市立金山病院事業会計決算の認定について

―

―

総務産業
建設常任
委員会　

予算決算　
常任委員会

予算決算　
常任委員会

―
―

承認（全会一致）

適任（全会一致）
同意（全会一致）

可決（全会一致）

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（追加提出）】

放棄した債権の報告について
健全化判断比率の報告について
資金不足比率の報告について
一般財団法人下呂ふるさと文化財団の経営状況の報告について

議　　　案　　　名

訴えの提起について
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第８号）

―
予算決算常任委員会

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
補
正
予
算
審
査
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
補
正
予
算
審
査
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
補
正
予
算
審
査
）

　
９
月
22
日
、
定
例
会
初
日
に
審
査
を
付

託
さ
れ
た
10
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
、
９
月
30
日
に
は
、
定
例
会

最
終
日
に
追
加
提
出
さ
れ
審
査
を
付
託
さ

れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
を
本
会
議
休
憩

中
に
審
査
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
》

（
来
年
度
秋
開
催
予
定
の
芸
術
祭
に
向
け

必
要
な
作
品
製
作
や
広
報
宣
伝
等
に
係
る

費
用
を
実
行
委
員
会
へ
負
担
金
と
し
て
支

出
す
る
た
め
補
正
を
行
う
も
の
）

　
　
最
終
的
な
事
業
規
模
と
そ
の
財
源
と

な
る
国
県
補
助
金
の
見
込
み
は
。

　
　
全
体
的
な
予
算
額
は
精
査
中
で
す

が
、
１
億
６
千
万
円
に
入
場
料
収
入
を
加

え
、
さ
ら
に
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
充
当
も

検
討
し
な
が
ら
定
め
る
予
定
で
す
。
補
助

金
で
決
定
し
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
文
化
庁
や
観
光
庁
、
総
務
省
等
の
補

助
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
情
報
収
集
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

《
雇
用
促
進
奨
励
事
業
》

（
新
規
学
卒
者
や
市
外
人
材
の
市
内
就
職

を
促
進
す
る
た
め
、
市
内
事
業
所
に
正
規

雇
用
さ
れ
た
方
へ
交
付
す
る
就
職
奨
励
金

の
申
請
数
見
込
増
加
に
伴
い
補
正
を
行
う

も
の
）

　
　
申
請
数
が
増
加
と
な
っ
た
要
因
は
。

　
　
本
奨
励
金
は
、
就
職
し
て
10
カ
月
後

で
の
申
請
と
な
る
た
め
、
昨
年
度
就
職
者

が
今
年
度
に
入
り
申
請
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
そ
れ
が
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
地
元
高
校
と
特
別
支
援
学
校

か
ら
、
今
年
度
の
新
卒
者
21
名
が
市
内
事

業
所
に
就
職
さ
れ
た
と
の
情
報
を
得
て
お

り
、
市
内
就
職
の
増
加
傾
向
も
伺
え
ま
す
。

《
消
防
本
部
諸
経
費
》

（
消
防
車
両
が
侵
入
困
難
な
場
所
で
効
果

的
な
消
火
活
動
を
行
え
る
よ
う
小
型
軽
量

可
搬
ポ
ン
プ
と
背
負
式
消
化
器
具
を
、
さ

ら
に
急
流
河
川
で
も
迅
速
か
つ
安
全
な
救

助
活
動
が
行
え
る
よ
う
ラ
フ
ト
ボ
ー
ト
を

購
入
す
る
た
め
、
補
正
を
行
う
も
の
）

　
　
ラ
フ
ト
ボ
ー
ト
の
機
能
と
使
用
上
の

優
位
性
は
。

　
　
現
状
、
救
助
活
動
に
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を

使
用
し
て
い
ま
す
が
、
ラ
フ
ト
ボ
ー
ト
は

塩
化
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

製
で
衝
撃
に
も
強
く
、

ボ
ー
ト
内
の
水
も
自

動
的
に
排
水
す
る
機

能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
急
流
に
対
し

細
か
い
操
作
が
可
能

な
た
め
、
今
後
の
活

動
の
安
全
性
を
高
め

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

問問 答答

問答

▲購入予定のラフトボードのイメージ
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G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

　
９
月
19
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
５
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
お
よ
び
下
呂
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
》

（
人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
育

児
時
間
の
多
様
化
へ
の
対
応
お
よ
び
育
児

に
係
る
両
立
支
援
制
度
を
利
用
し
や
す
い

勤
務
環
境
と
す
る
整
備
を
行
う
た
め
改
正

す
る
も
の
）

　
　
１
日
２
時
間
以
内
で
取
得
で
き
る
第

１
号
部
分
休
業
と
、
新
た
に
年
間
10
日
以

内
の
範
囲
で
、
時
間
単
位
で
も
１
日
単
位

で
も
取
得
可
能
な
第
２
号
部
分
休
業
が
規

定
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
、
そ
の
限
ら
れ
た

日
数
内
で
出
産
後
の
育
児
が
十
分
で
き
る

の
か
。

　
　
部
分
休
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
15

名
の
利
用
が
あ
り
、
遅
く
出
勤
し
早
く
帰

る
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
そ
の
時
間
を
こ

ど
も
園
の
送
迎
等
の
時
間
に
充
て
る
と
い

っ
た
使
い
方
が
多
く
、
十
分
現
状
で
も
活

用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
特
に
問
題
は

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
第
１
号
部

分
休
業
を
選
択
す
れ
ば
今
ま
で
通
り
１
日

２
時
間
を
上
限
と
す
る
と
い
う
時
間
単
位

で
も
取
得
が
可
能
で
あ
り
、
第
２
号
部
分

休
業
を
選
択
す
れ
ば
、
年
間
10
日
以
内
と

い
う
範
囲
で
時
間
単
位
で
も
１
日
単
位
で

も
取
得
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

職
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
形
で
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
下
呂
市
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
》

（
芸
術
文
化
の
振
興
お
よ
び
持
続
的
な
観

光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
に
基
金
を

設
置 

・
廃
止
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
）

　
　
新
設
さ
れ
る
下
呂
市
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
基
金
に
つ
い
て
、
目
標
と
す
る
金

額
と
今
後
の
計
画
は
。

　
　
来
年
度
開
催
予
定
の
第
１
回
下
呂
市

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
今

定
例
会
に
提
出
し
た
補
正
予
算
で
基
金
積

立
金
１
億
１
千
万
円
を
計
上
し
、今
後
は
、

３
年
ご
と
に
開
催
す
る
も
の
と
し
て
、
第

２
回
目
の
開
催
ま
で
積
み
立
て
る
予
定
で

あ
り
、
次
回
の
開
催
規
模
、
第
１
回
目
の

実
績
等
を
考
慮
し
た
上
で
積
立
額
を
決
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
下
呂
市
宿
泊
税
活
用
事
業
基
金
と
、

下
呂
市
入
湯
税
活
用
事
業
基
金
の
積
立
額

と
目
標
金
額
は
。

　
　
宿
泊
税
活
用
事
業
基
金
は
、
年
度
末

で
約
４
３
０
０
万
円
、
入
湯
税
活
用
事
業

基
金
は
、
年
度
末
で
約
１
億
２
０
０
万
円

ほ
ど
の
規
模
で
創
設
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
積
立
額
に
つ
い
て
は
、
１
千
万
円
か

ら
当
該
年
度
の
税
収
の
１
割
程
度
に
あ
た

る
約
２
千
万
円
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

問

問問

答

答答

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

9月定例会の報告
　９月２日から９月30日までの29日間において、令和７年第５回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、国民健康保険税条例の一部改正および６月の豪雨で被災した公共土木施設の復旧のための測量設計費に係る補正予算の専決処分の承
認、農業委員会委員の任命、医療対策事業に係る補正予算などについて同意 ・可決しました。
　また、最終日には、条例改正、一般会計 ・特別会計 ・企業会計に係る補正予算、令和６年度の各会計決算などについて可決 ・認定しました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。

　（右の二次元コードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

○報告案件

可　決
（全会一致）

専決処分の承認について（下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例)
専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第５号））
人権擁護委員候補者の推薦について【推薦者１名】
下呂市農業委員会委員の任命について【任命者１４名】
損害賠償の額を定めることについて
財産の取得について
坂本線２災害復旧工事請負契約の変更契約の締結について
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第６号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第２号）
下呂市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び
特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市職員の育児休業等に関する条例及び下呂市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市基金条例の一部を改正する条例について
下呂市火入れに関する条例の一部を改正する条例について
下呂市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第７号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）
令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第１号）
令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第１号）
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第３号）
令和７年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第１号）
令和７年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第１号）
令和７年度下呂市水道事業会計補正予算（第１号）
令和７年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第１号）
令和６年度下呂市一般会計決算の認定について
令和６年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）決算の認定について
令和６年度下呂市後期高齢者医療特別会計決算の認定について
令和６年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）決算の認定について
令和６年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）決算の認定について
令和６年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）決算の認定について
令和６年度下呂市下呂財産区特別会計決算の認定について
令和６年度下呂市学校給食費特別会計決算の認定について
令和６年度下呂市水道事業会計決算の認定について
令和６年度下呂市下水道事業会計決算の認定について
令和６年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計決算の認定について
令和６年度下呂市立金山病院事業会計決算の認定について

―

―

総務産業
建設常任
委員会　

予算決算　
常任委員会

予算決算　
常任委員会

―
―

承認（全会一致）

適任（全会一致）
同意（全会一致）

可決（全会一致）

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（追加提出）】

放棄した債権の報告について
健全化判断比率の報告について
資金不足比率の報告について
一般財団法人下呂ふるさと文化財団の経営状況の報告について

議　　　案　　　名

訴えの提起について
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第８号）

―
予算決算常任委員会

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
補
正
予
算
審
査
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
補
正
予
算
審
査
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
補
正
予
算
審
査
）

　
９
月
22
日
、
定
例
会
初
日
に
審
査
を
付

託
さ
れ
た
10
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
、
９
月
30
日
に
は
、
定
例
会

最
終
日
に
追
加
提
出
さ
れ
審
査
を
付
託
さ

れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
を
本
会
議
休
憩

中
に
審
査
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
》

（
来
年
度
秋
開
催
予
定
の
芸
術
祭
に
向
け

必
要
な
作
品
製
作
や
広
報
宣
伝
等
に
係
る

費
用
を
実
行
委
員
会
へ
負
担
金
と
し
て
支

出
す
る
た
め
補
正
を
行
う
も
の
）

　
　
最
終
的
な
事
業
規
模
と
そ
の
財
源
と

な
る
国
県
補
助
金
の
見
込
み
は
。

　
　
全
体
的
な
予
算
額
は
精
査
中
で
す

が
、
１
億
６
千
万
円
に
入
場
料
収
入
を
加

え
、
さ
ら
に
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
充
当
も

検
討
し
な
が
ら
定
め
る
予
定
で
す
。
補
助

金
で
決
定
し
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
文
化
庁
や
観
光
庁
、
総
務
省
等
の
補

助
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
情
報
収
集
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

《
雇
用
促
進
奨
励
事
業
》

（
新
規
学
卒
者
や
市
外
人
材
の
市
内
就
職

を
促
進
す
る
た
め
、
市
内
事
業
所
に
正
規

雇
用
さ
れ
た
方
へ
交
付
す
る
就
職
奨
励
金

の
申
請
数
見
込
増
加
に
伴
い
補
正
を
行
う

も
の
）

　
　
申
請
数
が
増
加
と
な
っ
た
要
因
は
。

　
　
本
奨
励
金
は
、
就
職
し
て
10
カ
月
後

で
の
申
請
と
な
る
た
め
、
昨
年
度
就
職
者

が
今
年
度
に
入
り
申
請
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
そ
れ
が
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
地
元
高
校
と
特
別
支
援
学
校
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ら
、
今
年
度
の
新
卒
者
21
名
が
市
内
事

業
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に
就
職
さ
れ
た
と
の
情
報
を
得
て
お

り
、
市
内
就
職
の
増
加
傾
向
も
伺
え
ま
す
。

《
消
防
本
部
諸
経
費
》

（
消
防
車
両
が
侵
入
困
難
な
場
所
で
効
果

的
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救

助
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よ
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ト
を

購
入
す
る
た
め
、
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正
を
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う
も
の
）

　
　
ラ
フ
ト
ボ
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ト
の
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と
使
用
上
の
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。
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状
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活
動
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ボ
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ト
を
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用
し
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い
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す
が
、
ラ
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ト
ボ
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ト
は

塩
化
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

製
で
衝
撃
に
も
強
く
、

ボ
ー
ト
内
の
水
も
自

動
的
に
排
水
す
る
機
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を
持
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い
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。

ま
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、
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し
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い
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の
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を
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も
の
と
考
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ま
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。
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問答

▲購入予定のラフトボードのイメージ
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加
藤
久
人

下
平
裕
次
郎

□
□
今後のデマンドバスの運行方針

市庁舎の有効活用

□   チェックしてある項目を次ページ以降に掲載

□
□
外国籍の子ども達と保護者への支援

水道事業の経営状況と今後の計画

□
□
□

こども園の今後の運営

下呂温泉合掌村の経営状況

新規就農者への支援のあり方

□
□
□

産前産後ケア充実による子育て支援

小中学校の統合のあり方

避難所施設の整備計画

□
□

地域集約化の推進

第三次総合計画における今後の自治会の
あり方

桂
川
い
ず
み

□
□

産前産後ケアのさらなる充実

地域で支える介護保険制度の持続可能性
と課題

大
西
尚
子

高
井
範
和

□

□
□

地元で働き、暮らすことができる職業の選択
肢拡大
利便性向上に向けた道路網整備
地域の小修繕を行う重機借上げや原材料支
給の制度改善

鷲
見
昌
己

田
中
喜
登

尾
里
集
務

田
口
琢
弥

今
井
政
良

中
島
ゆ
き
子

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う

９月定例会  一般質問

議員が市長をはじめとした執行部に対して、執行状況や将来の方針、課題や疑問点など
行政全般について報告や説明を求めたり、質問することを一般質問といいます。

　 

高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進

み
、
地
域
活
動
の
担
い
手
不

足
と
い
っ
た
深
刻
な
課
題
が

地
域
行
事
の
継
続
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
活
力
あ

る
自
治
会
活
動
を
将
来
に
わ

た
り
支
え
て
い
く
た
め
の
方

策
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
自
治
会
の
機
能
維
持
は
、
重
要

な
課
題
の
一
つ
で
す
。
役
員
の
引

き
受
け
手
を
は
じ
め
、
担
い
手
不

足
は
大
き
な
問
題
で
す
。

　
自
治
会
の
運
営
は
、
そ
の
地
域

の
中
で
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が

基
本
で
あ
り
、
行
政
が
押
し
付
け

た
り
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
自
治
会
活
動
の
継
続
性
が
厳

し
い
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
へ

は
、
自
治
会
の
統
合
や
、
小
学
校

区
の
よ
う
な
広
い
範
囲
で
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む
仕
組
み
と

な
る 

「
地
域
運
営
組
織
」
の
導
入

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
自
治
会
未
参
加
の
方

へ
の
声
掛
け
、
地
域
の
担
い
手
候

補
者
へ
の
声
掛
け
と
育
成
も
大
切

で
あ
り
、
そ
う
し
た
き
っ
か
け
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、「
地
域
運
営
組
織
」
導

入
を
前
向
き
に
考
え
ら
れ
て
い
る

地
区
に
は
、
市
と
し
て
集
落
支
援

員
の
配
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

地域の活力を未来につなぐために地域の活力を未来につなぐために地域の活力を未来につなぐために

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

加
藤
久
人
議員

か

ひ
さ

と

と
う 一

般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

デ
マ
ン
ド
バ
ス
金
山
循
環

線
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
路
線

の
廃
止
を
判
断
す
る
目
安
で

あ
る
乗
車
人
数
を
下
回
っ
て

い
る
が
、
今
後
の
方
向
性
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
金
山
循
環
線
の
運
行
継
続
の
目

安
と
な
る
乗
車
人
数
は
、
乗
車
定

員
９
名
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
の

乗
車
率
44
％
を
目
標
に
１
日
平
均

24
人
、
１
便
平
均
４
人
と
設
定
し

て
い
ま
し
た
。
本
年
６
月
末
時
点

で
の
乗
車
人
数
は
１
日
平
均
15

人
、
１
便
平
均
2.5
人
で
あ
っ
た
の

が
、
利
用
促
進
事
業
の
効
果
も
あ

り
、
７
月
に
は
１
日
平
均
21
人
、

１
便
平
均
3.5
人
を
達
成
し
、
以
降

も
安
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況

を
踏
ま
え
、
廃
止
か
継
続
か
を
判

断
す
る
の
は
時
期
尚
早
と
判
断

し
、
１
乗
車
1
0
0
円
の
実
証
実

験
を
今
年
度
末
ま
で
延
長
し
、
引

き
続
き
運
行
と
検
証
、
改
善
策
の

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
金
山
循
環
線
が
地
域
に
定
着
す

る
に
は
、
利
用
実
態
に
合
わ
せ
た

柔
軟
な
運
行
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
全
て
の

ダ
イ
ヤ
を
固
定
す
る
の
で
は
な

く
、
利
用
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
車
両

の
大
き
さ
や
運
行
方
式
を
柔
軟
に

変
え
る
こ
と
を
検
討
し
、
よ
り
効

率
的
で
使
い
や
す
い
運
行
を
目
指

し
ま
す
。

市民の生活に寄り添うデマンドバスの運行を市民の生活に寄り添うデマンドバスの運行を市民の生活に寄り添うデマンドバスの運行を
問答

桂
川
い
ず
み
議員

か
つ
ら

が
わ

□

□

小さな担い手支援金制度の活用状況と今後
の運用

家庭ごみの減量化・資源化

桂
川
融
己

□

□

地域経済の持続性と新しい挑戦を後押しす
る仕組み

議論の場づくりと地域運営のあり方

□
□
令和７年度一般会計新規事業の進捗状況

宿泊税の導入に向けた準備状況
□
□
放課後児童クラブの現状と課題

緊急銃猟制度の運用のあり方

□

□

これからの下呂市、日本を担う子どもたち
の教育
「ここで働きたい」と思われる市役所への取
り組み 

▲デマンドバス金山循環線
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地元で働き、暮らすことができる職業の選択
肢拡大
利便性向上に向けた道路網整備
地域の小修繕を行う重機借上げや原材料支
給の制度改善

鷲
見
昌
己

田
中
喜
登

尾
里
集
務

田
口
琢
弥

今
井
政
良

中
島
ゆ
き
子

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う

９月定例会  一般質問

議員が市長をはじめとした執行部に対して、執行状況や将来の方針、課題や疑問点など
行政全般について報告や説明を求めたり、質問することを一般質問といいます。

　 

高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進

み
、
地
域
活
動
の
担
い
手
不

足
と
い
っ
た
深
刻
な
課
題
が

地
域
行
事
の
継
続
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
活
力
あ

る
自
治
会
活
動
を
将
来
に
わ

た
り
支
え
て
い
く
た
め
の
方

策
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
自
治
会
の
機
能
維
持
は
、
重
要

な
課
題
の
一
つ
で
す
。
役
員
の
引

き
受
け
手
を
は
じ
め
、
担
い
手
不

足
は
大
き
な
問
題
で
す
。

　
自
治
会
の
運
営
は
、
そ
の
地
域

の
中
で
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が

基
本
で
あ
り
、
行
政
が
押
し
付
け

た
り
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
自
治
会
活
動
の
継
続
性
が
厳

し
い
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
へ

は
、
自
治
会
の
統
合
や
、
小
学
校

区
の
よ
う
な
広
い
範
囲
で
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む
仕
組
み
と

な
る 

「
地
域
運
営
組
織
」
の
導
入

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
自
治
会
未
参
加
の
方

へ
の
声
掛
け
、
地
域
の
担
い
手
候

補
者
へ
の
声
掛
け
と
育
成
も
大
切

で
あ
り
、
そ
う
し
た
き
っ
か
け
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、「
地
域
運
営
組
織
」
導

入
を
前
向
き
に
考
え
ら
れ
て
い
る

地
区
に
は
、
市
と
し
て
集
落
支
援

員
の
配
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

地域の活力を未来につなぐために地域の活力を未来につなぐために地域の活力を未来につなぐために

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

加
藤
久
人
議員

か

ひ
さ

と

と
う 一

般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

デ
マ
ン
ド
バ
ス
金
山
循
環

線
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
路
線

の
廃
止
を
判
断
す
る
目
安
で

あ
る
乗
車
人
数
を
下
回
っ
て

い
る
が
、
今
後
の
方
向
性
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
金
山
循
環
線
の
運
行
継
続
の
目

安
と
な
る
乗
車
人
数
は
、
乗
車
定

員
９
名
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
の

乗
車
率
44
％
を
目
標
に
１
日
平
均

24
人
、
１
便
平
均
４
人
と
設
定
し

て
い
ま
し
た
。
本
年
６
月
末
時
点

で
の
乗
車
人
数
は
１
日
平
均
15

人
、
１
便
平
均
2.5
人
で
あ
っ
た
の

が
、
利
用
促
進
事
業
の
効
果
も
あ

り
、
７
月
に
は
１
日
平
均
21
人
、

１
便
平
均
3.5
人
を
達
成
し
、
以
降

も
安
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況

を
踏
ま
え
、
廃
止
か
継
続
か
を
判

断
す
る
の
は
時
期
尚
早
と
判
断

し
、
１
乗
車
1
0
0
円
の
実
証
実

験
を
今
年
度
末
ま
で
延
長
し
、
引

き
続
き
運
行
と
検
証
、
改
善
策
の

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
金
山
循
環
線
が
地
域
に
定
着
す

る
に
は
、
利
用
実
態
に
合
わ
せ
た

柔
軟
な
運
行
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
全
て
の

ダ
イ
ヤ
を
固
定
す
る
の
で
は
な

く
、
利
用
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
車
両

の
大
き
さ
や
運
行
方
式
を
柔
軟
に

変
え
る
こ
と
を
検
討
し
、
よ
り
効

率
的
で
使
い
や
す
い
運
行
を
目
指

し
ま
す
。

市民の生活に寄り添うデマンドバスの運行を市民の生活に寄り添うデマンドバスの運行を市民の生活に寄り添うデマンドバスの運行を
問答

桂
川
い
ず
み
議員

か
つ
ら

が
わ

□

□

小さな担い手支援金制度の活用状況と今後
の運用

家庭ごみの減量化・資源化

桂
川
融
己

□

□

地域経済の持続性と新しい挑戦を後押しす
る仕組み

議論の場づくりと地域運営のあり方

□
□
令和７年度一般会計新規事業の進捗状況

宿泊税の導入に向けた準備状況
□
□
放課後児童クラブの現状と課題

緊急銃猟制度の運用のあり方

□

□

これからの下呂市、日本を担う子どもたち
の教育
「ここで働きたい」と思われる市役所への取
り組み 

▲デマンドバス金山循環線
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加
藤
久
人

下
平
裕
次
郎

□
□
今後のデマンドバスの運行方針

市庁舎の有効活用

□   チェックしてある項目を次ページ以降に掲載

□
□
外国籍の子ども達と保護者への支援

水道事業の経営状況と今後の計画

□
□
□

こども園の今後の運営

下呂温泉合掌村の経営状況

新規就農者への支援のあり方

□
□
□

産前産後ケア充実による子育て支援

小中学校の統合のあり方

避難所施設の整備計画

□
□

地域集約化の推進

第三次総合計画における今後の自治会の
あり方

桂
川
い
ず
み

□
□

産前産後ケアのさらなる充実

地域で支える介護保険制度の持続可能性
と課題

大
西
尚
子

高
井
範
和

□

□
□

地元で働き、暮らすことができる職業の選択
肢拡大
利便性向上に向けた道路網整備
地域の小修繕を行う重機借上げや原材料支
給の制度改善

鷲
見
昌
己

田
中
喜
登

尾
里
集
務

田
口
琢
弥

今
井
政
良

中
島
ゆ
き
子

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う

９月定例会  一般質問

議員が市長をはじめとした執行部に対して、執行状況や将来の方針、課題や疑問点など
行政全般について報告や説明を求めたり、質問することを一般質問といいます。

　 

高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進

み
、
地
域
活
動
の
担
い
手
不

足
と
い
っ
た
深
刻
な
課
題
が

地
域
行
事
の
継
続
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
活
力
あ

る
自
治
会
活
動
を
将
来
に
わ

た
り
支
え
て
い
く
た
め
の
方

策
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
自
治
会
の
機
能
維
持
は
、
重
要

な
課
題
の
一
つ
で
す
。
役
員
の
引

き
受
け
手
を
は
じ
め
、
担
い
手
不

足
は
大
き
な
問
題
で
す
。

　
自
治
会
の
運
営
は
、
そ
の
地
域

の
中
で
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が

基
本
で
あ
り
、
行
政
が
押
し
付
け

た
り
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
自
治
会
活
動
の
継
続
性
が
厳

し
い
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
へ

は
、
自
治
会
の
統
合
や
、
小
学
校

区
の
よ
う
な
広
い
範
囲
で
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む
仕
組
み
と

な
る 

「
地
域
運
営
組
織
」
の
導
入

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
自
治
会
未
参
加
の
方

へ
の
声
掛
け
、
地
域
の
担
い
手
候

補
者
へ
の
声
掛
け
と
育
成
も
大
切

で
あ
り
、
そ
う
し
た
き
っ
か
け
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、「
地
域
運
営
組
織
」
導

入
を
前
向
き
に
考
え
ら
れ
て
い
る

地
区
に
は
、
市
と
し
て
集
落
支
援

員
の
配
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

地域の活力を未来につなぐために地域の活力を未来につなぐために地域の活力を未来につなぐために

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

加
藤
久
人
議員

か

ひ
さ

と

と
う 一

般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

デ
マ
ン
ド
バ
ス
金
山
循
環

線
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
路
線

の
廃
止
を
判
断
す
る
目
安
で

あ
る
乗
車
人
数
を
下
回
っ
て

い
る
が
、
今
後
の
方
向
性
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
金
山
循
環
線
の
運
行
継
続
の
目

安
と
な
る
乗
車
人
数
は
、
乗
車
定

員
９
名
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
の

乗
車
率
44
％
を
目
標
に
１
日
平
均

24
人
、
１
便
平
均
４
人
と
設
定
し

て
い
ま
し
た
。
本
年
６
月
末
時
点

で
の
乗
車
人
数
は
１
日
平
均
15

人
、
１
便
平
均
2.5
人
で
あ
っ
た
の

が
、
利
用
促
進
事
業
の
効
果
も
あ

り
、
７
月
に
は
１
日
平
均
21
人
、

１
便
平
均
3.5
人
を
達
成
し
、
以
降

も
安
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況

を
踏
ま
え
、
廃
止
か
継
続
か
を
判

断
す
る
の
は
時
期
尚
早
と
判
断

し
、
１
乗
車
1
0
0
円
の
実
証
実

験
を
今
年
度
末
ま
で
延
長
し
、
引

き
続
き
運
行
と
検
証
、
改
善
策
の

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
金
山
循
環
線
が
地
域
に
定
着
す

る
に
は
、
利
用
実
態
に
合
わ
せ
た

柔
軟
な
運
行
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
全
て
の

ダ
イ
ヤ
を
固
定
す
る
の
で
は
な

く
、
利
用
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
車
両

の
大
き
さ
や
運
行
方
式
を
柔
軟
に

変
え
る
こ
と
を
検
討
し
、
よ
り
効

率
的
で
使
い
や
す
い
運
行
を
目
指

し
ま
す
。

市民の生活に寄り添うデマンドバスの運行を市民の生活に寄り添うデマンドバスの運行を市民の生活に寄り添うデマンドバスの運行を
問答

桂
川
い
ず
み
議員

か
つ
ら

が
わ

□

□

小さな担い手支援金制度の活用状況と今後
の運用

家庭ごみの減量化・資源化

桂
川
融
己

□

□

地域経済の持続性と新しい挑戦を後押しす
る仕組み

議論の場づくりと地域運営のあり方

□
□
令和７年度一般会計新規事業の進捗状況

宿泊税の導入に向けた準備状況
□
□
放課後児童クラブの現状と課題

緊急銃猟制度の運用のあり方

□

□

これからの下呂市、日本を担う子どもたち
の教育
「ここで働きたい」と思われる市役所への取
り組み 

▲デマンドバス金山循環線



一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず
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鷲
見
昌
己
議員

す

ま
さ

み

み

　 

市
指
定
の
も
え
る
ご
み
専

用
袋
か
ら
、
無
料
も
え
る
ご

み
処
理
券
に
よ
る
排
出
方
法

に
変
更
さ
れ
た
が
、
そ
の
ね

ら
い
は
。

　 

環
境
部
長

　
各
家
庭
に
お
い
て
、
も
え
る
ご

み
の
排
出
を
無
料
配
布
数
内
で
抑

え
よ
う
と
す
る
意
識
が
作
用
し
、

分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
き
っ
か
け

と
な
り
、
ご
み
の
減
量
化
や
資
源

化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　 

処
理
券
の
製
作 

・
発
送
等

に
は
、
約
9
3
0
万
円
を
要

し
、
年
度
替
わ
り
に
は
期
限

切
れ
処
理
券
の
使
用
の
ト
ラ

ブ
ル
も
多
い
。
家
庭
ご
み
の

減
量
化
を
目
指
す
に
は
、
処

理
券
に
よ
る
排
出
よ
り
、
出

口
戦
略
が
重
要
で
は
。

　 

環
境
部
長

　
回
収
し
た
廃
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と

空
き
缶
類
は
、
資
源
と
し
て
売
却

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、Ｐ
Ｔ
Ａ
等

に
よ
り
、
新
聞
や
雑
誌
、
段
ボ
ー

ル
、
衣
類
、
ア
ル
ミ
缶
等
の
資
源

回
収
が
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

生
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
生
ご
み

処
理
機
購
入
費
補
助
制
度
の
創
設

や
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
活
用

講
座
開
催
等
の
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
減
量
化
推
進
に
は
、
廃

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外
の
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
製
品
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
分
別
回
収
と
資
源
化

ル
ー
ト
の
確
立
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

家庭ごみの減量化・資源化に向けて家庭ごみの減量化・資源化に向けて家庭ごみの減量化・資源化に向けて
問問 答

答

「下呂温泉合掌村」の魅力発信を「下呂温泉合掌村」の魅力発信を「下呂温泉合掌村」の魅力発信を
　 

令
和
２
年
に
元
職
員
に
よ

る
不
正
な
使
途
不
明
金
事
件

が
発
覚
し
、
市
を
揺
る
が
す

大
問
題
と
な
っ
た
。
事
件
に

よ
る
欠
損
金
の
処
理
経
過
と

現
状
は
。

　 

観
光
商
工
部
長

　
事
件
発
覚
に
伴
い
、
令
和
２
年

度
に
２
億
6
5
2
7
万
2
9
0
5

円
の
特
別
損
失
を
計
上
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
入
場
者
数
が
前
年
度

の
半
分
以
下
に
落
ち
込
ん
だ
こ
と

で
営
業
損
失
が
発
生
し
、
１
億

1
7
7
万
5
1
1
円
の
未
処
理
欠

損
金 

（
赤
字
）
を
抱
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
も
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
は
続
き
、
入
場
者

数
の
回
復
が
進
ま
ず
、
令
和
４
年

度
に
よ
う
や
く
回
復
の
兆
し
が
見

え
始
め
、
入
場
者
数
は
徐
々
に
増

加
、
未
処
理
欠
損
金
は
令
和
５
年

度
末
に
約
5
0
3
8
万
円
ま
で
減

少
し
、
経
営
も
安
定
し
て
き
ま
し

た
。
令
和
６
年
度
に
は
、
入
場
者

数
が
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回

復
し
、
約
5
3
3
4
万
円
の
純
利

益
を
計
上
し
た
結
果
、
未
処
理
欠

損
金
を
解
消
し
、
約
2
9
6
万
円

の
利
益
剰
余
金
を
出
す
こ
と
に
な

り
、
黒
字
化
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
黒
字
経
営
を
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、入
場
者
数
の
回
復
と
、

積
極
的
な
観
光
宣
伝
お
よ
び
徹
底

し
た
経
費
削
減
と
業
務
の
内
製
化

が
実
を
結
ん
だ
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

問答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

下
呂
市
で
働
き
た
い
と
考

え
る
方
に
対
す
る
就
職
支
援

制
度
、
ま
た
、
他
に
仕
事
を

持
ち
な
が
ら
農
業
を
営
む
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
半
農
半
Ｘ

や
、
メ
イ
ン
の
仕
事
と
サ
ブ

の
仕
事
を
掛
け
持
ち
す
る
ダ

ブ
ル
ワ
ー
ク
な
ど
、
柔
軟
な

働
き
方
を
支
援
す
る
制
度
創

出
の
考
え
は
。

　 

観
光
商
工
部
長

　
市
と
し
て
は
、
市
内
事
業
所
の

雇
用
確
保
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
最
優
先
に
進
め
て
お
り
、
現
時

点
で
は
、
半
農
半
Ｘ
や
ダ
ブ
ル

ワ
ー
ク
に
係
る
雇
用
支
援
制
度
の

創
出
に
向
け
た
具
体
的
な
検
討
ま

で
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
テ
レ
ワ
ー

ク
を
導
入
す
る
企
業
や
、
副
業 

・

兼
業
を
容
認
す
る
地
元
企
業
を
把

握
の
上
、
関
係
事
業
所
や
商
工
会

等
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
、
下
呂

市
に
見
合
っ
た
働
き
方
を
創
出
す

る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
度
か
ら
始
ま
る
奨

学
資
金
貸
与
制
度 

（
下
呂
市
み
ら

い
奨
学
金
）
に
お
い
て
、
下
呂
市

に
帰
郷
し
生
活
す
る
若
者
に
対
す

る
返
済
金
支
援
制
度
を
現
在
検
討

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
下
呂
市

で
働
き
た
い
と
考
え
る
き
っ
か
け

や
支
援
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

誰もが地元で働き、暮らし続けられるために誰もが地元で働き、暮らし続けられるために誰もが地元で働き、暮らし続けられるために

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

問答

女性が安心して働き、暮らせる地域を目指して女性が安心して働き、暮らせる地域を目指して女性が安心して働き、暮らせる地域を目指して
　 

今
年
度
の
民
生
教
育
ま
ち

づ
く
り
常
任
委
員
会
活
動
方

針
に「
女
性
が
活
躍
す
る
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
調
査
研
究
」
を
掲
げ
て
い

る
。
女
性
活
躍
推
進
に
向
け

た
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
令
和
５
年
か
ら
10
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る 

「
下
呂
市
女
性
の
活

躍
推
進
計
画
」で
は
、女
性
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
、
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
、
女
性
が
自
由
に
輝

け
る
社
会
づ
く
り
を
３
つ
の
柱
と

し
て
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
は
、
令
和
７
年
度
か
ら

始
ま
っ
た 

「
下
呂
市
第
三
次
総
合

計
画
」
と
も
整
合
し
て
お
り
、
女

性
活
躍
推
進
に
向
け
た
事
業
者
と

の
連
携
強
化
や
、
新
し
い
働
き
方

へ
の
支
援
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。

　
今
後
も
各
地
域
が
も
っ
と
元
気

に
な
る
た
め
に
国
が
示
す 

「
地
方

創
生
2.0
」
の
方
向
性
と
合
致
さ
せ

な
が
ら
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
は
、
７
月
17
日

と
９
月
25
日
に
県
の
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
子
育
て
支
援
相
談

員
の
協
力
の
も
と
、
子
育
て
に
関

す
る
講
座 

「
キ
ャ
リ
ナ
ビ
」
を
開

催
し
、
さ
ら
に
、
あ
い
お
い
ニ
ッ

セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
と

連
携
し
、
12
月
に 

「
女
性
活
躍
推

進
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
予
定
で
す
。

問答

中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

▲下呂市女性の活躍推進計画

▲下呂温泉合掌村

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず
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鷲
見
昌
己
議員

す

ま
さ

み

み

　 

市
指
定
の
も
え
る
ご
み
専

用
袋
か
ら
、
無
料
も
え
る
ご

み
処
理
券
に
よ
る
排
出
方
法

に
変
更
さ
れ
た
が
、
そ
の
ね

ら
い
は
。

　 

環
境
部
長

　
各
家
庭
に
お
い
て
、
も
え
る
ご

み
の
排
出
を
無
料
配
布
数
内
で
抑

え
よ
う
と
す
る
意
識
が
作
用
し
、

分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
き
っ
か
け

と
な
り
、
ご
み
の
減
量
化
や
資
源

化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　 

処
理
券
の
製
作 

・
発
送
等

に
は
、
約
9
3
0
万
円
を
要

し
、
年
度
替
わ
り
に
は
期
限

切
れ
処
理
券
の
使
用
の
ト
ラ

ブ
ル
も
多
い
。
家
庭
ご
み
の

減
量
化
を
目
指
す
に
は
、
処

理
券
に
よ
る
排
出
よ
り
、
出

口
戦
略
が
重
要
で
は
。

　 

環
境
部
長

　
回
収
し
た
廃
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と

空
き
缶
類
は
、
資
源
と
し
て
売
却

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、Ｐ
Ｔ
Ａ
等

に
よ
り
、
新
聞
や
雑
誌
、
段
ボ
ー

ル
、
衣
類
、
ア
ル
ミ
缶
等
の
資
源

回
収
が
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

生
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
生
ご
み

処
理
機
購
入
費
補
助
制
度
の
創
設

や
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
活
用

講
座
開
催
等
の
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
減
量
化
推
進
に
は
、
廃

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外
の
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
製
品
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
分
別
回
収
と
資
源
化

ル
ー
ト
の
確
立
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

家庭ごみの減量化・資源化に向けて家庭ごみの減量化・資源化に向けて家庭ごみの減量化・資源化に向けて
問問 答

答

「下呂温泉合掌村」の魅力発信を「下呂温泉合掌村」の魅力発信を「下呂温泉合掌村」の魅力発信を
　 

令
和
２
年
に
元
職
員
に
よ

る
不
正
な
使
途
不
明
金
事
件

が
発
覚
し
、
市
を
揺
る
が
す

大
問
題
と
な
っ
た
。
事
件
に

よ
る
欠
損
金
の
処
理
経
過
と

現
状
は
。

　 

観
光
商
工
部
長

　
事
件
発
覚
に
伴
い
、
令
和
２
年

度
に
２
億
6
5
2
7
万
2
9
0
5

円
の
特
別
損
失
を
計
上
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
入
場
者
数
が
前
年
度

の
半
分
以
下
に
落
ち
込
ん
だ
こ
と

で
営
業
損
失
が
発
生
し
、
１
億

1
7
7
万
5
1
1
円
の
未
処
理
欠

損
金 

（
赤
字
）
を
抱
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
も
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
は
続
き
、
入
場
者

数
の
回
復
が
進
ま
ず
、
令
和
４
年

度
に
よ
う
や
く
回
復
の
兆
し
が
見

え
始
め
、
入
場
者
数
は
徐
々
に
増

加
、
未
処
理
欠
損
金
は
令
和
５
年

度
末
に
約
5
0
3
8
万
円
ま
で
減

少
し
、
経
営
も
安
定
し
て
き
ま
し

た
。
令
和
６
年
度
に
は
、
入
場
者

数
が
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回

復
し
、
約
5
3
3
4
万
円
の
純
利

益
を
計
上
し
た
結
果
、
未
処
理
欠

損
金
を
解
消
し
、
約
2
9
6
万
円

の
利
益
剰
余
金
を
出
す
こ
と
に
な

り
、
黒
字
化
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
黒
字
経
営
を
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、入
場
者
数
の
回
復
と
、

積
極
的
な
観
光
宣
伝
お
よ
び
徹
底

し
た
経
費
削
減
と
業
務
の
内
製
化

が
実
を
結
ん
だ
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

問答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

下
呂
市
で
働
き
た
い
と
考

え
る
方
に
対
す
る
就
職
支
援

制
度
、
ま
た
、
他
に
仕
事
を

持
ち
な
が
ら
農
業
を
営
む
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
半
農
半
Ｘ

や
、
メ
イ
ン
の
仕
事
と
サ
ブ

の
仕
事
を
掛
け
持
ち
す
る
ダ

ブ
ル
ワ
ー
ク
な
ど
、
柔
軟
な

働
き
方
を
支
援
す
る
制
度
創

出
の
考
え
は
。

　 

観
光
商
工
部
長

　
市
と
し
て
は
、
市
内
事
業
所
の

雇
用
確
保
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
最
優
先
に
進
め
て
お
り
、
現
時

点
で
は
、
半
農
半
Ｘ
や
ダ
ブ
ル

ワ
ー
ク
に
係
る
雇
用
支
援
制
度
の

創
出
に
向
け
た
具
体
的
な
検
討
ま

で
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
テ
レ
ワ
ー

ク
を
導
入
す
る
企
業
や
、
副
業 

・

兼
業
を
容
認
す
る
地
元
企
業
を
把

握
の
上
、
関
係
事
業
所
や
商
工
会

等
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
、
下
呂

市
に
見
合
っ
た
働
き
方
を
創
出
す

る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
度
か
ら
始
ま
る
奨

学
資
金
貸
与
制
度 

（
下
呂
市
み
ら

い
奨
学
金
）
に
お
い
て
、
下
呂
市

に
帰
郷
し
生
活
す
る
若
者
に
対
す

る
返
済
金
支
援
制
度
を
現
在
検
討

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
下
呂
市

で
働
き
た
い
と
考
え
る
き
っ
か
け

や
支
援
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

誰もが地元で働き、暮らし続けられるために誰もが地元で働き、暮らし続けられるために誰もが地元で働き、暮らし続けられるために

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

問答

女性が安心して働き、暮らせる地域を目指して女性が安心して働き、暮らせる地域を目指して女性が安心して働き、暮らせる地域を目指して
　 

今
年
度
の
民
生
教
育
ま
ち

づ
く
り
常
任
委
員
会
活
動
方

針
に「
女
性
が
活
躍
す
る
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
調
査
研
究
」
を
掲
げ
て
い

る
。
女
性
活
躍
推
進
に
向
け

た
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
令
和
５
年
か
ら
10
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る 

「
下
呂
市
女
性
の
活

躍
推
進
計
画
」で
は
、女
性
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
、
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
、
女
性
が
自
由
に
輝

け
る
社
会
づ
く
り
を
３
つ
の
柱
と

し
て
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
は
、
令
和
７
年
度
か
ら

始
ま
っ
た 

「
下
呂
市
第
三
次
総
合

計
画
」
と
も
整
合
し
て
お
り
、
女

性
活
躍
推
進
に
向
け
た
事
業
者
と

の
連
携
強
化
や
、
新
し
い
働
き
方

へ
の
支
援
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。

　
今
後
も
各
地
域
が
も
っ
と
元
気

に
な
る
た
め
に
国
が
示
す 

「
地
方

創
生
2.0
」
の
方
向
性
と
合
致
さ
せ

な
が
ら
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
は
、
７
月
17
日

と
９
月
25
日
に
県
の
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
子
育
て
支
援
相
談

員
の
協
力
の
も
と
、
子
育
て
に
関

す
る
講
座 

「
キ
ャ
リ
ナ
ビ
」
を
開

催
し
、
さ
ら
に
、
あ
い
お
い
ニ
ッ

セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
と

連
携
し
、
12
月
に 

「
女
性
活
躍
推

進
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
予
定
で
す
。

問答

中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

▲下呂市女性の活躍推進計画

▲下呂温泉合掌村



一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず
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鷲
見
昌
己
議員

す

ま
さ

み

み

　 

市
指
定
の
も
え
る
ご
み
専

用
袋
か
ら
、
無
料
も
え
る
ご

み
処
理
券
に
よ
る
排
出
方
法

に
変
更
さ
れ
た
が
、
そ
の
ね

ら
い
は
。

　 

環
境
部
長

　
各
家
庭
に
お
い
て
、
も
え
る
ご

み
の
排
出
を
無
料
配
布
数
内
で
抑

え
よ
う
と
す
る
意
識
が
作
用
し
、

分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
き
っ
か
け

と
な
り
、
ご
み
の
減
量
化
や
資
源

化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　 

処
理
券
の
製
作 

・
発
送
等

に
は
、
約
9
3
0
万
円
を
要

し
、
年
度
替
わ
り
に
は
期
限

切
れ
処
理
券
の
使
用
の
ト
ラ

ブ
ル
も
多
い
。
家
庭
ご
み
の

減
量
化
を
目
指
す
に
は
、
処

理
券
に
よ
る
排
出
よ
り
、
出

口
戦
略
が
重
要
で
は
。

　 

環
境
部
長

　
回
収
し
た
廃
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と

空
き
缶
類
は
、
資
源
と
し
て
売
却

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、Ｐ
Ｔ
Ａ
等

に
よ
り
、
新
聞
や
雑
誌
、
段
ボ
ー

ル
、
衣
類
、
ア
ル
ミ
缶
等
の
資
源

回
収
が
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

生
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
生
ご
み

処
理
機
購
入
費
補
助
制
度
の
創
設

や
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
活
用

講
座
開
催
等
の
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
減
量
化
推
進
に
は
、
廃

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外
の
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
製
品
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
分
別
回
収
と
資
源
化

ル
ー
ト
の
確
立
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

家庭ごみの減量化・資源化に向けて家庭ごみの減量化・資源化に向けて家庭ごみの減量化・資源化に向けて
問問 答

答

「下呂温泉合掌村」の魅力発信を「下呂温泉合掌村」の魅力発信を「下呂温泉合掌村」の魅力発信を
　 

令
和
２
年
に
元
職
員
に
よ

る
不
正
な
使
途
不
明
金
事
件

が
発
覚
し
、
市
を
揺
る
が
す

大
問
題
と
な
っ
た
。
事
件
に

よ
る
欠
損
金
の
処
理
経
過
と

現
状
は
。

　 

観
光
商
工
部
長

　
事
件
発
覚
に
伴
い
、
令
和
２
年

度
に
２
億
6
5
2
7
万
2
9
0
5

円
の
特
別
損
失
を
計
上
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
入
場
者
数
が
前
年
度

の
半
分
以
下
に
落
ち
込
ん
だ
こ
と

で
営
業
損
失
が
発
生
し
、
１
億

1
7
7
万
5
1
1
円
の
未
処
理
欠

損
金 

（
赤
字
）
を
抱
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
も
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
は
続
き
、
入
場
者

数
の
回
復
が
進
ま
ず
、
令
和
４
年

度
に
よ
う
や
く
回
復
の
兆
し
が
見

え
始
め
、
入
場
者
数
は
徐
々
に
増

加
、
未
処
理
欠
損
金
は
令
和
５
年

度
末
に
約
5
0
3
8
万
円
ま
で
減

少
し
、
経
営
も
安
定
し
て
き
ま
し

た
。
令
和
６
年
度
に
は
、
入
場
者

数
が
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回

復
し
、
約
5
3
3
4
万
円
の
純
利

益
を
計
上
し
た
結
果
、
未
処
理
欠

損
金
を
解
消
し
、
約
2
9
6
万
円

の
利
益
剰
余
金
を
出
す
こ
と
に
な

り
、
黒
字
化
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
黒
字
経
営
を
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、入
場
者
数
の
回
復
と
、

積
極
的
な
観
光
宣
伝
お
よ
び
徹
底

し
た
経
費
削
減
と
業
務
の
内
製
化

が
実
を
結
ん
だ
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

問答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

下
呂
市
で
働
き
た
い
と
考

え
る
方
に
対
す
る
就
職
支
援

制
度
、
ま
た
、
他
に
仕
事
を

持
ち
な
が
ら
農
業
を
営
む
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
半
農
半
Ｘ

や
、
メ
イ
ン
の
仕
事
と
サ
ブ

の
仕
事
を
掛
け
持
ち
す
る
ダ

ブ
ル
ワ
ー
ク
な
ど
、
柔
軟
な

働
き
方
を
支
援
す
る
制
度
創

出
の
考
え
は
。

　 

観
光
商
工
部
長

　
市
と
し
て
は
、
市
内
事
業
所
の

雇
用
確
保
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
最
優
先
に
進
め
て
お
り
、
現
時

点
で
は
、
半
農
半
Ｘ
や
ダ
ブ
ル

ワ
ー
ク
に
係
る
雇
用
支
援
制
度
の

創
出
に
向
け
た
具
体
的
な
検
討
ま

で
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
テ
レ
ワ
ー

ク
を
導
入
す
る
企
業
や
、
副
業 

・

兼
業
を
容
認
す
る
地
元
企
業
を
把

握
の
上
、
関
係
事
業
所
や
商
工
会

等
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
、
下
呂

市
に
見
合
っ
た
働
き
方
を
創
出
す

る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
度
か
ら
始
ま
る
奨

学
資
金
貸
与
制
度 

（
下
呂
市
み
ら

い
奨
学
金
）
に
お
い
て
、
下
呂
市

に
帰
郷
し
生
活
す
る
若
者
に
対
す

る
返
済
金
支
援
制
度
を
現
在
検
討

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
下
呂
市

で
働
き
た
い
と
考
え
る
き
っ
か
け

や
支
援
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

誰もが地元で働き、暮らし続けられるために誰もが地元で働き、暮らし続けられるために誰もが地元で働き、暮らし続けられるために

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

問答

女性が安心して働き、暮らせる地域を目指して女性が安心して働き、暮らせる地域を目指して女性が安心して働き、暮らせる地域を目指して
　 

今
年
度
の
民
生
教
育
ま
ち

づ
く
り
常
任
委
員
会
活
動
方

針
に「
女
性
が
活
躍
す
る
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
調
査
研
究
」
を
掲
げ
て
い

る
。
女
性
活
躍
推
進
に
向
け

た
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
令
和
５
年
か
ら
10
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る 

「
下
呂
市
女
性
の
活

躍
推
進
計
画
」で
は
、女
性
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
、
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
、
女
性
が
自
由
に
輝

け
る
社
会
づ
く
り
を
３
つ
の
柱
と

し
て
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
は
、
令
和
７
年
度
か
ら

始
ま
っ
た 

「
下
呂
市
第
三
次
総
合

計
画
」
と
も
整
合
し
て
お
り
、
女

性
活
躍
推
進
に
向
け
た
事
業
者
と

の
連
携
強
化
や
、
新
し
い
働
き
方

へ
の
支
援
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。

　
今
後
も
各
地
域
が
も
っ
と
元
気

に
な
る
た
め
に
国
が
示
す 

「
地
方

創
生
2.0
」
の
方
向
性
と
合
致
さ
せ

な
が
ら
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
は
、
７
月
17
日

と
９
月
25
日
に
県
の
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
子
育
て
支
援
相
談

員
の
協
力
の
も
と
、
子
育
て
に
関

す
る
講
座 

「
キ
ャ
リ
ナ
ビ
」
を
開

催
し
、
さ
ら
に
、
あ
い
お
い
ニ
ッ

セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
と

連
携
し
、
12
月
に 

「
女
性
活
躍
推

進
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
予
定
で
す
。

問答

中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

▲下呂市女性の活躍推進計画

▲下呂温泉合掌村

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず
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鷲
見
昌
己
議員

す

ま
さ

み

み

　 

市
指
定
の
も
え
る
ご
み
専

用
袋
か
ら
、
無
料
も
え
る
ご

み
処
理
券
に
よ
る
排
出
方
法

に
変
更
さ
れ
た
が
、
そ
の
ね

ら
い
は
。

　 

環
境
部
長

　
各
家
庭
に
お
い
て
、
も
え
る
ご

み
の
排
出
を
無
料
配
布
数
内
で
抑

え
よ
う
と
す
る
意
識
が
作
用
し
、

分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
き
っ
か
け

と
な
り
、
ご
み
の
減
量
化
や
資
源

化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　 

処
理
券
の
製
作 

・
発
送
等

に
は
、
約
9
3
0
万
円
を
要

し
、
年
度
替
わ
り
に
は
期
限

切
れ
処
理
券
の
使
用
の
ト
ラ

ブ
ル
も
多
い
。
家
庭
ご
み
の

減
量
化
を
目
指
す
に
は
、
処

理
券
に
よ
る
排
出
よ
り
、
出

口
戦
略
が
重
要
で
は
。

　 

環
境
部
長

　
回
収
し
た
廃
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と

空
き
缶
類
は
、
資
源
と
し
て
売
却

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、Ｐ
Ｔ
Ａ
等

に
よ
り
、
新
聞
や
雑
誌
、
段
ボ
ー

ル
、
衣
類
、
ア
ル
ミ
缶
等
の
資
源

回
収
が
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

生
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
生
ご
み

処
理
機
購
入
費
補
助
制
度
の
創
設

や
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
活
用

講
座
開
催
等
の
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
減
量
化
推
進
に
は
、
廃

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外
の
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
製
品
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
分
別
回
収
と
資
源
化

ル
ー
ト
の
確
立
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

家庭ごみの減量化・資源化に向けて家庭ごみの減量化・資源化に向けて家庭ごみの減量化・資源化に向けて
問問 答

答

「下呂温泉合掌村」の魅力発信を「下呂温泉合掌村」の魅力発信を「下呂温泉合掌村」の魅力発信を
　 

令
和
２
年
に
元
職
員
に
よ

る
不
正
な
使
途
不
明
金
事
件

が
発
覚
し
、
市
を
揺
る
が
す

大
問
題
と
な
っ
た
。
事
件
に

よ
る
欠
損
金
の
処
理
経
過
と

現
状
は
。

　 

観
光
商
工
部
長

　
事
件
発
覚
に
伴
い
、
令
和
２
年

度
に
２
億
6
5
2
7
万
2
9
0
5

円
の
特
別
損
失
を
計
上
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
入
場
者
数
が
前
年
度

の
半
分
以
下
に
落
ち
込
ん
だ
こ
と

で
営
業
損
失
が
発
生
し
、
１
億

1
7
7
万
5
1
1
円
の
未
処
理
欠

損
金 

（
赤
字
）
を
抱
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
も
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
は
続
き
、
入
場
者

数
の
回
復
が
進
ま
ず
、
令
和
４
年

度
に
よ
う
や
く
回
復
の
兆
し
が
見

え
始
め
、
入
場
者
数
は
徐
々
に
増

加
、
未
処
理
欠
損
金
は
令
和
５
年

度
末
に
約
5
0
3
8
万
円
ま
で
減

少
し
、
経
営
も
安
定
し
て
き
ま
し

た
。
令
和
６
年
度
に
は
、
入
場
者

数
が
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回

復
し
、
約
5
3
3
4
万
円
の
純
利

益
を
計
上
し
た
結
果
、
未
処
理
欠

損
金
を
解
消
し
、
約
2
9
6
万
円

の
利
益
剰
余
金
を
出
す
こ
と
に
な

り
、
黒
字
化
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
黒
字
経
営
を
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、入
場
者
数
の
回
復
と
、

積
極
的
な
観
光
宣
伝
お
よ
び
徹
底

し
た
経
費
削
減
と
業
務
の
内
製
化

が
実
を
結
ん
だ
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

問答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

下
呂
市
で
働
き
た
い
と
考

え
る
方
に
対
す
る
就
職
支
援

制
度
、
ま
た
、
他
に
仕
事
を

持
ち
な
が
ら
農
業
を
営
む
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
半
農
半
Ｘ

や
、
メ
イ
ン
の
仕
事
と
サ
ブ

の
仕
事
を
掛
け
持
ち
す
る
ダ

ブ
ル
ワ
ー
ク
な
ど
、
柔
軟
な

働
き
方
を
支
援
す
る
制
度
創

出
の
考
え
は
。

　 

観
光
商
工
部
長

　
市
と
し
て
は
、
市
内
事
業
所
の

雇
用
確
保
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
最
優
先
に
進
め
て
お
り
、
現
時

点
で
は
、
半
農
半
Ｘ
や
ダ
ブ
ル

ワ
ー
ク
に
係
る
雇
用
支
援
制
度
の

創
出
に
向
け
た
具
体
的
な
検
討
ま

で
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
テ
レ
ワ
ー

ク
を
導
入
す
る
企
業
や
、
副
業 

・

兼
業
を
容
認
す
る
地
元
企
業
を
把

握
の
上
、
関
係
事
業
所
や
商
工
会

等
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
、
下
呂

市
に
見
合
っ
た
働
き
方
を
創
出
す

る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
度
か
ら
始
ま
る
奨

学
資
金
貸
与
制
度 

（
下
呂
市
み
ら

い
奨
学
金
）
に
お
い
て
、
下
呂
市

に
帰
郷
し
生
活
す
る
若
者
に
対
す

る
返
済
金
支
援
制
度
を
現
在
検
討

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
下
呂
市

で
働
き
た
い
と
考
え
る
き
っ
か
け

や
支
援
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

誰もが地元で働き、暮らし続けられるために誰もが地元で働き、暮らし続けられるために誰もが地元で働き、暮らし続けられるために

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

問答

女性が安心して働き、暮らせる地域を目指して女性が安心して働き、暮らせる地域を目指して女性が安心して働き、暮らせる地域を目指して
　 

今
年
度
の
民
生
教
育
ま
ち

づ
く
り
常
任
委
員
会
活
動
方

針
に「
女
性
が
活
躍
す
る
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
調
査
研
究
」
を
掲
げ
て
い

る
。
女
性
活
躍
推
進
に
向
け

た
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
令
和
５
年
か
ら
10
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る 

「
下
呂
市
女
性
の
活

躍
推
進
計
画
」で
は
、女
性
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
、
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
、
女
性
が
自
由
に
輝

け
る
社
会
づ
く
り
を
３
つ
の
柱
と

し
て
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
は
、
令
和
７
年
度
か
ら

始
ま
っ
た 

「
下
呂
市
第
三
次
総
合

計
画
」
と
も
整
合
し
て
お
り
、
女

性
活
躍
推
進
に
向
け
た
事
業
者
と

の
連
携
強
化
や
、
新
し
い
働
き
方

へ
の
支
援
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。

　
今
後
も
各
地
域
が
も
っ
と
元
気

に
な
る
た
め
に
国
が
示
す 

「
地
方

創
生
2.0
」
の
方
向
性
と
合
致
さ
せ

な
が
ら
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
は
、
７
月
17
日

と
９
月
25
日
に
県
の
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
子
育
て
支
援
相
談

員
の
協
力
の
も
と
、
子
育
て
に
関

す
る
講
座 

「
キ
ャ
リ
ナ
ビ
」
を
開

催
し
、
さ
ら
に
、
あ
い
お
い
ニ
ッ

セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
と

連
携
し
、
12
月
に 

「
女
性
活
躍
推

進
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
予
定
で
す
。

問答

中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

▲下呂市女性の活躍推進計画

▲下呂温泉合掌村
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全
国
的
に
水
道
管
の
ト
ラ

ブ
ル
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
当
市
に
お
い
て
も
大
規

模
な
事
故
こ
そ
な
い
も
の

の
、
小
規
模
な
漏
水
等
は
頻

発
し
て
い
る
が
、
近
年
の
漏

水
等
発
生
状
況
は
。
ま
た
、

人
口
減
少
に
よ
る
水
道
料
金

の
減
収
、
そ
の
一
方
で
施
設

更
新
等
の
費
用
増
大
が
見
込

ま
れ
る
中
、
水
道
料
金
改
定

が
さ
れ
た
が
、
料
金
収
入
へ

の
影
響
は
。

　 

上
下
水
道
部
長

　
漏
水
等
の
発
生
件
数
は
、
こ
こ

５
年
間
の
平
均
で
年
間
約
1
3
0

件
、
修
繕
費
用
は
、
発
生
箇
所
数

や
漏
水
場
所
、修
繕
方
法
に
よ
り
、

年
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
が
、

５
年
間
平
均
で
約
3
2
0
0
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
傾
向

と
し
て
、
本
管
の
漏
水
事
故
が
増

え
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
費
用
も

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
料
金
改
定
後
の
収
入
に
つ
い
て

は
、
改
定
前
の
令
和
５
年
度
に
２

カ
月
間
の
水
道
基
本
料
金
の
減
免

措
置
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
単
純

比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
減
免
措

置
分
を
料
金
収
入
と
し
て
換
算
し

計
算
す
る
と
、
約
2
1
0
0
万
円

の
増
収
、
増
加
率
約
3.3
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
料
金
改
定
時
に
約

５
％
の
増
収
を
目
標
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
想
定
を
上
回
る
人
口
減

少
等
に
よ
り
目
標
値
に
は
少
し
届

い
て
い
な
い
状
況
で
す
。

安全と安心を支える水道インフラの確立を安全と安心を支える水道インフラの確立を安全と安心を支える水道インフラの確立を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
基
本
条
例
に
基
づ
く
振

興
計
画
策
定
の
進
捗
状
況

と
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
や
新
た
な
挑
戦
を
後
押
し

す
る
取
り
組
み
は
。

　 

観
光
商
工
部
長

　
当
市
に
お
け
る
中
小
企
業
等
の

振
興
は
、
人
口
減
少
や
若
者
流
出

と
い
っ
た
喫
緊
の
課
題
に
対
し
、

地
域
経
済
の
持
続
性
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
極
め
て
重
要
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
中
小
企
業 

・
小
規
模
企

業
振
興
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
振

興
計
画
の
骨
子
案
を
作
成
し
、
庁

内
関
係
課
と
協
議
中
で
あ
り
、
今

後
は
、
商
工
会
や
金
融
機
関
等
の

関
係
者
か
ら
意
見
を
聞
き
、
年
内

に
素
案
を
作
成
、
年
明
け
以
降
に

具
体
化
を
進
め
、
３
月
末
の
公
表

を
目
指
し
ま
す
。

　 
市
長

　
第
三
次
総
合
計
画
に
お
い
て
も

人
口
減
少
対
策
の
課
題
の
ひ
と
つ

に
雇
用
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
企
業

の
声
を
幅
広
く
聴
く
こ
と
は
重
要

で
あ
り
、
企
業
独
自
の
問
題
や
支

援
の
要
望
を
丁
寧
に
把
握
し
、
き

め
細
か
な
伴
走
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
事
業
承
継
も
人
口
減
少
対
策
の

一
環
で
あ
り
、
商
工
会
と
連
携
し
、

小
規
模
事
業
者
が
力
を
合
わ
せ
て

発
揮
で
き
る
よ
う
、
組
織
づ
く
り

も
含
め
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地域経済の持続と新たな挑戦への後押しを地域経済の持続と新たな挑戦への後押しを地域経済の持続と新たな挑戦への後押しを

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答

答

問

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

産前産後ケアのさらなる充実に向けて産前産後ケアのさらなる充実に向けて産前産後ケアのさらなる充実に向けて
　 

市
内
で
分
娩
が
で
き
な
い

現
状
を
踏
ま
た
妊
婦
へ
の
支

援
と
し
て
、
分
娩
施
設
の
近

く
に
一
時
的
に
滞
在
す
る
際
の

宿
泊
費
用
を
補
助
す
る
制
度

導
入
の
考
え
は
。
ま
た
、
産

後
ケ
ア
の
充
実
も
望
ま
れ
る

が
、
既
存
事
業
の
状
況
は
。

　 

市
民
保
健
部
長

　
今
年
４
月
か
ら
、
妊
婦
の
緊
急

搬
送
を
サ
ポ
ー
ト
す
る 

「
マ
マ
・

サ
ポ
ー
ト
1
1
9
」
と
、
妊
婦
健

診
に
伴
う
医
療
機
関
等
へ
の
移
動

費
用
を
助
成
す
る 

「
妊
婦
健
康
診

査
等
交
通
費
助
成
」
の
運
用
を
開

始
し
、
妊
婦
さ
ん
が
安
心
し
て
出

産
を
迎
え
ら
れ
る
環
境
の
充
実
に

努
め
て
い
ま
す
。「
宿
泊
費
用
助

成
」
は
、
出
産
間
近
の
妊
婦
さ
ん

の
緊
急
時
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を

図
る
上
で
有
効
で
あ
り
、
制
度
創

設
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
内
に
住
所
を
有
す
る
１
歳
未
満

の
母
子
で
、
心
身
の
不
調
や
育
児

不
安
が
あ
り
、
家
庭
等
で
十
分
な

支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
方
を
対
象

と
し
、「
宿
泊
型
」「
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
型
」「
訪
問
型
」
の
３
類
型
に

よ
り
、
沐
浴
や
授
乳
の
指
導
と

い
っ
た
育
児
支
援
の
他
、
宿
泊
型

と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
で
は
食
事
の

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

答 問

　 

市
役
所
に
お
い
て
も
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
し

つ
つ
、
効
率
的
で
持
続
可
能

な
働
き
方
改
革
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
。
具
体
的
に
は
、

開
庁
時
間
の
短
縮
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、
そ
の
考
え
は
。

　 

総
務
部
長

　
現
在
、
開
庁
時
間
の
見
直
し
に

向
け
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
見

直
し
の
目
的
は
、
単
に
職
員
の
労

働
時
間
を
減
ら
す
た
め
の
取
り
組

み
で
は
な
く
、
窓
口
業
務
の
時
間

を
短
縮
す
る
こ
と
で
創
出
さ
れ
た

時
間
を
、
よ
り
丁
寧
な
政
策
立
案

な
ど
に
振
り
向
け
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
日
々
の
窓
口
対
応
に
追
わ
れ

る
現
状
か
ら
、
将
来
を
見
据
え
た

改
善
に
取
り
組
む
体
制
へ
と
転
換

し
、
最
終
的
に
は
市
民
の
皆
さ
ま

に
よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
開
庁
時
間
の
短
縮
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
利
便
性
が
低
下
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が

大
前
提
で
す
。
そ
の
た
め
、
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
の
さ
ら
な
る
拡
充

や
、
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
、
デ
ジ
タ
ル
機

器
に
不
慣
れ
な
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
強
化
と
い
っ
た
代
替
サ
ー

ビ
ス
の
徹
底
し
た
充
実
に
併
せ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

「ここで働きたい」と思われる市役所へ「ここで働きたい」と思われる市役所へ「ここで働きたい」と思われる市役所へ
答 問

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ

▲市役所市民サービス課窓口
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全
国
的
に
水
道
管
の
ト
ラ

ブ
ル
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
当
市
に
お
い
て
も
大
規

模
な
事
故
こ
そ
な
い
も
の

の
、
小
規
模
な
漏
水
等
は
頻

発
し
て
い
る
が
、
近
年
の
漏

水
等
発
生
状
況
は
。
ま
た
、

人
口
減
少
に
よ
る
水
道
料
金

の
減
収
、
そ
の
一
方
で
施
設

更
新
等
の
費
用
増
大
が
見
込

ま
れ
る
中
、
水
道
料
金
改
定

が
さ
れ
た
が
、
料
金
収
入
へ

の
影
響
は
。

　 

上
下
水
道
部
長

　
漏
水
等
の
発
生
件
数
は
、
こ
こ

５
年
間
の
平
均
で
年
間
約
1
3
0

件
、
修
繕
費
用
は
、
発
生
箇
所
数

や
漏
水
場
所
、修
繕
方
法
に
よ
り
、

年
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
が
、

５
年
間
平
均
で
約
3
2
0
0
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
傾
向

と
し
て
、
本
管
の
漏
水
事
故
が
増

え
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
費
用
も

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
料
金
改
定
後
の
収
入
に
つ
い
て

は
、
改
定
前
の
令
和
５
年
度
に
２

カ
月
間
の
水
道
基
本
料
金
の
減
免

措
置
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
単
純

比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
減
免
措

置
分
を
料
金
収
入
と
し
て
換
算
し

計
算
す
る
と
、
約
2
1
0
0
万
円

の
増
収
、
増
加
率
約
3.3
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
料
金
改
定
時
に
約

５
％
の
増
収
を
目
標
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
想
定
を
上
回
る
人
口
減

少
等
に
よ
り
目
標
値
に
は
少
し
届

い
て
い
な
い
状
況
で
す
。

安全と安心を支える水道インフラの確立を安全と安心を支える水道インフラの確立を安全と安心を支える水道インフラの確立を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
基
本
条
例
に
基
づ
く
振

興
計
画
策
定
の
進
捗
状
況

と
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
や
新
た
な
挑
戦
を
後
押
し

す
る
取
り
組
み
は
。

　 

観
光
商
工
部
長

　
当
市
に
お
け
る
中
小
企
業
等
の

振
興
は
、
人
口
減
少
や
若
者
流
出

と
い
っ
た
喫
緊
の
課
題
に
対
し
、

地
域
経
済
の
持
続
性
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
極
め
て
重
要
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
中
小
企
業 

・
小
規
模
企

業
振
興
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
振

興
計
画
の
骨
子
案
を
作
成
し
、
庁

内
関
係
課
と
協
議
中
で
あ
り
、
今

後
は
、
商
工
会
や
金
融
機
関
等
の

関
係
者
か
ら
意
見
を
聞
き
、
年
内

に
素
案
を
作
成
、
年
明
け
以
降
に

具
体
化
を
進
め
、
３
月
末
の
公
表

を
目
指
し
ま
す
。

　 

市
長

　
第
三
次
総
合
計
画
に
お
い
て
も

人
口
減
少
対
策
の
課
題
の
ひ
と
つ

に
雇
用
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
企
業

の
声
を
幅
広
く
聴
く
こ
と
は
重
要

で
あ
り
、
企
業
独
自
の
問
題
や
支

援
の
要
望
を
丁
寧
に
把
握
し
、
き

め
細
か
な
伴
走
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
事
業
承
継
も
人
口
減
少
対
策
の

一
環
で
あ
り
、
商
工
会
と
連
携
し
、

小
規
模
事
業
者
が
力
を
合
わ
せ
て

発
揮
で
き
る
よ
う
、
組
織
づ
く
り

も
含
め
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地域経済の持続と新たな挑戦への後押しを地域経済の持続と新たな挑戦への後押しを地域経済の持続と新たな挑戦への後押しを

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答

答

問

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

産前産後ケアのさらなる充実に向けて産前産後ケアのさらなる充実に向けて産前産後ケアのさらなる充実に向けて
　 

市
内
で
分
娩
が
で
き
な
い

現
状
を
踏
ま
た
妊
婦
へ
の
支

援
と
し
て
、
分
娩
施
設
の
近

く
に
一
時
的
に
滞
在
す
る
際
の

宿
泊
費
用
を
補
助
す
る
制
度

導
入
の
考
え
は
。
ま
た
、
産

後
ケ
ア
の
充
実
も
望
ま
れ
る

が
、
既
存
事
業
の
状
況
は
。

　 

市
民
保
健
部
長

　
今
年
４
月
か
ら
、
妊
婦
の
緊
急

搬
送
を
サ
ポ
ー
ト
す
る 

「
マ
マ
・

サ
ポ
ー
ト
1
1
9
」
と
、
妊
婦
健

診
に
伴
う
医
療
機
関
等
へ
の
移
動

費
用
を
助
成
す
る 

「
妊
婦
健
康
診

査
等
交
通
費
助
成
」
の
運
用
を
開

始
し
、
妊
婦
さ
ん
が
安
心
し
て
出

産
を
迎
え
ら
れ
る
環
境
の
充
実
に

努
め
て
い
ま
す
。「
宿
泊
費
用
助

成
」
は
、
出
産
間
近
の
妊
婦
さ
ん

の
緊
急
時
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を

図
る
上
で
有
効
で
あ
り
、
制
度
創

設
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
内
に
住
所
を
有
す
る
１
歳
未
満

の
母
子
で
、
心
身
の
不
調
や
育
児

不
安
が
あ
り
、
家
庭
等
で
十
分
な

支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
方
を
対
象

と
し
、「
宿
泊
型
」「
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
型
」「
訪
問
型
」
の
３
類
型
に

よ
り
、
沐
浴
や
授
乳
の
指
導
と

い
っ
た
育
児
支
援
の
他
、
宿
泊
型

と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
で
は
食
事
の

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

答 問

　 

市
役
所
に
お
い
て
も
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
し

つ
つ
、
効
率
的
で
持
続
可
能

な
働
き
方
改
革
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
。
具
体
的
に
は
、

開
庁
時
間
の
短
縮
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、
そ
の
考
え
は
。

　 

総
務
部
長

　
現
在
、
開
庁
時
間
の
見
直
し
に

向
け
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
見

直
し
の
目
的
は
、
単
に
職
員
の
労

働
時
間
を
減
ら
す
た
め
の
取
り
組

み
で
は
な
く
、
窓
口
業
務
の
時
間

を
短
縮
す
る
こ
と
で
創
出
さ
れ
た

時
間
を
、
よ
り
丁
寧
な
政
策
立
案

な
ど
に
振
り
向
け
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
日
々
の
窓
口
対
応
に
追
わ
れ

る
現
状
か
ら
、
将
来
を
見
据
え
た

改
善
に
取
り
組
む
体
制
へ
と
転
換

し
、
最
終
的
に
は
市
民
の
皆
さ
ま

に
よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
開
庁
時
間
の
短
縮
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
利
便
性
が
低
下
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が

大
前
提
で
す
。
そ
の
た
め
、
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
の
さ
ら
な
る
拡
充

や
、
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
、
デ
ジ
タ
ル
機

器
に
不
慣
れ
な
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
強
化
と
い
っ
た
代
替
サ
ー

ビ
ス
の
徹
底
し
た
充
実
に
併
せ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

「ここで働きたい」と思われる市役所へ「ここで働きたい」と思われる市役所へ「ここで働きたい」と思われる市役所へ
答 問

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ

▲市役所市民サービス課窓口
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全
国
的
に
水
道
管
の
ト
ラ

ブ
ル
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
当
市
に
お
い
て
も
大
規

模
な
事
故
こ
そ
な
い
も
の

の
、
小
規
模
な
漏
水
等
は
頻

発
し
て
い
る
が
、
近
年
の
漏

水
等
発
生
状
況
は
。
ま
た
、

人
口
減
少
に
よ
る
水
道
料
金

の
減
収
、
そ
の
一
方
で
施
設

更
新
等
の
費
用
増
大
が
見
込

ま
れ
る
中
、
水
道
料
金
改
定

が
さ
れ
た
が
、
料
金
収
入
へ

の
影
響
は
。

　 
上
下
水
道
部
長

　
漏
水
等
の
発
生
件
数
は
、
こ
こ

５
年
間
の
平
均
で
年
間
約
1
3
0

件
、
修
繕
費
用
は
、
発
生
箇
所
数

や
漏
水
場
所
、修
繕
方
法
に
よ
り
、

年
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
が
、

５
年
間
平
均
で
約
3
2
0
0
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
傾
向

と
し
て
、
本
管
の
漏
水
事
故
が
増

え
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
費
用
も

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
料
金
改
定
後
の
収
入
に
つ
い
て

は
、
改
定
前
の
令
和
５
年
度
に
２

カ
月
間
の
水
道
基
本
料
金
の
減
免

措
置
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
単
純

比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
減
免
措

置
分
を
料
金
収
入
と
し
て
換
算
し

計
算
す
る
と
、
約
2
1
0
0
万
円

の
増
収
、
増
加
率
約
3.3
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
料
金
改
定
時
に
約

５
％
の
増
収
を
目
標
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
想
定
を
上
回
る
人
口
減

少
等
に
よ
り
目
標
値
に
は
少
し
届

い
て
い
な
い
状
況
で
す
。

安全と安心を支える水道インフラの確立を安全と安心を支える水道インフラの確立を安全と安心を支える水道インフラの確立を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
基
本
条
例
に
基
づ
く
振

興
計
画
策
定
の
進
捗
状
況

と
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
や
新
た
な
挑
戦
を
後
押
し

す
る
取
り
組
み
は
。

　 

観
光
商
工
部
長

　
当
市
に
お
け
る
中
小
企
業
等
の

振
興
は
、
人
口
減
少
や
若
者
流
出

と
い
っ
た
喫
緊
の
課
題
に
対
し
、

地
域
経
済
の
持
続
性
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
極
め
て
重
要
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
中
小
企
業 

・
小
規
模
企

業
振
興
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
振

興
計
画
の
骨
子
案
を
作
成
し
、
庁

内
関
係
課
と
協
議
中
で
あ
り
、
今

後
は
、
商
工
会
や
金
融
機
関
等
の

関
係
者
か
ら
意
見
を
聞
き
、
年
内

に
素
案
を
作
成
、
年
明
け
以
降
に

具
体
化
を
進
め
、
３
月
末
の
公
表

を
目
指
し
ま
す
。

　 

市
長

　
第
三
次
総
合
計
画
に
お
い
て
も

人
口
減
少
対
策
の
課
題
の
ひ
と
つ

に
雇
用
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
企
業

の
声
を
幅
広
く
聴
く
こ
と
は
重
要

で
あ
り
、
企
業
独
自
の
問
題
や
支

援
の
要
望
を
丁
寧
に
把
握
し
、
き

め
細
か
な
伴
走
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
事
業
承
継
も
人
口
減
少
対
策
の

一
環
で
あ
り
、
商
工
会
と
連
携
し
、

小
規
模
事
業
者
が
力
を
合
わ
せ
て

発
揮
で
き
る
よ
う
、
組
織
づ
く
り

も
含
め
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地域経済の持続と新たな挑戦への後押しを地域経済の持続と新たな挑戦への後押しを地域経済の持続と新たな挑戦への後押しを

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答

答

問

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

産前産後ケアのさらなる充実に向けて産前産後ケアのさらなる充実に向けて産前産後ケアのさらなる充実に向けて
　 

市
内
で
分
娩
が
で
き
な
い

現
状
を
踏
ま
た
妊
婦
へ
の
支

援
と
し
て
、
分
娩
施
設
の
近

く
に
一
時
的
に
滞
在
す
る
際
の

宿
泊
費
用
を
補
助
す
る
制
度

導
入
の
考
え
は
。
ま
た
、
産

後
ケ
ア
の
充
実
も
望
ま
れ
る

が
、
既
存
事
業
の
状
況
は
。

　 

市
民
保
健
部
長

　
今
年
４
月
か
ら
、
妊
婦
の
緊
急

搬
送
を
サ
ポ
ー
ト
す
る 

「
マ
マ
・

サ
ポ
ー
ト
1
1
9
」
と
、
妊
婦
健

診
に
伴
う
医
療
機
関
等
へ
の
移
動

費
用
を
助
成
す
る 

「
妊
婦
健
康
診

査
等
交
通
費
助
成
」
の
運
用
を
開

始
し
、
妊
婦
さ
ん
が
安
心
し
て
出

産
を
迎
え
ら
れ
る
環
境
の
充
実
に

努
め
て
い
ま
す
。「
宿
泊
費
用
助

成
」
は
、
出
産
間
近
の
妊
婦
さ
ん

の
緊
急
時
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を

図
る
上
で
有
効
で
あ
り
、
制
度
創

設
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
内
に
住
所
を
有
す
る
１
歳
未
満

の
母
子
で
、
心
身
の
不
調
や
育
児

不
安
が
あ
り
、
家
庭
等
で
十
分
な

支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
方
を
対
象

と
し
、「
宿
泊
型
」「
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
型
」「
訪
問
型
」
の
３
類
型
に

よ
り
、
沐
浴
や
授
乳
の
指
導
と

い
っ
た
育
児
支
援
の
他
、
宿
泊
型

と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
で
は
食
事
の

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

答 問

　 

市
役
所
に
お
い
て
も
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
し

つ
つ
、
効
率
的
で
持
続
可
能

な
働
き
方
改
革
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
。
具
体
的
に
は
、

開
庁
時
間
の
短
縮
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、
そ
の
考
え
は
。

　 

総
務
部
長

　
現
在
、
開
庁
時
間
の
見
直
し
に

向
け
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
見

直
し
の
目
的
は
、
単
に
職
員
の
労

働
時
間
を
減
ら
す
た
め
の
取
り
組

み
で
は
な
く
、
窓
口
業
務
の
時
間

を
短
縮
す
る
こ
と
で
創
出
さ
れ
た

時
間
を
、
よ
り
丁
寧
な
政
策
立
案

な
ど
に
振
り
向
け
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
日
々
の
窓
口
対
応
に
追
わ
れ

る
現
状
か
ら
、
将
来
を
見
据
え
た

改
善
に
取
り
組
む
体
制
へ
と
転
換

し
、
最
終
的
に
は
市
民
の
皆
さ
ま

に
よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
開
庁
時
間
の
短
縮
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
利
便
性
が
低
下
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が

大
前
提
で
す
。
そ
の
た
め
、
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
の
さ
ら
な
る
拡
充

や
、
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
、
デ
ジ
タ
ル
機

器
に
不
慣
れ
な
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
強
化
と
い
っ
た
代
替
サ
ー

ビ
ス
の
徹
底
し
た
充
実
に
併
せ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

「ここで働きたい」と思われる市役所へ「ここで働きたい」と思われる市役所へ「ここで働きたい」と思われる市役所へ
答 問

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ

▲市役所市民サービス課窓口
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全
国
的
に
水
道
管
の
ト
ラ

ブ
ル
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
当
市
に
お
い
て
も
大
規

模
な
事
故
こ
そ
な
い
も
の

の
、
小
規
模
な
漏
水
等
は
頻

発
し
て
い
る
が
、
近
年
の
漏

水
等
発
生
状
況
は
。
ま
た
、

人
口
減
少
に
よ
る
水
道
料
金

の
減
収
、
そ
の
一
方
で
施
設

更
新
等
の
費
用
増
大
が
見
込

ま
れ
る
中
、
水
道
料
金
改
定

が
さ
れ
た
が
、
料
金
収
入
へ

の
影
響
は
。

　 

上
下
水
道
部
長

　
漏
水
等
の
発
生
件
数
は
、
こ
こ

５
年
間
の
平
均
で
年
間
約
1
3
0

件
、
修
繕
費
用
は
、
発
生
箇
所
数

や
漏
水
場
所
、修
繕
方
法
に
よ
り
、

年
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
が
、

５
年
間
平
均
で
約
3
2
0
0
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
傾
向

と
し
て
、
本
管
の
漏
水
事
故
が
増

え
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
費
用
も

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
料
金
改
定
後
の
収
入
に
つ
い
て

は
、
改
定
前
の
令
和
５
年
度
に
２

カ
月
間
の
水
道
基
本
料
金
の
減
免

措
置
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
単
純

比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
減
免
措

置
分
を
料
金
収
入
と
し
て
換
算
し

計
算
す
る
と
、
約
2
1
0
0
万
円

の
増
収
、
増
加
率
約
3.3
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
料
金
改
定
時
に
約

５
％
の
増
収
を
目
標
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
想
定
を
上
回
る
人
口
減

少
等
に
よ
り
目
標
値
に
は
少
し
届

い
て
い
な
い
状
況
で
す
。

安全と安心を支える水道インフラの確立を安全と安心を支える水道インフラの確立を安全と安心を支える水道インフラの確立を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
基
本
条
例
に
基
づ
く
振

興
計
画
策
定
の
進
捗
状
況

と
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
や
新
た
な
挑
戦
を
後
押
し

す
る
取
り
組
み
は
。

　 

観
光
商
工
部
長

　
当
市
に
お
け
る
中
小
企
業
等
の

振
興
は
、
人
口
減
少
や
若
者
流
出

と
い
っ
た
喫
緊
の
課
題
に
対
し
、

地
域
経
済
の
持
続
性
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
極
め
て
重
要
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
中
小
企
業 

・
小
規
模
企

業
振
興
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
振

興
計
画
の
骨
子
案
を
作
成
し
、
庁

内
関
係
課
と
協
議
中
で
あ
り
、
今

後
は
、
商
工
会
や
金
融
機
関
等
の

関
係
者
か
ら
意
見
を
聞
き
、
年
内

に
素
案
を
作
成
、
年
明
け
以
降
に

具
体
化
を
進
め
、
３
月
末
の
公
表

を
目
指
し
ま
す
。

　 

市
長

　
第
三
次
総
合
計
画
に
お
い
て
も

人
口
減
少
対
策
の
課
題
の
ひ
と
つ

に
雇
用
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
企
業

の
声
を
幅
広
く
聴
く
こ
と
は
重
要

で
あ
り
、
企
業
独
自
の
問
題
や
支

援
の
要
望
を
丁
寧
に
把
握
し
、
き

め
細
か
な
伴
走
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
事
業
承
継
も
人
口
減
少
対
策
の

一
環
で
あ
り
、
商
工
会
と
連
携
し
、

小
規
模
事
業
者
が
力
を
合
わ
せ
て

発
揮
で
き
る
よ
う
、
組
織
づ
く
り

も
含
め
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地域経済の持続と新たな挑戦への後押しを地域経済の持続と新たな挑戦への後押しを地域経済の持続と新たな挑戦への後押しを

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答

答

問

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

産前産後ケアのさらなる充実に向けて産前産後ケアのさらなる充実に向けて産前産後ケアのさらなる充実に向けて
　 

市
内
で
分
娩
が
で
き
な
い

現
状
を
踏
ま
た
妊
婦
へ
の
支

援
と
し
て
、
分
娩
施
設
の
近

く
に
一
時
的
に
滞
在
す
る
際
の

宿
泊
費
用
を
補
助
す
る
制
度

導
入
の
考
え
は
。
ま
た
、
産

後
ケ
ア
の
充
実
も
望
ま
れ
る

が
、
既
存
事
業
の
状
況
は
。

　 

市
民
保
健
部
長

　
今
年
４
月
か
ら
、
妊
婦
の
緊
急

搬
送
を
サ
ポ
ー
ト
す
る 

「
マ
マ
・

サ
ポ
ー
ト
1
1
9
」
と
、
妊
婦
健

診
に
伴
う
医
療
機
関
等
へ
の
移
動

費
用
を
助
成
す
る 

「
妊
婦
健
康
診

査
等
交
通
費
助
成
」
の
運
用
を
開

始
し
、
妊
婦
さ
ん
が
安
心
し
て
出

産
を
迎
え
ら
れ
る
環
境
の
充
実
に

努
め
て
い
ま
す
。「
宿
泊
費
用
助

成
」
は
、
出
産
間
近
の
妊
婦
さ
ん

の
緊
急
時
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を

図
る
上
で
有
効
で
あ
り
、
制
度
創

設
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
内
に
住
所
を
有
す
る
１
歳
未
満

の
母
子
で
、
心
身
の
不
調
や
育
児

不
安
が
あ
り
、
家
庭
等
で
十
分
な

支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
方
を
対
象

と
し
、「
宿
泊
型
」「
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
型
」「
訪
問
型
」
の
３
類
型
に

よ
り
、
沐
浴
や
授
乳
の
指
導
と

い
っ
た
育
児
支
援
の
他
、
宿
泊
型

と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
で
は
食
事
の

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

答 問

　 

市
役
所
に
お
い
て
も
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
し

つ
つ
、
効
率
的
で
持
続
可
能

な
働
き
方
改
革
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
。
具
体
的
に
は
、

開
庁
時
間
の
短
縮
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、
そ
の
考
え
は
。

　 

総
務
部
長

　
現
在
、
開
庁
時
間
の
見
直
し
に

向
け
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
見

直
し
の
目
的
は
、
単
に
職
員
の
労

働
時
間
を
減
ら
す
た
め
の
取
り
組

み
で
は
な
く
、
窓
口
業
務
の
時
間

を
短
縮
す
る
こ
と
で
創
出
さ
れ
た

時
間
を
、
よ
り
丁
寧
な
政
策
立
案

な
ど
に
振
り
向
け
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
日
々
の
窓
口
対
応
に
追
わ
れ

る
現
状
か
ら
、
将
来
を
見
据
え
た

改
善
に
取
り
組
む
体
制
へ
と
転
換

し
、
最
終
的
に
は
市
民
の
皆
さ
ま

に
よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
開
庁
時
間
の
短
縮
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
利
便
性
が
低
下
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が

大
前
提
で
す
。
そ
の
た
め
、
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
の
さ
ら
な
る
拡
充

や
、
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
、
デ
ジ
タ
ル
機

器
に
不
慣
れ
な
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
強
化
と
い
っ
た
代
替
サ
ー

ビ
ス
の
徹
底
し
た
充
実
に
併
せ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

「ここで働きたい」と思われる市役所へ「ここで働きたい」と思われる市役所へ「ここで働きたい」と思われる市役所へ
答 問

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ

▲市役所市民サービス課窓口
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親
子
が
安
心
し
て
遊
べ
る

場
所
と
し
て
、
公
民
館
を
開

放
で
き
な
い
か
。

　 

福
祉
部
長

　
子
育
て
中
の
保
護
者
が
孤
立
し

な
い
環
境
づ
く
り
は
、
産
後
う
つ

予
防
や
子
の
健
や
か
な
育
ち
の
た

め
の
重
要
な
課
題
で
す
。
こ
ど
も

園
を
拠
点
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、
公

民
館
を
利
用
し
限
ら
れ
た
時
間
で

の
開
設
と
な
っ
て
い
る
地
域
も
あ

り
、
利
用
し
づ
ら
い
と
い
う
声
も

お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
公
民
館
の

解
放
に
つ
い
て
単
に
場
所
を
提
供

す
る
だ
け
で
な
く
、
保
育
士
等
を

配
置
し
専
門
的
な
支
援
と
セ
ッ
ト

で
提
供
す
る
こ
と
が
孤
立
を
防
ぎ
、

支
援
強
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
。
ま
ず
は
、
子
育
て
当
事
者
の

ニ
ー
ズ
を
伺
い
、
開
設
日
数
を
増

や
す
な
ど
現
実
的
か
つ
効
果
的
な

見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　 

産
前
産
後
に
活
用
で
き
る

家
事
支
援 

・
食
事
支
援
の
考

え
は
。

　 

福
祉
部
長

　
産
前
支
援
と
し
て
の
妊
婦
へ
の

伴
走
型
相
談
支
援
や
、
産
後
支
援

と
し
て
の
乳
幼
児
全
戸
訪
問
、
産

後
ケ
ア
事
業
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
支
援
を
よ
り
充
実

さ
せ
つ
つ
、
そ
の
中
で
産
前
産
後

の
母
親
の
皆
さ
ん
の
声
を
充
分
聞

き
な
が
ら
、
家
事
支
援 

・
食
事
支

援
の
必
要
性
も
含
め
支
援
施
策
の

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

子育て支援拠点の強化と産前産後ケアの充実を子育て支援拠点の強化と産前産後ケアの充実を子育て支援拠点の強化と産前産後ケアの充実を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

答 問

尾
里
集
務
議員

お

あ
つ

む

ざ
と

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

市民の命を守る猟友会との連携強化を市民の命を守る猟友会との連携強化を市民の命を守る猟友会との連携強化を
　 

全
国
的
に
熊
等
が
市
街
地

等
に
出
没
す
る
事
案
が
急
増

し
て
い
る
中
、
鳥
獣
保
護
管

理
法
が
改
正
さ
れ
、
市
町
村

長
の
判
断
と
責
任
の
も
と

で
、
特
例
的
か
つ
迅
速
に
猟

銃
に
よ
る
捕
獲 

・
駆
除
を
可

能
に
す
る
緊
急
銃
猟
制
度
が

新
設
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
受

け
た
市
の
対
応
は
。

　 

農
林
部
長

　
７
月
に
国
が
示
し
た
緊
急
銃
猟

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
、
市
独
自

の
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
向
け

取
り
掛
か
り
、
特
に
緊
急
銃
猟
の

要
件
で
あ
る 

「
場
所 

・
緊
急
性 

・

方
法
・
安
全
の
確
保
」
を
満
た
し
、

い
か
に
正
確
か
つ
迅
速
に
対
応
で

き
る
か
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
緊
急
銃
猟
に
お
い
て

最
前
線
に
立
つ
猟
友
会
の
皆
さ
ま

の
安
全
確
保
と
、
街
中
で
銃
を
使

用
す
る
リ
ス
ク
の
除
去
な
ど
課
題

は
多
く
、
本
来
で
あ
れ
ば
９
月
１

日
の
改
正
法
施
行
に
合
わ
せ
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
べ
き
で
し
た
が
、
完

成
に
至
っ
て
な
い
状
況
で
す
。

　
有
事
の
際
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
そ

の
ま
ま
活
用
で
き
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
が
、
猟
友
会
の
皆
さ
ま
と
会

議
を
重
ね
、
適
切
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

な
お
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
完
成
後
は
、

訓
練
等
を
実
施
し
な
が
ら
改
善
す

べ
き
点
が
無
い
か
検
証
を
行
う
予

定
で
す
。

答 問

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

管
　内
　視
　察

　
８
月
６
日
、
市
立
金
山
病
院
に
て
、
今

年
２
月
末
で
閉
鎖
さ
れ
た
４
階
の
療
養
病

棟
の
現
状
を
知
る
目
的
で
、
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　
閉
鎖
さ
れ
た
病
室
の
一
部
は
、
倉
庫
や

職
員
の
臨
時
仮
眠
室
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
使
わ
な
く
な
っ
た
医
療
用

ベ
ッ
ド
や
テ
レ
ビ
台
な
ど
が
数
多
く
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
フ
ロ
ア
に
は
特
殊
な
入
浴
設

備
が
あ
り
、
入
院
患
者
の
健
康
管
理
の
観

点
か
ら
空
調
設
備
が
継
続
し
て
稼
働
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
病
棟
閉
鎖
後

も
光
熱
費
の
削
減
が
で
き
な
い
こ
と
が
、

今
後
の
病
院
経
営
に
お
け
る
課
題
で
あ
る

と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
視
察
後
、
市
民
保
健
部
長
や
金
山
病
院

事
務
局
の
担
当
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、

県
立
下
呂
温
泉

病
院
を
は
じ
め

と
す
る
近
隣
の

医
療
機
関
と
の

連
携
を
一
層
強

化
し
、
地
域
全

体
の
医
療
提
供

体
制
の
確
保
に

努
め
て
い
く
方

針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

市立金山病院

　当議会では、議会基本条例に基づき、市民の皆さまから幅広いご意見やご提案をお気軽に出していただける仕組みとして、『議会への意見・
提案箱』を設置しています。お寄せいただきましたご意見やご提案に関しましては、調査研究課題として所管委員会へ引き継いだり、市執
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～ 市民の皆さまの声を
 　ぜひお聞かせください ～

詳細は下呂市議会ホーム
ページをご確認ください

　
下
呂
市
議
会
の
一
般
質
問
は
、「
一
括

質
問
一
括
答
弁
方
式
」
と「
一
括
質
問
個

別
答
弁
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
議
員
が
す
べ
て
の
質
問
を
ま
と

め
て
述
べ
た
後
、
市
長
等
が
答
弁
す
る
方

式
で
す
。
そ
の
た
め
、「
ど
の
質
問
へ
の

答
弁
か
分
か
り
に
く
い
」
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
議
会

を
目
指
し
、令
和
８
年
６
月
定
例
会
か
ら
、

「
一
問
一
答
方
式
」
に
変
更
し
ま
す
。

「
一
問
一
答
方
式
」
の
ポ
イ
ン
ト

★
質
問
と
答
弁
が
明
確
に

　
議
員
が
質
問
を
一
つ
ず
つ
述
べ
、
そ

れ
に
対
し
て
市
長
等
が
す
ぐ
に
答
弁
し

ま
す
。

★
議
論
の
深
堀
り

　
答
弁
を
受
け
た
後
、
さ
ら
に
再
質
問

で
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
質
問
と
答
弁
が
結
び
つ
き

や
す
く
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

議
会
の
議
論
が
よ
り
分
か
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
議
会
で
の
議
論
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
変
更

に
円
滑
に
移
行
す
る
た
め
、
今
年
の
12
月

定
例
会
と
来
年
３
月
定
例
会
は
、「
一
問

一
答
方
式
」
の
試
行
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
変
更
に
よ
り
、
議
会
で
の
や
り
取

り
が
よ
り
明
確
に
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
市
政
へ
の
関
心
が
高
ま
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
議
会
で
は
、「
多
様
な
人
材
の
議
会
へ

の
参
画
促
進
に
よ
る
議
会
の
活
性
化
」
を

議
会
改
革
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲

げ
、
こ
れ
ま
で
調
査 

・
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

◆
な
ぜ
、
今
、
改
革
が
必
要
な
の
か
？

○
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
み
、
地
域

課
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

○
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様

化
し
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
特
定
の

年
齢
層
や
性
別
、
職
業
等
に
偏
る
こ
と

な
く
、
地
域
全
体
の
あ
ら
ゆ
る
声
を
聞

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
し
、
よ
り
多
く

の
市
民
が
立
候
補
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
結
論
付
け
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
議
会
は
市
長
に
対
し
、
選

挙
運
動
費
用
の
一
部
を
市
が
負
担
す
る

（
公
営
化
）
を
要
望
し
ま
し
た
。

◆
要
望
の
具
体
的
な
内
容

○
対
象
と
な
る
選
挙
／
市
長 

・
市
議
会

議
員
選
挙

○
対
象
費
用
／
選
挙
運
動
用
の
自
動
車

使
用
料
・
ビ
ラ
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
作
成
費

○
適
用
時
期
／
次
回
市
長 

・
市
議
会
議

員
選
挙
か
ら
適
用

　
こ
の
公
営
化
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、費
用
が

軽
減
さ
れ
、こ
れ
ま
で
費
用
負
担
で
ち
ゅ
う

ち
ょ
し
て
い
た
方
も
、立
候
補
し
や
す
く
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
般
質
問
の
方
法
が

変
わ
り
ま
す

政
治
へ
の
多
様
な
人
材
の

参
画
に
向
け
た
環
境
整
備
を
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親
子
が
安
心
し
て
遊
べ
る

場
所
と
し
て
、
公
民
館
を
開

放
で
き
な
い
か
。

　 

福
祉
部
長

　
子
育
て
中
の
保
護
者
が
孤
立
し

な
い
環
境
づ
く
り
は
、
産
後
う
つ

予
防
や
子
の
健
や
か
な
育
ち
の
た

め
の
重
要
な
課
題
で
す
。
こ
ど
も

園
を
拠
点
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、
公

民
館
を
利
用
し
限
ら
れ
た
時
間
で

の
開
設
と
な
っ
て
い
る
地
域
も
あ

り
、
利
用
し
づ
ら
い
と
い
う
声
も

お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
公
民
館
の

解
放
に
つ
い
て
単
に
場
所
を
提
供

す
る
だ
け
で
な
く
、
保
育
士
等
を

配
置
し
専
門
的
な
支
援
と
セ
ッ
ト

で
提
供
す
る
こ
と
が
孤
立
を
防
ぎ
、

支
援
強
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
。
ま
ず
は
、
子
育
て
当
事
者
の

ニ
ー
ズ
を
伺
い
、
開
設
日
数
を
増

や
す
な
ど
現
実
的
か
つ
効
果
的
な

見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　 

産
前
産
後
に
活
用
で
き
る

家
事
支
援 

・
食
事
支
援
の
考

え
は
。

　 

福
祉
部
長

　
産
前
支
援
と
し
て
の
妊
婦
へ
の

伴
走
型
相
談
支
援
や
、
産
後
支
援

と
し
て
の
乳
幼
児
全
戸
訪
問
、
産

後
ケ
ア
事
業
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
支
援
を
よ
り
充
実

さ
せ
つ
つ
、
そ
の
中
で
産
前
産
後

の
母
親
の
皆
さ
ん
の
声
を
充
分
聞

き
な
が
ら
、
家
事
支
援 

・
食
事
支

援
の
必
要
性
も
含
め
支
援
施
策
の

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

子育て支援拠点の強化と産前産後ケアの充実を子育て支援拠点の強化と産前産後ケアの充実を子育て支援拠点の強化と産前産後ケアの充実を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

答 問

尾
里
集
務
議員

お

あ
つ

む

ざ
と

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

市民の命を守る猟友会との連携強化を市民の命を守る猟友会との連携強化を市民の命を守る猟友会との連携強化を
　 

全
国
的
に
熊
等
が
市
街
地

等
に
出
没
す
る
事
案
が
急
増

し
て
い
る
中
、
鳥
獣
保
護
管

理
法
が
改
正
さ
れ
、
市
町
村

長
の
判
断
と
責
任
の
も
と

で
、
特
例
的
か
つ
迅
速
に
猟

銃
に
よ
る
捕
獲 

・
駆
除
を
可

能
に
す
る
緊
急
銃
猟
制
度
が

新
設
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
受

け
た
市
の
対
応
は
。

　 

農
林
部
長

　
７
月
に
国
が
示
し
た
緊
急
銃
猟

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
、
市
独
自

の
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
向
け

取
り
掛
か
り
、
特
に
緊
急
銃
猟
の

要
件
で
あ
る 

「
場
所 

・
緊
急
性 

・

方
法
・
安
全
の
確
保
」
を
満
た
し
、

い
か
に
正
確
か
つ
迅
速
に
対
応
で

き
る
か
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
緊
急
銃
猟
に
お
い
て

最
前
線
に
立
つ
猟
友
会
の
皆
さ
ま

の
安
全
確
保
と
、
街
中
で
銃
を
使

用
す
る
リ
ス
ク
の
除
去
な
ど
課
題

は
多
く
、
本
来
で
あ
れ
ば
９
月
１

日
の
改
正
法
施
行
に
合
わ
せ
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
べ
き
で
し
た
が
、
完

成
に
至
っ
て
な
い
状
況
で
す
。

　
有
事
の
際
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
そ

の
ま
ま
活
用
で
き
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
が
、
猟
友
会
の
皆
さ
ま
と
会

議
を
重
ね
、
適
切
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

な
お
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
完
成
後
は
、

訓
練
等
を
実
施
し
な
が
ら
改
善
す

べ
き
点
が
無
い
か
検
証
を
行
う
予

定
で
す
。

答 問

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

管
　内
　視
　察

　
８
月
６
日
、
市
立
金
山
病
院
に
て
、
今

年
２
月
末
で
閉
鎖
さ
れ
た
４
階
の
療
養
病

棟
の
現
状
を
知
る
目
的
で
、
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　
閉
鎖
さ
れ
た
病
室
の
一
部
は
、
倉
庫
や

職
員
の
臨
時
仮
眠
室
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
使
わ
な
く
な
っ
た
医
療
用

ベ
ッ
ド
や
テ
レ
ビ
台
な
ど
が
数
多
く
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
フ
ロ
ア
に
は
特
殊
な
入
浴
設

備
が
あ
り
、
入
院
患
者
の
健
康
管
理
の
観

点
か
ら
空
調
設
備
が
継
続
し
て
稼
働
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
病
棟
閉
鎖
後

も
光
熱
費
の
削
減
が
で
き
な
い
こ
と
が
、

今
後
の
病
院
経
営
に
お
け
る
課
題
で
あ
る

と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
視
察
後
、
市
民
保
健
部
長
や
金
山
病
院

事
務
局
の
担
当
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、

県
立
下
呂
温
泉

病
院
を
は
じ
め

と
す
る
近
隣
の

医
療
機
関
と
の

連
携
を
一
層
強

化
し
、
地
域
全

体
の
医
療
提
供

体
制
の
確
保
に

努
め
て
い
く
方

針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

市立金山病院

　当議会では、議会基本条例に基づき、市民の皆さまから幅広いご意見やご提案をお気軽に出していただける仕組みとして、『議会への意見・
提案箱』を設置しています。お寄せいただきましたご意見やご提案に関しましては、調査研究課題として所管委員会へ引き継いだり、市執
行部に必要な対応を要請したり、市民の皆さまの貴重な声を反映した政策提言へとつなげるよう努めていきたいと考えています。

あなたの声をお気軽に
お寄せください 下呂市議会への意見・提案箱下呂市議会への意見・提案箱

◆提出方法
①インターネットによる提出
右記の二次元コードから意見・提案フォームにアクセスのうえ、直接入力してください。
②郵便による提出
任意の用紙に、お住まいの地域（小坂・萩原・下呂・金山・馬瀬の別）、年代、ご意見・ご提案をご記入の上、お送りください。
③ファックスによる提出
②と同様、任意の用紙にご記入のうえ、議会事務局（ファックス番号0576-25-2833）まで送信してください。

～ 市民の皆さまの声を
 　ぜひお聞かせください ～

詳細は下呂市議会ホーム
ページをご確認ください

　
下
呂
市
議
会
の
一
般
質
問
は
、「
一
括

質
問
一
括
答
弁
方
式
」
と「
一
括
質
問
個

別
答
弁
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
議
員
が
す
べ
て
の
質
問
を
ま
と

め
て
述
べ
た
後
、
市
長
等
が
答
弁
す
る
方

式
で
す
。
そ
の
た
め
、「
ど
の
質
問
へ
の

答
弁
か
分
か
り
に
く
い
」
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
議
会

を
目
指
し
、令
和
８
年
６
月
定
例
会
か
ら
、

「
一
問
一
答
方
式
」
に
変
更
し
ま
す
。

「
一
問
一
答
方
式
」
の
ポ
イ
ン
ト

★
質
問
と
答
弁
が
明
確
に

　
議
員
が
質
問
を
一
つ
ず
つ
述
べ
、
そ

れ
に
対
し
て
市
長
等
が
す
ぐ
に
答
弁
し

ま
す
。

★
議
論
の
深
堀
り

　
答
弁
を
受
け
た
後
、
さ
ら
に
再
質
問

で
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
質
問
と
答
弁
が
結
び
つ
き

や
す
く
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

議
会
の
議
論
が
よ
り
分
か
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
議
会
で
の
議
論
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
変
更

に
円
滑
に
移
行
す
る
た
め
、
今
年
の
12
月

定
例
会
と
来
年
３
月
定
例
会
は
、「
一
問

一
答
方
式
」
の
試
行
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
変
更
に
よ
り
、
議
会
で
の
や
り
取

り
が
よ
り
明
確
に
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
市
政
へ
の
関
心
が
高
ま
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
議
会
で
は
、「
多
様
な
人
材
の
議
会
へ

の
参
画
促
進
に
よ
る
議
会
の
活
性
化
」
を

議
会
改
革
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲

げ
、
こ
れ
ま
で
調
査 

・
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

◆
な
ぜ
、
今
、
改
革
が
必
要
な
の
か
？

○
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
み
、
地
域

課
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

○
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様

化
し
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
特
定
の

年
齢
層
や
性
別
、
職
業
等
に
偏
る
こ
と

な
く
、
地
域
全
体
の
あ
ら
ゆ
る
声
を
聞

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
し
、
よ
り
多
く

の
市
民
が
立
候
補
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
結
論
付
け
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
議
会
は
市
長
に
対
し
、
選

挙
運
動
費
用
の
一
部
を
市
が
負
担
す
る

（
公
営
化
）
を
要
望
し
ま
し
た
。

◆
要
望
の
具
体
的
な
内
容

○
対
象
と
な
る
選
挙
／
市
長 

・
市
議
会

議
員
選
挙

○
対
象
費
用
／
選
挙
運
動
用
の
自
動
車

使
用
料
・
ビ
ラ
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
作
成
費

○
適
用
時
期
／
次
回
市
長 

・
市
議
会
議

員
選
挙
か
ら
適
用

　
こ
の
公
営
化
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、費
用
が

軽
減
さ
れ
、こ
れ
ま
で
費
用
負
担
で
ち
ゅ
う

ち
ょ
し
て
い
た
方
も
、立
候
補
し
や
す
く
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
般
質
問
の
方
法
が

変
わ
り
ま
す

政
治
へ
の
多
様
な
人
材
の

参
画
に
向
け
た
環
境
整
備
を
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親
子
が
安
心
し
て
遊
べ
る

場
所
と
し
て
、
公
民
館
を
開

放
で
き
な
い
か
。

　 

福
祉
部
長

　
子
育
て
中
の
保
護
者
が
孤
立
し

な
い
環
境
づ
く
り
は
、
産
後
う
つ

予
防
や
子
の
健
や
か
な
育
ち
の
た

め
の
重
要
な
課
題
で
す
。
こ
ど
も

園
を
拠
点
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、
公

民
館
を
利
用
し
限
ら
れ
た
時
間
で

の
開
設
と
な
っ
て
い
る
地
域
も
あ

り
、
利
用
し
づ
ら
い
と
い
う
声
も

お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
公
民
館
の

解
放
に
つ
い
て
単
に
場
所
を
提
供

す
る
だ
け
で
な
く
、
保
育
士
等
を

配
置
し
専
門
的
な
支
援
と
セ
ッ
ト

で
提
供
す
る
こ
と
が
孤
立
を
防
ぎ
、

支
援
強
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
。
ま
ず
は
、
子
育
て
当
事
者
の

ニ
ー
ズ
を
伺
い
、
開
設
日
数
を
増

や
す
な
ど
現
実
的
か
つ
効
果
的
な

見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　 

産
前
産
後
に
活
用
で
き
る

家
事
支
援 

・
食
事
支
援
の
考

え
は
。

　 

福
祉
部
長

　
産
前
支
援
と
し
て
の
妊
婦
へ
の

伴
走
型
相
談
支
援
や
、
産
後
支
援

と
し
て
の
乳
幼
児
全
戸
訪
問
、
産

後
ケ
ア
事
業
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
支
援
を
よ
り
充
実

さ
せ
つ
つ
、
そ
の
中
で
産
前
産
後

の
母
親
の
皆
さ
ん
の
声
を
充
分
聞

き
な
が
ら
、
家
事
支
援 

・
食
事
支

援
の
必
要
性
も
含
め
支
援
施
策
の

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

子育て支援拠点の強化と産前産後ケアの充実を子育て支援拠点の強化と産前産後ケアの充実を子育て支援拠点の強化と産前産後ケアの充実を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

答 問

尾
里
集
務
議員

お

あ
つ

む

ざ
と

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

市民の命を守る猟友会との連携強化を市民の命を守る猟友会との連携強化を市民の命を守る猟友会との連携強化を
　 

全
国
的
に
熊
等
が
市
街
地

等
に
出
没
す
る
事
案
が
急
増

し
て
い
る
中
、
鳥
獣
保
護
管

理
法
が
改
正
さ
れ
、
市
町
村

長
の
判
断
と
責
任
の
も
と

で
、
特
例
的
か
つ
迅
速
に
猟

銃
に
よ
る
捕
獲 

・
駆
除
を
可

能
に
す
る
緊
急
銃
猟
制
度
が

新
設
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
受

け
た
市
の
対
応
は
。

　 

農
林
部
長

　
７
月
に
国
が
示
し
た
緊
急
銃
猟

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
、
市
独
自

の
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
向
け

取
り
掛
か
り
、
特
に
緊
急
銃
猟
の

要
件
で
あ
る 

「
場
所 

・
緊
急
性 

・

方
法
・
安
全
の
確
保
」
を
満
た
し
、

い
か
に
正
確
か
つ
迅
速
に
対
応
で

き
る
か
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
緊
急
銃
猟
に
お
い
て

最
前
線
に
立
つ
猟
友
会
の
皆
さ
ま

の
安
全
確
保
と
、
街
中
で
銃
を
使

用
す
る
リ
ス
ク
の
除
去
な
ど
課
題

は
多
く
、
本
来
で
あ
れ
ば
９
月
１

日
の
改
正
法
施
行
に
合
わ
せ
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
べ
き
で
し
た
が
、
完

成
に
至
っ
て
な
い
状
況
で
す
。

　
有
事
の
際
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
そ

の
ま
ま
活
用
で
き
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
が
、
猟
友
会
の
皆
さ
ま
と
会

議
を
重
ね
、
適
切
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

な
お
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
完
成
後
は
、

訓
練
等
を
実
施
し
な
が
ら
改
善
す

べ
き
点
が
無
い
か
検
証
を
行
う
予

定
で
す
。

答 問

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

管
　内
　視
　察

　
８
月
６
日
、
市
立
金
山
病
院
に
て
、
今

年
２
月
末
で
閉
鎖
さ
れ
た
４
階
の
療
養
病

棟
の
現
状
を
知
る
目
的
で
、
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　
閉
鎖
さ
れ
た
病
室
の
一
部
は
、
倉
庫
や

職
員
の
臨
時
仮
眠
室
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
使
わ
な
く
な
っ
た
医
療
用

ベ
ッ
ド
や
テ
レ
ビ
台
な
ど
が
数
多
く
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
フ
ロ
ア
に
は
特
殊
な
入
浴
設

備
が
あ
り
、
入
院
患
者
の
健
康
管
理
の
観

点
か
ら
空
調
設
備
が
継
続
し
て
稼
働
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
病
棟
閉
鎖
後

も
光
熱
費
の
削
減
が
で
き
な
い
こ
と
が
、

今
後
の
病
院
経
営
に
お
け
る
課
題
で
あ
る

と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
視
察
後
、
市
民
保
健
部
長
や
金
山
病
院

事
務
局
の
担
当
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、

県
立
下
呂
温
泉

病
院
を
は
じ
め

と
す
る
近
隣
の

医
療
機
関
と
の

連
携
を
一
層
強

化
し
、
地
域
全

体
の
医
療
提
供

体
制
の
確
保
に

努
め
て
い
く
方

針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

市立金山病院

　当議会では、議会基本条例に基づき、市民の皆さまから幅広いご意見やご提案をお気軽に出していただける仕組みとして、『議会への意見・
提案箱』を設置しています。お寄せいただきましたご意見やご提案に関しましては、調査研究課題として所管委員会へ引き継いだり、市執
行部に必要な対応を要請したり、市民の皆さまの貴重な声を反映した政策提言へとつなげるよう努めていきたいと考えています。

あなたの声をお気軽に
お寄せください 下呂市議会への意見・提案箱下呂市議会への意見・提案箱

◆提出方法
①インターネットによる提出
右記の二次元コードから意見・提案フォームにアクセスのうえ、直接入力してください。
②郵便による提出
任意の用紙に、お住まいの地域（小坂・萩原・下呂・金山・馬瀬の別）、年代、ご意見・ご提案をご記入の上、お送りください。
③ファックスによる提出
②と同様、任意の用紙にご記入のうえ、議会事務局（ファックス番号0576-25-2833）まで送信してください。

～ 市民の皆さまの声を
 　ぜひお聞かせください ～

詳細は下呂市議会ホーム
ページをご確認ください

　
下
呂
市
議
会
の
一
般
質
問
は
、「
一
括

質
問
一
括
答
弁
方
式
」
と「
一
括
質
問
個

別
答
弁
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
議
員
が
す
べ
て
の
質
問
を
ま
と

め
て
述
べ
た
後
、
市
長
等
が
答
弁
す
る
方

式
で
す
。
そ
の
た
め
、「
ど
の
質
問
へ
の

答
弁
か
分
か
り
に
く
い
」
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
議
会

を
目
指
し
、令
和
８
年
６
月
定
例
会
か
ら
、

「
一
問
一
答
方
式
」
に
変
更
し
ま
す
。

「
一
問
一
答
方
式
」
の
ポ
イ
ン
ト

★
質
問
と
答
弁
が
明
確
に

　
議
員
が
質
問
を
一
つ
ず
つ
述
べ
、
そ

れ
に
対
し
て
市
長
等
が
す
ぐ
に
答
弁
し

ま
す
。

★
議
論
の
深
堀
り

　
答
弁
を
受
け
た
後
、
さ
ら
に
再
質
問

で
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
質
問
と
答
弁
が
結
び
つ
き

や
す
く
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

議
会
の
議
論
が
よ
り
分
か
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
議
会
で
の
議
論
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
変
更

に
円
滑
に
移
行
す
る
た
め
、
今
年
の
12
月

定
例
会
と
来
年
３
月
定
例
会
は
、「
一
問

一
答
方
式
」
の
試
行
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
変
更
に
よ
り
、
議
会
で
の
や
り
取

り
が
よ
り
明
確
に
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
市
政
へ
の
関
心
が
高
ま
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
議
会
で
は
、「
多
様
な
人
材
の
議
会
へ

の
参
画
促
進
に
よ
る
議
会
の
活
性
化
」
を

議
会
改
革
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲

げ
、
こ
れ
ま
で
調
査 

・
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

◆
な
ぜ
、
今
、
改
革
が
必
要
な
の
か
？

○
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
み
、
地
域

課
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

○
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様

化
し
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
特
定
の

年
齢
層
や
性
別
、
職
業
等
に
偏
る
こ
と

な
く
、
地
域
全
体
の
あ
ら
ゆ
る
声
を
聞

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
し
、
よ
り
多
く

の
市
民
が
立
候
補
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
結
論
付
け
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
議
会
は
市
長
に
対
し
、
選

挙
運
動
費
用
の
一
部
を
市
が
負
担
す
る

（
公
営
化
）
を
要
望
し
ま
し
た
。

◆
要
望
の
具
体
的
な
内
容

○
対
象
と
な
る
選
挙
／
市
長 

・
市
議
会

議
員
選
挙

○
対
象
費
用
／
選
挙
運
動
用
の
自
動
車

使
用
料
・
ビ
ラ
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
作
成
費

○
適
用
時
期
／
次
回
市
長 

・
市
議
会
議

員
選
挙
か
ら
適
用

　
こ
の
公
営
化
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、費
用
が

軽
減
さ
れ
、こ
れ
ま
で
費
用
負
担
で
ち
ゅ
う

ち
ょ
し
て
い
た
方
も
、立
候
補
し
や
す
く
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
般
質
問
の
方
法
が

変
わ
り
ま
す

政
治
へ
の
多
様
な
人
材
の

参
画
に
向
け
た
環
境
整
備
を
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親
子
が
安
心
し
て
遊
べ
る

場
所
と
し
て
、
公
民
館
を
開

放
で
き
な
い
か
。

　 

福
祉
部
長

　
子
育
て
中
の
保
護
者
が
孤
立
し

な
い
環
境
づ
く
り
は
、
産
後
う
つ

予
防
や
子
の
健
や
か
な
育
ち
の
た

め
の
重
要
な
課
題
で
す
。
こ
ど
も

園
を
拠
点
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、
公

民
館
を
利
用
し
限
ら
れ
た
時
間
で

の
開
設
と
な
っ
て
い
る
地
域
も
あ

り
、
利
用
し
づ
ら
い
と
い
う
声
も

お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
公
民
館
の

解
放
に
つ
い
て
単
に
場
所
を
提
供

す
る
だ
け
で
な
く
、
保
育
士
等
を

配
置
し
専
門
的
な
支
援
と
セ
ッ
ト

で
提
供
す
る
こ
と
が
孤
立
を
防
ぎ
、

支
援
強
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
。
ま
ず
は
、
子
育
て
当
事
者
の

ニ
ー
ズ
を
伺
い
、
開
設
日
数
を
増

や
す
な
ど
現
実
的
か
つ
効
果
的
な

見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　 

産
前
産
後
に
活
用
で
き
る

家
事
支
援 

・
食
事
支
援
の
考

え
は
。

　 

福
祉
部
長

　
産
前
支
援
と
し
て
の
妊
婦
へ
の

伴
走
型
相
談
支
援
や
、
産
後
支
援

と
し
て
の
乳
幼
児
全
戸
訪
問
、
産

後
ケ
ア
事
業
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
支
援
を
よ
り
充
実

さ
せ
つ
つ
、
そ
の
中
で
産
前
産
後

の
母
親
の
皆
さ
ん
の
声
を
充
分
聞

き
な
が
ら
、
家
事
支
援 

・
食
事
支

援
の
必
要
性
も
含
め
支
援
施
策
の

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

子育て支援拠点の強化と産前産後ケアの充実を子育て支援拠点の強化と産前産後ケアの充実を子育て支援拠点の強化と産前産後ケアの充実を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

答 問

尾
里
集
務
議員

お

あ
つ

む

ざ
と

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

市民の命を守る猟友会との連携強化を市民の命を守る猟友会との連携強化を市民の命を守る猟友会との連携強化を
　 

全
国
的
に
熊
等
が
市
街
地

等
に
出
没
す
る
事
案
が
急
増

し
て
い
る
中
、
鳥
獣
保
護
管

理
法
が
改
正
さ
れ
、
市
町
村

長
の
判
断
と
責
任
の
も
と

で
、
特
例
的
か
つ
迅
速
に
猟

銃
に
よ
る
捕
獲 

・
駆
除
を
可

能
に
す
る
緊
急
銃
猟
制
度
が

新
設
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
受

け
た
市
の
対
応
は
。

　 

農
林
部
長

　
７
月
に
国
が
示
し
た
緊
急
銃
猟

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
、
市
独
自

の
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
向
け

取
り
掛
か
り
、
特
に
緊
急
銃
猟
の

要
件
で
あ
る 

「
場
所 

・
緊
急
性 

・

方
法
・
安
全
の
確
保
」
を
満
た
し
、

い
か
に
正
確
か
つ
迅
速
に
対
応
で

き
る
か
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
緊
急
銃
猟
に
お
い
て

最
前
線
に
立
つ
猟
友
会
の
皆
さ
ま

の
安
全
確
保
と
、
街
中
で
銃
を
使

用
す
る
リ
ス
ク
の
除
去
な
ど
課
題

は
多
く
、
本
来
で
あ
れ
ば
９
月
１

日
の
改
正
法
施
行
に
合
わ
せ
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
べ
き
で
し
た
が
、
完

成
に
至
っ
て
な
い
状
況
で
す
。

　
有
事
の
際
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
そ

の
ま
ま
活
用
で
き
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
が
、
猟
友
会
の
皆
さ
ま
と
会

議
を
重
ね
、
適
切
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

な
お
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
完
成
後
は
、

訓
練
等
を
実
施
し
な
が
ら
改
善
す

べ
き
点
が
無
い
か
検
証
を
行
う
予

定
で
す
。

答 問

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

管
　内
　視
　察

　
８
月
６
日
、
市
立
金
山
病
院
に
て
、
今

年
２
月
末
で
閉
鎖
さ
れ
た
４
階
の
療
養
病

棟
の
現
状
を
知
る
目
的
で
、
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　
閉
鎖
さ
れ
た
病
室
の
一
部
は
、
倉
庫
や

職
員
の
臨
時
仮
眠
室
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
使
わ
な
く
な
っ
た
医
療
用

ベ
ッ
ド
や
テ
レ
ビ
台
な
ど
が
数
多
く
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
フ
ロ
ア
に
は
特
殊
な
入
浴
設

備
が
あ
り
、
入
院
患
者
の
健
康
管
理
の
観

点
か
ら
空
調
設
備
が
継
続
し
て
稼
働
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
病
棟
閉
鎖
後

も
光
熱
費
の
削
減
が
で
き
な
い
こ
と
が
、

今
後
の
病
院
経
営
に
お
け
る
課
題
で
あ
る

と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
視
察
後
、
市
民
保
健
部
長
や
金
山
病
院

事
務
局
の
担
当
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、

県
立
下
呂
温
泉

病
院
を
は
じ
め

と
す
る
近
隣
の

医
療
機
関
と
の

連
携
を
一
層
強

化
し
、
地
域
全

体
の
医
療
提
供

体
制
の
確
保
に

努
め
て
い
く
方

針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

市立金山病院

　当議会では、議会基本条例に基づき、市民の皆さまから幅広いご意見やご提案をお気軽に出していただける仕組みとして、『議会への意見・
提案箱』を設置しています。お寄せいただきましたご意見やご提案に関しましては、調査研究課題として所管委員会へ引き継いだり、市執
行部に必要な対応を要請したり、市民の皆さまの貴重な声を反映した政策提言へとつなげるよう努めていきたいと考えています。

あなたの声をお気軽に
お寄せください 下呂市議会への意見・提案箱下呂市議会への意見・提案箱

◆提出方法
①インターネットによる提出
右記の二次元コードから意見・提案フォームにアクセスのうえ、直接入力してください。
②郵便による提出
任意の用紙に、お住まいの地域（小坂・萩原・下呂・金山・馬瀬の別）、年代、ご意見・ご提案をご記入の上、お送りください。
③ファックスによる提出
②と同様、任意の用紙にご記入のうえ、議会事務局（ファックス番号0576-25-2833）まで送信してください。

～ 市民の皆さまの声を
 　ぜひお聞かせください ～

詳細は下呂市議会ホーム
ページをご確認ください

　
下
呂
市
議
会
の
一
般
質
問
は
、「
一
括

質
問
一
括
答
弁
方
式
」
と「
一
括
質
問
個

別
答
弁
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
議
員
が
す
べ
て
の
質
問
を
ま
と

め
て
述
べ
た
後
、
市
長
等
が
答
弁
す
る
方

式
で
す
。
そ
の
た
め
、「
ど
の
質
問
へ
の

答
弁
か
分
か
り
に
く
い
」
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
議
会

を
目
指
し
、令
和
８
年
６
月
定
例
会
か
ら
、

「
一
問
一
答
方
式
」
に
変
更
し
ま
す
。

「
一
問
一
答
方
式
」
の
ポ
イ
ン
ト

★
質
問
と
答
弁
が
明
確
に

　
議
員
が
質
問
を
一
つ
ず
つ
述
べ
、
そ

れ
に
対
し
て
市
長
等
が
す
ぐ
に
答
弁
し

ま
す
。

★
議
論
の
深
堀
り

　
答
弁
を
受
け
た
後
、
さ
ら
に
再
質
問

で
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
質
問
と
答
弁
が
結
び
つ
き

や
す
く
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

議
会
の
議
論
が
よ
り
分
か
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
議
会
で
の
議
論
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
変
更

に
円
滑
に
移
行
す
る
た
め
、
今
年
の
12
月

定
例
会
と
来
年
３
月
定
例
会
は
、「
一
問

一
答
方
式
」
の
試
行
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
変
更
に
よ
り
、
議
会
で
の
や
り
取

り
が
よ
り
明
確
に
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
市
政
へ
の
関
心
が
高
ま
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
議
会
で
は
、「
多
様
な
人
材
の
議
会
へ

の
参
画
促
進
に
よ
る
議
会
の
活
性
化
」
を

議
会
改
革
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲

げ
、
こ
れ
ま
で
調
査 

・
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

◆
な
ぜ
、
今
、
改
革
が
必
要
な
の
か
？

○
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
み
、
地
域

課
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

○
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様

化
し
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
特
定
の

年
齢
層
や
性
別
、
職
業
等
に
偏
る
こ
と

な
く
、
地
域
全
体
の
あ
ら
ゆ
る
声
を
聞

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
し
、
よ
り
多
く

の
市
民
が
立
候
補
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
結
論
付
け
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
議
会
は
市
長
に
対
し
、
選

挙
運
動
費
用
の
一
部
を
市
が
負
担
す
る

（
公
営
化
）
を
要
望
し
ま
し
た
。

◆
要
望
の
具
体
的
な
内
容

○
対
象
と
な
る
選
挙
／
市
長 

・
市
議
会

議
員
選
挙

○
対
象
費
用
／
選
挙
運
動
用
の
自
動
車

使
用
料
・
ビ
ラ
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
作
成
費

○
適
用
時
期
／
次
回
市
長 

・
市
議
会
議

員
選
挙
か
ら
適
用

　
こ
の
公
営
化
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、費
用
が

軽
減
さ
れ
、こ
れ
ま
で
費
用
負
担
で
ち
ゅ
う

ち
ょ
し
て
い
た
方
も
、立
候
補
し
や
す
く
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
般
質
問
の
方
法
が

変
わ
り
ま
す

政
治
へ
の
多
様
な
人
材
の

参
画
に
向
け
た
環
境
整
備
を
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　12月定例会の会期日程（予定）をお知らせします。なお、一般質
問などの内容は新聞折込および下呂市メールでお知らせします。

12月定例会会期日程（予定）

※日程は変更になる
　場合もあります。

月　　日

１１月２８日

１２月１１日

１２日

１５日

１６日

１７日

１９日

金

木

金

月

火

水

金

午前9時30分～

本会議（初日）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

常任委員会

常任委員会

予算決算常任委員会（予算関係）

本会議（最終日）

会　議　内　容 時　　間曜日

場所 ： 本会議（下呂庁舎３階議場）
　　　委員会（下呂庁舎３ー１会議室）

　下呂市議会では、市民の皆さんの声を聴き、議
会の情報をよりわかりやすく届けるため、新しい取
組みを２つ進めています。１つ目は、各委員長によ
る活動方針の発信（チャンネル下呂・YouTube）。
２つ目は、市民の皆さんと議員が直接語り合う「議
会カフェ」を10月27日（月）から11月1日（土）にか
けて、市内各地で開催。議会をより身近に感じてい
ただき、まちや暮らしのこと、日々感じていること
を、ぜひお気軽に議会へお寄せください。私たち
も、皆さんとともに考え、より良い下呂の未来を目
指して、議員活動に取り組んでいきます。

編 集 後 記

「げろ議会だより」をお読みいただき、ありがとう
ございます。「読みたくなる議会だより」とするため、
皆さんの声をお聞かせください。
右の二次元コードを読み取り、アン
ケートに回答をお願いします。 https://www.youtube.com/channel/

UCALIKRpFipq7Mtpr--rJGKQ/featured
ライブ配信動画は、次回定例会までYouTubeから視聴できます。
過去の配信動画は、下呂市ホームページにて視聴できます。

インターネットライブ配信
本会議および常任委員会（付託案件審査）は、動画共有
サービス（YouTube）にてライブ配信を行っています。

「げろ議会だより」アンケート

　令和７年10月1日、「金山ふれあいパーク」が、市内で初めてとなるミスト付き遊具と休憩所を備え、リニューアルオープン
しました。記念すべきこの日には、オープンセレモニーが開催され、多くの関係者や園児が新しい公園の誕生を祝いました。
　セレモニーには、かなやまこども園の年長園児20名をはじめ、金山地域の子育て世代代表、公園緑地整備検討協議会
の金山地域委員、そして今回の整備に際し寄附をされた方々も招かれ、関係者34名が出席し、感謝状贈呈やテープカット
が行われました。多くの子どもたちの笑顔あふれる憩いの場となることが期待されます。

【金山ふれあいパークがリニューアルオープン！】
表
紙
の
写
真

TOPICS
●令和６年度決算審査（予算決算常任委員会）
●議会の主な動き（常任委員会視察報告）
●９月定例会報告（審議結果）・常任委員会報告（審査結果）
●一般質問（これって、どうなってるの？）
●一般質問の方法が変わります、12月定例会日程

※写真提供「かなやまこども園」

市議会による出前ヒアリング（座談会）
～ 下呂市の未来のためにあなたの声を聴かせてください ～

下呂市議会では、市民の皆さまの声を市政に反映させるため、地域の課題や悩みをお聴きする
『市議会による出前ヒアリング（座談会）』を開催します。

市民グループ・団体や自治会・町内会などの小さな集会にこちらから出向く形式で行います。
皆さまからの申し込みをお待ちしています。

●開催主体 
 ・市民グループ ・団体や自治会 ・町内会など （お友達同
士やサークル活動のメンバーでの少人数でも可）からの
申込みを受け開催します。
 ・市民グループ等単独での開催が困難な場合は、複数の
市民グループ等での合同開催でも受け付けます。

●開催日時および会場 
 ・開催日時は、申込団体と協議、調整のうえ決定します。
 ・曜日、時間帯に制限はありません。開催時間はおおむ
ね60分～90分程度とします。
 ・開催場所は、申込団体での確保をお願いいたします。

●座談会のテーマ
 ・申込団体において、地域の特定課題等を踏まえて、少子高齢化や子
育て、介護、農林業、地域づくり、防災などの具体的なテーマを設
定していただきます。
 ・単なる要望や苦情ではなく、建設的な会となりますようご協力をお願
いします。

●申込方法 
 ・開催希望日の１カ月前までに申込書を提出、もしくは専用の申込フォ
ーム入力により申し込みをしてください。
 ・申込書受理後、開催決定通知書をお送りします。
 ・申し込みフォームは、右の二次元コードを読み取ってく
ださい。申込書での提出については、市ホームページ
からダウンロードしてください。


